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　そう。そのままずっとそこにいなさいね。

　だってそこは、あなたがいるべき場所。

　生まれたのでしょう？　生きてきたのでしょう？　そこに帰ってきたのだから。喜んで眠るように死んだように、そこに居続けるの。




　──永　遠　に──。
















　東とう京きよう都と心しん部ぶより、電車で西に向かって数十分。一級河川たる多た摩ま川がわも流れる東京市部に、都と立りつ武蔵むさし野の総そう合ごう高こう校こうは存在する。

　多摩川は、東京の大だい河か川せんにしては珍しく、護ご岸がん化かしていない区画の多い川だ。

　通称『ムサ高』も、近くに工場が建ち高速が走りながら、多摩川の河か川せん敷じきや桜並木のおかげで、静かでのどかな雰囲気を保っているといえた。

　校風は文ぶん武ぶ両りよう道どう。

　今から十年ほど前までは、少子化のあおりをもろに受け、定員割れの商業高校だったそうだが、そこから選択制の総合高校に生まれ変わったところで、『ムサ高』は息を吹き返した。建て直した校舎と可か愛わいらしい制服が人気となり、進学率も年々上がっているという。

　時は並木の葉も色づきはじめる、十月下旬。

　普通進学コース二年の校舎をのぞいてみれば、どの教室も進路希望のプリントが配られているところだった。

「──はいはい、さっさと後ろに回す！　読むのはあと！」

「えー、進路ぉ？　勘かん弁べんしてよ先生、文化祭終わったばっかりだってのに！」

「ばっかりじゃない。今年もあと二ヶ月だぞ！　来年は受験生だ。親おや御ごさんとよく話し合って、第三希望までしっかり埋うめること。いいな！」

　ぼやきと悲鳴が入り混じる中、担任教師が列ごとにプリントを配布していく。教室の生徒たちは、しぶしぶながらも用紙を後ろへと回していく。

「相あい川かわ。おい相川」

　その中で、ぼんやりと頰ほお杖づえをついている少年がいた。

「相川。こら聞いてんのか！」

「──あ、なに？」

「しっかりしろよ。ほらプリント」

　全体的に、真ま面じ目めで穏やかな雰囲気で、あまり目立たない容よう貌ぼうの少年だ。前の席の友人にうながされ、ようやく回ってきたプリントを受け取る。その手つきも、どこかおぼつかない。心ここにあらずという言葉がしっくりくる。

　クラスのざわめきも、担任の注意事項も、まるで耳に入っていなかったようだ。

「ありがとう、千せん堂どう」

「志望校だってさー。おまえもう決めた？」

「……いや──」

「だよなあ。もう一生寝てたいわ」

「そんなこと言うなよ」

　この、人のぼやきをにこにこ笑って聞きながらも、どこか死んだような目をしている少年。

　少年の名前は、相川理り人ひとという。

　ここでは誰も知るはずがないが、異世界パナケイアを、二度にわたって救った勇者だ。

「試しに模も試し受けたら、もうガッタガタ。行ける大学ねーよ」

「千堂ならなんとかなるって」




（パナティーアは繰くり回しの神）

（与えられた容量以上に、大きな世界を構築した）




　──何度でも叫びたい。許されるものなら、喉のどが枯れ果てるまで問いかけたい。

　あの世界に帰りたい。

　今の理人にとっては、数式を覚えることより大事なことなのだ。

　置いてきてしまった。沢山のものを。ここではない場所に。
















　いわゆる双すご六ろくで言うところの振り出し。ここに戻ってきた時のことは、今でも昨日のことのように思い出せる。





　　　　　＊＊＊






　──噓うそだろう。

　理り人ひとは、愕がく然ぜんと固まるしかなかった。

　見上げる空には、太陽が【一つ】あった。

　どれだけ目をこらしても変わらない。赤々とした夕焼けの空。まがまがしいぐらいに赤い太陽。それが一つ。

　ついさっきまで、世界は夜だったはずだ。そして、夜が明けたなら、太陽は【二つ】なければならないはずだ。パナケイアであるなら。

　でも違う。これはパナケイアの空とは違う。そこから理人が導き出せる答えは、一つだけだった。

（……地球、かえって、きた？）




『今度は騙だまされたふりじゃなくて、本当に騙されたみたいだね』

『バティーヤは今から、相あい川かわ君をお家うちに帰すんですって』

『リヒト、踏ん張れ！』




　地球への強制送還。

　全身が総毛だった。

　──あの状況で。

　魔神アルゴスを目前にして。鋏はさみの使し徒との攻勢をそのままにして。

　救い出すべき響きよう子こも、抱きしめたいイシュアンのことも、すべてあちらの世界に置いてきたまま、帰ってきてしまったのだ。バティーヤの魔ま術じゆつによって！

「さっ、行こう！」

「！」

　軽く背中を叩たたかれただけだが、理人はびくりと体をこわばらせた。

　触れてきたのは、あの路みち葉ば響子。恐るべき賢者の石の持ち主だ。

「あの、あ、相川君？」

　でもあの世界の彼女と、この世界の彼女は違ちがう。いや同じもの？　どうする。わからない──。

　いま自分は、どんな顔をしているだろう。それすらもわからない。困こん惑わくしきった響子の顔を見ていられず、理人はきびすを返して走りだした。

「相川君！」

　噓なら噓と言ってくれ。誰か。これが幕切れ？　ゲームセット？　冗談じゃない！

（イシュアン！）







　どれだけ走っても追いかけてくる、たった一つだけの夕ゆう陽ひ。視界からへばりついて消えない、コンクリートのビルの群むれ。地平線がどこにも見えない景色。本当に一つたりとも。地面はすべてアスファルトで舗ほ装そうされ、車道を埋めるあれは、馬のない鉄の車。名前は──自動車。

「気をつけろ、信号赤だぞ！」

「！」

　ドライバーが罵ば声せいを浴びせる間も、ドラゴンの吐息ブレスのように排気ガスが噴ふん出しゆつされる。駅の改札が、客を通すたびに不思議な音を鳴らす。都心行きの車しや掌しようのアナウンス。違う違う、みんな違う！

（違う）

　五感に触れる、すべてのものに違和感があった。

「──あら、理人。帰ったならただいまぐらい言ってちょうだい──」

　なんとかたどりついた自宅マンションには、母親の相川成な実みがいた。

　ちょうどパートが終わったところらしい。脱衣所で洗せん濯たく機きを動かしていたので、風呂場には行かずにトイレへ飛び込んだ。

　ここまで休まず走ってきたせいで、まともに息ができなかった。

「……う、あ。はっ」

　急に喉のどの奥から、酸さんのようなものがこみあげてきて、ショルダーバッグを床に置くと同時にすべて吐いた。

　胃の中が空になっても、不快感は消えずにえずき続けた。

（大丈夫。落ち着け。すぐにハイダルが呼び出し直してくれる）

　でも。

（──前は六年かかった）

　長い時間だった。あまりにも。

　最悪の心残りを異世界に置いたまま、現実世界に暮らし続けて。普通の仮か面めんをかぶってなんとか正気を保っていたけれど、今度はどうなる？

　水すい洗せんのレバーを引いて、水を流した。

「理人ー？　大丈夫？　気分悪いの？」

「……いや、大丈夫だよ。平気……」

　かろうじてそれだけを言い、理人は口元をぬぐって、トイレから出た。

　脱衣所から顔を出す成実の追及を逃れるように、自分の部屋へ向かう。

「大丈夫ってあなた、顔色ひどくない？」

「だから寝るよ。しばらく放っておいて」

「なによこの子ったら。やっぱり平気じゃないじゃない」

　成実は憤ふん慨がいしたが、理人が明かりもつけずにベッドへ直行したのを見て、それ以上追及はしなかった。

「お母さん、ちょっと買い物行ってくるから。休むならちゃんと着替えるのよ？　欲しいものある？」

　もはやなんと返したかも判然としない。理人は曖あい昧まいな生返事をして、六ろく畳じよう間まのベッドへと倒れこんだ。

（僕の部屋だ）

　どう見ても知っている布団だった。知っている匂においだった。体感では数ヶ月ぶりなので、半分以上他人の布団のような気もするが、間違えようがない。

　藁わらの寝しん台だいや野宿も多かった生活に比べれば、格段に安全で上等で。でも、めまいがするほど『あの世界』とは違う場所──。




　──ばいばい、相川君。とりあえずあっちで元気でね。




「…………っ」

　成実が家の戸締まりをして、出かける気配がした。理人はそのまま布団の上で、こみあげてくる怒りとも恐れともつかない衝しよう動どうに耐えた。けれど、いくら待っても期待するような変化は何もなかった。携帯電話には、何度か響子の着信があったが、こちらも出る気にはなれなかった。

　液えき晶しよう画が面めんの日付は、見事に冒険がはじまる前の日付を刻んでいた。十月、十四日。

（前と同じだ）

　ベッドにあおむけになり、光るホーム画面をぼんやり眺める。












　六年前とまったく一緒。パナケイアから地球に戻ると、経過した時間はリセットされ、出発前の時刻になる。すべては元通り、なにごともなかったかのように元の鞘さやへとおさまるのだ。

　取り残された人間の気持ちだけを、無む情じようにも置き去りにして。

「ハイダル、早くしてくれ……っ」

　呼びかけに返事はない。




　──そして、待つだけの地獄のような日常がはじまった。





　　　　　＊＊＊






　ともすれば暴れだしたくなる状況で、希望がまったくないわけではなかった。

　以前のケースでは魔神封印という、一応の目的は果たされていた。だからこそ二度目の召しよう喚かんに、六年という歳さい月げつが空いたのだ。

　でも今回は違う。あの世界では何も成し遂げられておらず、理人の力も必要とされたままだ。あちらの準備さえ整えば、ハイダルが再び水の神しん殿でんから、理人を呼び出し直してくれるに違いない。

（そう）

（だから大丈夫だ）

　とにかく待ち続けていればいつか必ず、事態は好転するはずだった。




「……急にどうしたんだ？　どの教科もガタガタじゃないか」




　それはパナケイアから帰き還かんして、一ひと月つきほど過ぎた、十一月中旬の出来事だった。

　理人は放課後、職しよく員いん室しつにいた。

　こちらを呼び出したのは、魔術師ならぬ高校の担任教師だ。名は長なが沼ぬま秀しゆう次じ、小太りの三十二歳。通称『ニャガヌマ』。黒のローブではなく、ミズノのジャージがよく似合う。今は回転椅い子すの上で、童どう顔がんぎみの丸顔をしかめている。

　彼の手元には、先週行った実力テストの結果が並んでいた。

　長沼の専門である世せ界かい史しだけではなく、一緒に受けた主要教科も点数化されている。

　先月の頭までは、最低でも平均を割ったことがなかった受け持ちの生徒が、軒のき並なみ半数以下の点に落ちていれば、担任としても注意せざるをえないのだろう。理解はできる。理解だけなら。

「……ちょっと、ひさしぶりすぎて忘れたところが多かったんです」

「ひさしぶりって、おいおい、どれも今期に習ったものだぞ？」

　そう言われても、その『今期に習った』が、理人の時間感覚だと半年近く前のことだったのだから仕方ない。

　英単語も数学の定てい理りも、パナケイアにいる時はまったく触れることがなかったのだ。いきなり問題を解けと言われても、その時は思い出すことができなかった。よって手も足も出なかったのである。

「……何か悩み事があるとか、そういうことか？」

「いえ、特には。ただのど忘れです」

「ほんとか？」

「本当です」

「ほんとにほんとか？」

　こういう時、特に問題を起こさなかった、日頃の生活態度が物を言う。

　長沼はあまり納得している様子ではなかったが、それ以上言いつのる材料も見つからなかったようで、かわりに頰をかいた。

「まあ、な。人間機械じゃないからな。調子を落とす時だってあるっちゃあるだろう。ただ──期末までこの調子じゃまずいのはわかるな？」

「それは、はい」

「自力じゃどうにもならないなら、素直に言えよ。補ほ習しゆうも検討しようかと教科の先生方とも話し合ってるんだ」

「ありがとうございます。でもできるだけ自分でやってみます」

「よし、聞いたぞその言葉。期待してるぞ」

　理人は頭を下げ、職員室を出ようとした。

「──あ。そうだ相川。進路希望調査だ。あっちもまだだよな。早く提出しろよ」

　追い打ちで出で鼻ばなをくじかれたようなものだった。戸口で苦笑する。

「わかりました。早めにやります」







　靴を履きかえて校舎を出ると、吹きつける北風がことさら冷たく感じた。自然とため息が出た。

（やりますよ。やればいいんでしょう）

　いつまでも、異世界ボケしているわけにも行かなくなったようだ。

　もう帰ってきて、一月たった。十一月だ。校内にある桜の葉は赤く色づき、落ち葉が理人が歩くカラー煉れん瓦がの歩道上を転がっていく。そういう時期だ。温おん厚こうな『ニャガヌマ』に呼び出されるというのは、よっぽどのことである。

（……とにかく、勉強のど忘れだけでもどうにかしないと。本屋で参考書でも見た方がいいのかな）

　まったく。こんなことなら、馬車の中で教科書だけでも読んでおけば良かっただろうか。今となっては意味のない後こう悔かいが胸をつくのだ。

　コートのない体を縮ちぢめ、駅への道を歩きだす。

　駅ビルに入った書店に立ち寄って、いくつか参考書をみつくろった。

　レジのバイト店員に言われるまま、財布を出して精せい算さんをすませる。

「ありがとうございました──」

　そのまま店を出ようとしたら、文庫コーナーに知っている人影があった。

　──路葉響子だ。

　彼女は読書友達らしい女子と、平積みの本を指さして語っている。こちらの姿には気づいていない。楽しそうだ。

「これ面白いから。ぜったい読む価値アリ！」

　そう。面白いのか。いいな。

　一緒に異世界に飛ばされていたはずの彼女が、どうしてこちら側にいるのか、理人もいろいろと考えたのだ。思いついた仮説としては、界かい渡わたりの時間リセット現象がある。

　理人と響子の間には、飛ばされるにしても多少のタイムラグがあったのだろう。こちらが水の精せい霊れいにさらわれた時、彼女はまだ地球にいた。そして理人は、その響子が地球にいた、ごくわずかな時間軸を狙ねらって戻ってきたのだ。

　今ここにいる路葉響子は、パナケイアのことも、賢者の石のことも、何も知らない。何も体験していない。ただの読書好きの女の子だ。

　なのに、あの日、校舎脇で別れて以来、彼女との交流は絶えたままだった。

　今さらどう弁べん明めいしていいかわからなくて、そのままだ。響子の方も、もう近づいてくる気はないらしい。恐らくはこのまま自然消滅するのだという、確かな予感だけがあった。

　そして──今回もまた。

　理人は、黙って書店を出た。一つ下の階に入ったコーヒーショップで、買ったばかりの参考書を広げ、少しだけ英語の和わ訳やくを進めた。

　窓際の席を陣じん取どったおかげで、表の様子がよく見える。

　ロータリーにはバスと客待ちのタクシーが列をなし、交差点を大勢の通行人が行きかっている。空には、にじむように赤い太陽が一つ。

　胸をつく感情を、はっきりとは嚙かみしめたくなくて、ノートに視線を戻す。ただ早く夜になればいいと思う。夜には月が出る。月には、向こうの世界と違いがないから。




　──そうよ。その意気よ。




　参考書の内容に没ぼつ頭とうしかけたところで、理人は顔を上げた。

　客のざわめきと店内ＢＧＭが、あらためて正常なボリュームで聞こえてくる。

（今の声……？　気のせい……？）

　他に心当たりがあるわけでもなく、日没までそこで勉強を続けた。何に違和感を覚えたのかまで、思い出さなくなった。





　　　　　＊＊＊






「──あら理人。もういいの？」

「うん。お腹なかいっぱい。ごちそうさま」

　母親と二人だけの食しよく卓たくを離れ、早々に自分の部屋へと戻った。

（のんびりもしてられないんだよ）

　今までの復習もけっこうだが、明日は数学の小テストがあるのだ。こちらの勉強はまったくの手つかず。ちょっとした恐怖である。

　机の前についたところで、携けい帯たいに友人のメッセージが入っていることに気がついた。例によって千せん堂どうで、試験範囲をメモしそこねたらしい。返信で送ってやる。

　彼はいい。適てき当とうでいい加減だが、追い込まれるとちゃんとやる。自分はそういう火事場の馬鹿力は期待できそうにない。積み重ねたぶんしか頭に入らない。

（まだ小学生の時は良かったよな）

　試験勉強のＢＧＭがわりに、ポッドキャストのラジオを聴ききながら、理人は内心ひとりごちる。

　六年前も、冒ぼう険けんが終わって浦うら島しま太た郎ろう状態になるにはなった。困りはしたが、ここまで追い込まれた記憶はない。やはり高校と小学校は違うのだろう。

（イシュアンは偉かったよな。半年どころか六年ぶん取り戻したんだもんな……）

　あらためて思う。

　アーマット岳の『蟲むしの孔あな』に落ち、目覚めたら六年たっていた。言うのは簡単だが、何人もの家庭教師に取り囲まれ、大変だとこぼす彼女に、どれだけ親身に寄り添えただろう。今ならもっと、違う言葉がかけられる気がする。

「……えらいよな。イシュアン、トロール」

　実際に声に出したら、胃の奥が急に縮まった気がした。理人は拳こぶしで鳩尾みぞおちをおさえて、目を閉じた。

（なぁハイダル。いま何してるんだ？）

（どうして呼び直してくれないんだ？）

　こちらに戻ってきてから、一ヶ月がたとうとしている。なのになんの変化もない。

　召喚の日取りがまだ先なのだろうか。それともハイダル自身にトラブルでも起きたのだろうか。仮に彼が魔術を使えなくても、彼の師匠が後を継ぐと言っていたが、儀ぎ式しきができる状況にない可能性は十分ある。

　あちらに残してきた仲間が気がかりで、目の前の勉強に手がつかない。というよりむしろ、必死になって生活を立て直そうとすればするほど、パナケイアにいた実感が遠ざかる気がして、怖かった。

（怖いんだよ）

　希望がないわけではない。でも、それがいつ来るかはわからない。

　何日先か。何ヶ月先か。何年、何十年先──？

　心は左右に振りきれ、こぼれた思いが、外にあふれる。白紙のままのノートに、水すい滴てきが落ちた。理人はそれをつかんで破り捨てた。

　イヤホンで聴くラジオでは、未来を信じようと外国の歌手が歌っている。でも、どこに信じる余地があると言うのだろう。パナケイアの召喚の魔術は、一方通行。こちらからは何もできないのに。

「……早く……頼む早く……」




「理人ー、林りん檎ごむいたけど食べる？」




　部屋のドアが開き、母親の成実が顔を出した。

　理人は机に向かったまま、振り返らなかった。シャープペンシルを握って、勉強を続けるふりをした。

「いらない？」

「うん、今はいい」

　それだけ言う。成実はすぐに引っ込むかと思ったが、なかなかドアを閉めなかった。

「……ねえ、理人。もしかしてだけど……あなた夜中、どこかに行ってたりしない？」

　ずいぶんたってから、そんなことを聞いてくる。

　理人は、目じりが完かん璧ぺきに乾いたのを確かめてから、振り返った。イヤホンを外し、つとめてなんでもない顔をして、

「僕が？」

「ごまかさないで。ちゃんとわかってるの。夜中の二時か三時にごそごそ一人で抜け出して……この間、お父さんについていってもらったんだから」

　成実は林檎ののった皿を持ったまま、頰ほおをこわばらせている。理人は内心舌打ちしたい気分だった。

　確かに夜中に抜け出しているのは本当で、人が近くにいるような気配も感じていたが、気のせいかと捨て置いてしまったのだ。

　やはり時間がたつと、いろいろなものが鈍にぶくなってくる。

「あなた、公園で剣けん道どうの打ち込みみたいなことしてたって言ってたわ。道場なんて一度も行かせたことなかったのに。剣道がやりたかったの？」

「違うよ。そうじゃないけど。なんか、ちょっとした気き晴ばらしみたいなものだよ」

「やめなさいみっともない！」

　成実が声を張り上げた。

　実際に頰を打たれたぐらい驚いた。

「来年はもう受験生なのよ。わかってる？　それでふらふら自己流のチャンバラごっこなんて、ご近所の人に見つかったらなんて言われるか。お願いだから、恥ずかしい真ま似ねはやめてちょうだい──」

　ふと思い出したのは、野球をやめると言った時の食卓だった。

　今から六年前のことだ。あの時も、異世界パナケイアの冒険から戻ってきたばかりで、他の何にも手がつかなかった。下へ手たなりに続けていた野球にも、興味を失っていた。

　どう見ても当時の精神状態はおかしかっただろうが、両親は意い図とを聞き出すどころか喜んだ。ええそうね、それがいいと思っていたのよと背中を押し、かわりに塾じゆくへと送り込まれることになった。

　低迷しきっていた成績は、そこでの勉強で平均レベルまでは持ち直したが、それで良かったのだろうか。今の今まで、理人はそれを維い持じすることに腐心してきたが、この人たちの興味は、そこにしかないのではないだろうか。

『普通』で『無ぶ難なん』で、どこに出してもみっともなくない息子。おかしいところのない息子。ただ純粋にそれだけ。

「本当にあなたって子は、ぼんやりしてると思えば訳のわからないことをしてくれるんだから」

　気づけば理人は、ペン立てに刺さっていた三十センチ定じよう規ぎをつかんでいた。そのまま定規の先端を、半笑いしていた成実の眉み間けんぎりぎりにつきつける。

　測ったところでゼロコンマ一以下の出来事で、成実には何が起きたかわからなかっただろう。ただ目の前に、微動だにしないアクリル定規と、冷めたまなざしの息子が現れただけだ。

　本当になんの前まえ触ぶれもなく。

「自己流じゃないよ。教えてくれた人はいる」

　決して伝わるはずないと思っていても、言わずにはいられなかった。

　剣は血そのものだ。これだけ真剣に学び、何度も体にたたき込み、実際に血を流し痛みを覚え、斬きり合あいの間合いにいたるまで鍛え続けたものなのだ。ここで鈍らせたくないと思って何が悪い──？

「理ひ」

「ごめん」

　つきつけていた定規を外し、そのまま彼女の横をすり抜けた。絨じゆう毯たんの上に、むいた林檎と皿が転がった。かまわず玄関から外へ出た。

　自宅マンションの一階から、ガードレールに仕切られた狭い歩道を走って、河か川せん敷じきへ向かう。

　無む性しように走りたくてならなかった。

　時刻は午後十時を過ぎ、より人ひと気けのない工場沿いの道を選んで、全力で駆ける。上着も着ない部屋着姿も、気にする余裕はなかった。

　高速道路の高こう架か下したをくぐれば、その向こうは下草が茂しげる河川敷の土ど手てだ。理人は最後の気力を振り絞って土手の急斜面を駆け上がる。

「──っ」

　その先端に突き出た縁えん石せきに足をとられ、前のめりに倒れこんだ。

　とっぷりと暗い川面かわもと、対岸の建物の明かりが、揺らいで見えた。理人は力つきるように膝ひざをついた姿勢のまま、腹の底から叫んだ。

「ハイダル！　僕はここだ！」

　ここにいる。聞こえるか。今なにをしている。僕はここにいるぞ。おまえが呼ぶのを、秒刻みで待ち続けているぞ。

「女神パナティーア。繰り回しの創そう造ぞう主しゆ。誰でもいい。いるなら返事ぐらいしてくれ。ラーナ。イシュアン。ウルスラ。ハセムさんにトト」

　どうか。

　だが心からの絶叫は、夜の河川敷に吸い込まれたままだった。どれだけ待っても、何も変わらなかった。

　──そういうことなのか。

（そうなんだ）

　ならばこれから、どうすればいいだろう。どう生きていけというのだろう。

　二度にわたって無む残ざんに断ち切られた異界への想いをぶら下げて、今あるこの地面の上を進めというのか。できるのか。何もかも置いて来てしまったというのに。

　呆ぼう然ぜんとして動けない理人の耳に、チャリン──と金属がこすれて鳴る音が響いた。

「！」

　土手の下からだ。理人のすぐ斜め下。

　理人が身を動かすより前に、携帯電話を耳にあてた少女が、理人のいる砂利道のところまで登ってきた。

　メンズライクのブルゾンと、縦たて縞じまのミニスカート。地面を踏みしめるハイカットのスニーカーは白。背は高いが、服装はハイティーンのものだ。

　右手にマスコットつきの鍵かぎをもてあそび、左手に持った携帯が、ぼんやりと光って少女の顔を浮かびあがらせる。

　きつく結い上げたポニーテールと、切れ長の瞳ひとみが印象的だった。そしてノンフレームの眼鏡めがねも。

　彼女と自分の距離は、おおむね十メートルほどだろうか。向こうは携帯の通話を切ってブルゾンに押し込むと、一度だけ理人と目をあわせた。だがそれだけだった。

　すぐに向こうが目をそらし、何も言わずにそそくさと歩きだす。彼女はさらに十五メートルほど先にとめてあった自転車の鍵を外し、走って遠ざかっていった。

（いたのか）

　ずっと近くにいたのに、まるで気づかなかった。さぞかし驚いたに違いない。

（というか）

　驚いたのはこちらも一緒で、煮にえたぎっていた頭も、冷水をかけられたように元に戻っていた。一点しか見えなかった視界も、だいぶ広がっている気がする。

　──とりあえず、帰るか。

　最初に出した結論。

　どうも自分は、自分で思っているよりも相当鈍くなってしまっているようだ。父に続いて、あんな女の子まで見逃すとは。

　ため息どころではない。

　恐らく明日あたりは、思い出すだけで身もだえすることになりそうだ。夜中に半はん狂きよう乱らんで絶叫した場面を聞かれてしまったわけで。

（参ったな）

　理人は半ば覚かく悟ごしながら砂利の地面から立ち上がり、元来た道に向かって歩きだした。







　途中の公園で見た時計は、午後十一時を少し過ぎていた。なので今は、十一時二十分ほどだろうか。時計も携帯も持たずに出てきたので、あたりをつけるしかない。

（──よし）

　理人はかなり意を決して、自宅マンションのドアを開けた。

　家の中は、想像以上に静まりかえっていた。

　明かりこそ小さ目についているが、キッチンの流しにもテーブルにも物一つなく、すみずみまで片づいたＬＤＫは、成実が家事を終えた証拠だ。

　冷蔵庫脇のカレンダーに、父・量りよう馬まを現す『浜はま松まつ出張──馬』の書き込みがしてある。どうも今日は帰ってこないようだ。

　ならば──今頃は主寝室に一人でいるに違いない。

「……母さん、起きてる？」

　理人はドアをノックし、成実に向かって小声でたずねた。

　しばらくすると、くぐもった声で「起きてはいるわよ」と返ってきた。

　ひどく重く、疲れた響きだった。

「いいよ母さん。寝てたならそのままでいて。起きあがらなくていいから。謝りたいだけなんだ」

　たぶん自分は、この地で前にも後ろにも進めない苛いら立だちを、そのままぶつけてしまったのだ。いきなりあんなことをしても、相手は何もわからないのに。

「ほんとにごめん。どうかしてた」

「……こっちこそ、あなたの言い分も何も聞かずに、頭ごなしに叱しかったかもしれないわ」

「違うよ。母さんは何も間違ってない」

「そうなの。こうやって物わかりのいい言葉に安心してたわ。うちの理人は年の割にしっかりしてるって……でも考えてみたら、昔はそうでもなかったのにね。いつからかしら。あなたが『いい子』になったきっかけが思いつかないの。どれだけ考えても」

「母さん」

「こんな母親、まともじゃないわよね。ちっとも大丈夫じゃないのに、認めたくなかったのね。ごめんなさい理人」

　──そうだ。こういうのが嫌だったのだ。

　不安をぶつけて周りを悩ませるのは、理人の本意ではなかった。だから精一杯に虚きよ勢せいを張って、誰にも相談もせず、普通を押し通す道を選んだのではなかったのか。

　今さら揺らぐな。調子が悪い時だけ無む理り解かいを怒るな。泣きつくな。

　自分で選んだ道だろう。

「本当に、大丈夫なんだよ母さん！　ふざけた僕が悪かったんだって。お願いだから忘れてよ。こんなの親しん戚せきのおばさんとかに相談されたら恥ずかしくて死ぬしかないよ」

　そうやって必死に言いつのったら、ドアの向こうで、小さく笑う気配がした。理人はほっとした。

「柾まさ子こおばさんとか、人生相談好きそうだし」

「……しないわよ。馬鹿な子ね」

「良かった」

　内心胸をなでおろす。

「でも──心配してくれたのはありがとう」

　これも本当に。心から思う。

　この先どんな風になるとしても、周りの理解がないことを嘆なげかずにすむ。

　勘かん違ちがいするな、相川理人。おまえは選んで今の道にいるのだ。そのことが再確認できた気がする。

　理人はあらためて自分の部屋に戻ると、乱れた机に向き合った。

　ノートの新しいページを開き、シャープペンシルを手に取る。書く言葉は決まっていた。





　○周りに迷惑はかけない（できるだけ）

　○長期戦を覚悟する

　○でも諦あきらめない






　長期戦という字を書く時、かすかに手は震え、諦めないという字を書き終えた時、気持ちは定まったような気がした。

（僕は、パナケイアに戻る）

　それは揺らぐことのない、理人の中での決定事項。たとえいつになるかわからないとしても、絶対に戻る。そして、その間の生活もちゃんとする。

　もう迷わない。

　最後まで書き終えた目標を、あらためて破って捨てた。一言一句、心の中に書き写したようなものだった。

（待っててくれよ、イシュアン。みんな）

　ゴミ箱にすべてを入れ終えてから、顔を上げる。

　窓の外では、唸うなるように風が強く鳴っていた。理人の決意に抗あらがっているようだった。





　　　　　＊＊＊






　カレンダーが、また一枚めくれる。

　十二月に入ると、繁はん華か街がいのショッピングモールだけではなく、住宅街でもクリスマスのイルミネーションが輝くようになった。そして、都と立りつ武蔵むさし野の総そう合ごう高こう校こうの球技大会は、そんな年の瀬も差し迫る、試験休み期間中に開かい催さいされる。

「──ああ、くそっ。惜おしかったよなあ。あそこでオフサイドさえ取られなきゃ……」

「ぎりぎりセーフだったと思うんだけど」

　理人が参加した男子サッカーは、惜しくも二回戦で破れ去った。

　口々に敗因を語るチームメイトと共に、グラウンドの外へと引き上げる。

　ちなみに理人はと言えば、劇げき的てきに目覚ましくと言うほどではないが、足を引っ張らない程度の貢こう献けんはできた気がする。去年と同じだ。

「なあ相川。あとどこが残ってるんだ？」

　友人の千堂由よし基もとが、振り返ってたずねてくる。

「確か……女子バスと女子バレー？」

「女ばっかじゃねーか……」

　残念ながらそうなのだ。他のクラスメイトも、勇いさましく勝ち残っている女子チームを応援するため、体育館に向かうようだった。

「相川は？　行かないのか？」

「先行っててよ。水飲みたいから」

「おーらい」

　理人はその前に、やりたいことがあった。

　人でごった返す昇しよう降こう口ぐちを抜けて、あえて体育館とは反対の特別校舎に向かう。そこには、一時期よく通った図書室があった。

（いた）

　たぶんここにいるだろうなと思ったのだ。球技大会期間中でも、受験で参加しない三年生のために、図書室は開放されていると聞いていたから。

　路葉響子は、ジャージ姿のまま図書室のカウンターに入っていた。

「これ、貸してください」

「あ、はい。利用カードを──」

　うつむいたまま、差し出したカードを受け取った響子は、そこに書かれた名前を見て、目に見えて固まった。

　あらためて目が合った。理人は小さく笑った。

「相川君……」

「路葉は、試合もうないの」

　二ヶ月以上、気まずく別れたきりだった。いつかどこかで謝らなければいけないと思っていたのだ。ここにいる路葉響子は、パナケイアに行ったことなどない。あちらの世界にいる響子とは、違うのだから。

「うん……あたし卓たつ球きゆうで、一回戦でもう負けちゃったから」

「そっか。僕も今さっき負けちゃったよ。サッカー」

　理人は笑って頭をかいた。

　響子は、まだ慎しん重ちように、こちらの様子をうかがっているように見えた。当然だろう。目に見えて嫌けん悪お感かんなどは出していないが、急にやってきたこちらの意図をつかみかねているのだろう。それでもやるしかない。

「ごめん。とにかくそれが言いたくて」

「…………それって、あの、この間の？」

「うん」

　理人はうなずく。

　あの時は、とにかく体の調子が悪くて、喋しやべるのも難しかったのだと、つたないなりに説明した。弁べん明めいとも言うかもしれない。

「もう、大丈夫なんだけど。いろいろ、気まずくて謝るのが遅くなったけど、ほんとにごめん。どうしても言いたくて」

「……いいよ、相川君」

　小さな声で、響子は返事をした。

　こちらがきっかけを作るために、適当に棚から持ち出した『はてしない物語』を、端末でスキャンし、貸し出し手続きをしてくれた。

「あたしもね、相川君を困らせるようなことしてた。ていうか、そうなるとこだった。だからきっとおあいこ」

「え、べつに路葉はなにも」

「おあいこってことにして。その方がうれしいの」

　響子は重ねてそう言って、理人に向かって微笑ほほえんだ。

　その笑みは、どこかぎこちなさが残る笑みだったが、それ以上の追及は許さない空気があった。

「──わかった。それじゃあ」

「返却は年明けだね。面白いよ、その本」

　つけ足すようにかわした最後の言葉が、ここまでの会話で一番の本音のような気がした。

　本当に彼女は本が好きなのだ。

　理人は借りてしまった本を持って、図書室を出た。

（……とりあえず、一歩前進かな）

　すっきり円えん満まん解かい決けつ、心からの和解というわけにはいかなかったが、やれることは一つでも前に進めていきたかった。

　周りに迷惑はかけない。長期戦を覚悟する。でも諦めない。

　一度そう決めたあとは、現実のあれこれに対処することも、そう怖くはなくなった。

　たとえどんなことがあろうと、最後にたどりつく場所は一つだと、腹がくくれたのだと思う。

「──相川」

　本をロッカーに入れるため、教室に向かって歩きだしたら、途中の職員室前で呼びとめられた。担任の長沼だった。

　戸口から丸い顔を出して、手招きしている。

「ちょっといいか」

「なんですか」

「どうだ、試合の方は」

「あー、サッカーは負けました。男子は全ぜん滅めつ。女子のバスケとバレーが残ってるらしいです」

「そうかよ情けないな。応援行かなくていいのか」

「これから行く予定です。先生は──？」

　長沼は職員室内の、自分の机を指さした。雑ざつ然ぜんとしているが、一番広いところにはどう見てもテスト用紙の束が載っている。

「採点中ですか」

「おうよ。だいたい終わったところだけどな。相川は今回──」

　反射的につばを飲みこむ理人に、彼は笑った。

「ずいぶん持ち直したな。どの教科も中間以上だぞ」

「──ほんとですか」

　まだオフレコだぞとつけ足されたが、吉きつ報ぽうには違いなかった。

「良かった。ありがたいですマジで」

「Ｎ大志望なら無ぶ難なんなところだろ。もうちょい上でもいいんじゃないか？」

「いや、こんなもんですよ──」

　遅れに遅れて提出した進路希望調査書も、無事に受理されたようだった。

（良かった）

　なんとかここにきて、屋や台たい骨ぼねは立て直せている。前に進めている。その手応えに、内心胸をなでおろす。

「だからまあ、これはついでと思って聞いて欲しいんだが」

「？　なんですか？」

「ハイダル・ワムーってなんなんだ？」

　──理人は。

　その思いがけない角度から繰り出された一撃に、うろたえずにいることだけで精一杯だった。

「今回の世界史の解かい答とう欄らんに書いてあったよな。不正解は不正解だからバツにはしておいたんだが」

「……それは、その、分からないからなんか適当に書いておけと思って」

　とりあえず乾かわいた声で、それだけ言う。

　本当にかなりの難問で、どうやっても答えが思いつかなかったので、空白よりはいいかと埋めておいたのだ。どうせパナケイアのことを書いたところで、誰もわからない。スルーされることを前ぜん提ていに、ストレス発散をかねた悪戯いたずらだった。

　まさか、正面から見み咎とがめられるとは思わなかった。

「あの、ほんとにすみません！　もっと真面目にやるべきでした」

「いやいや相川。いいんだ。先に言っただろ。そんな真剣にとらなくていいんだ。苦し紛まぎれにキアヌ・リーブスだレディー・ガガだ古こ今こん亭てい志しん朝ちようだって、適当な名前書くなんてよくあることだ。ただ今回、おまえだけじゃなくて他にもハイダル・ワムーって解答した奴がいてな」

「え」

　理人は、さらに驚いた。

「こりゃ実は流は行やってる芸人か何かなのかって、検索までしたけどぜんぜんヒットしなくてなあ。先生まだまだ若いつもりだったけど、そうも言ってられなくなったのかって心配になって──」

「先生」

　思わず理人は、語る長沼の手をつかまえてしまった。

「ん？　相川」

「その人って、教えてもらうこと、できませんか」

　興奮のあまり、手が震えそうだった。

　なんの冗談だ。必死におさえていても、こめる力が強くなる。

　自分以外に、ハイダルの名を知る者がいた──！

「いや、それはさすがにおまえ」

「大昔のインドの、すごいマイナーな映画に出てる俳はい優ゆうなんです。僕以外に知ってる人、はじめてみました。好きだから語れる人がいるなら是ぜ非ひ語りたいです。お願いします。ヒントだけでもいいですから！」

　長沼は、こちらの勢いにやや飲まれたようにうなずいた。

「インドの、俳優」

「そうなんです！」

「ああ……そういうことなら、まあわかった。相川にそこまで好きなジャンルがあるってのは初耳だが……向こうもそうだな。よりにもよってインド映画かそうか」

「駄だ目めですか？」

「そりゃあんまり褒ほめられたことじゃないが──うーん。点数を直接じゃないからいいか。Ｃ組の濱はま野の笹ささ雪ゆきだ」

　聞いただけでは、どこの誰だかわからなかった。だが、それでもいい。こんなに大きな前進はない。

「間違いやすいけど女子だぞ。男子じゃなくて」

「ありがとうございます。当たってみます。濱野ですね」

「なあ、やっぱり歌って踊るのかソレ」

　教師の素朴な疑問を曖昧にかわし、理人はその場を離れた。

　ともすれば走りだしそうになるのをこらえ、目の前の廊下の角を曲がってから、全速で駆けだした。

（Ｃ組）

（女子）

（濱野笹雪！）

　三階にある二年の教室へ駆け上がり、Ｃ組の中をのぞいたが、数人の男子生徒がジャージ姿でたむろしているだけだった。

　やはり大会期間中に探すのは、難しいのかもしれない。

　もどかしさに歯は嚙がみしながらも、焦あせるなと言い聞かせ、借りてきた本を、自分のロッカーへと移動させた。







　体育館では、引き続き複数の試合が続行中だった。

　男子組が早々に全滅した理人のクラスは、そのぶんがごっそり体育館の二階ギャラリーに移動していた。

　地上で展開する女子のバレーボールを、野太い声の一団が後押ししているので、すぐにわかった。理人の友人、千堂も応援に交じっている。

「行ける行ける！」

「こっから挽ばん回かいだ！」

「千堂」

「お、相川」

「どう、勝てそう？」

　理人は彼の隣に並んだ。一緒に一階を見下ろす。

　見えるスコアは、第二セットで五対二。すでに第一セットを落としている。

「やー、厳しいわ。競ってはいるんだけど相手が一枚上うわ手てっていうか……」

「そっか……」

　神しん妙みようにうなずきはするが、心はやはり上の空だった。一秒でも早く時間が過ぎればいい。早く終わって仲間を探したい。

　いったいどんな子なんだろう。濱野笹雪──。




「いいよ、笹雪！」




　上がった歓かん声せいに、理人はどきりとした。

　どうやら相手コートの女子に、向けられた声援のようだ。

（今、笹雪って）

　豪ごう快かいなアタックを決めた選手を、チームメイトやクラスの応援団がねぎらっている。他と比べてもすらりと背が高く、結い上げたポニーテールが、しなやかに揺れる。見るかぎり運動神経は、かなり良さそうな少女だった。

「彼女……濱野笹雪？」

「お、相川おまえ、知ってるのか？　さっきからウチのクラス、あのデカ姉ちゃんにやられっぱなしなんだよ」

　別の意味で鼓こ動どうが速くなる。自分のクラスが今、どのクラスと対戦していたのかさえ、確認していなかったのだ。まさかそのＣ組だったとは！

　千堂が、諦めぎみに柵さくにもたれ、頰杖をつく。

「詐さ欺ぎだよなあ。うちだって女子の主力メンバー、バレーにかきあつめてたって話だぞ。なのにどのポジションからもどっかんどっかん打ってくるんだこれが。たかが球技大会ごときでバックアタック決めるなっての」

「……そっか……バレー部とか？」

「バカか？　だったらバレーにエントリーなんてできないだろ」

　それもその通りだった。

　主しゆ審しんが笛を吹き、サーブでゲームが再開される。理人の目は、ネットの向こうの濱野笹雪に釘くぎづけだった。

　しかし、どこかで見たことがある気がする。どこでだ？

「笹雪！」

　セッターがトスを上げる。笹雪が、後ろから素早く回り込む。

　そう──思い出した。夜の河川敷。

（あの時の！）

　土手の下から上がってきた少女だ。

　携帯の液晶の明かりに浮かびあがった横顔と、目の前で汗をかいてジャンプする姿が重なった。あれに眼鏡をかければ、完全に一致するはずだ。

「先月転校してきたばっからしいんだよなあ。だからどの部にも入ってないらしくて、経験者でもバレーエントリー可能ってカラクリ。ずりーよなあ」

　どれだけ自分で得点を決め、球を拾っても、濱野笹雪は終始淡たん々たんとしていた。

　己の義務を果たすようにコート内で手足を動かし、試合はＣ組のストレート勝ちで終わった。

（やっぱりそうだ）

（彼女だ）

　派手な落らく胆たんに包まれるギャラリーの中で、理人は一人呆然としていた。





　　　　　＊＊＊






　異世界パナケイアから地球に戻ってきて、理人は何度か試したことがある。

　それは、自分以外の仲間──召喚経験者を探すということだ。

　過去に異界の人間を召喚してきた歴史があるのだから、他にもパナケイアに行って戻ってきた人間がいるかもしれない。そんな風に思うのは、自然なことだと理人は思う。

　ただ、結果を言うなら空振りだった。

　自分の身の周りが無理なら、ネットの中はどうだろうと、一時はかなり手て間ま暇ひまをかけてネットの世界を回ってみたのだ。しかし、『パナケイア』『パナティーア』『ウィルタミア』といったキーワードで検索をかけても、それらしいページはヒットしない。

　異世界に召喚されて、冒険をするというフレーズ自体は大量にあったが、多くは小説であったり、事実のように書いてあっても、理人の見てきた世界とはまったく違うものだったりした。

　日本語で探すのがダメなのかと、英語らしい単語に置き換えるという試し行こう錯さく誤ごもしたが、これもうまくはいかなかった。

　思うにパナケイアに飛ばされた人間は、自動的に言葉が通じるようにできている。理人の場合は、すべてが日本語で聞こえた。この自じ動どう翻ほん訳やく機き能のうがあることにより、現地の生なまの発音に、一度も触れていないのがまずいのかもしれない。

　アメリカ人がパナケイアに行けば、すべてが英語で聞こえ、ポリネシア人がパナケイアに行けば、ポリネシアの言葉で聞こえる。だから理人が聞こえた『パナケイア』という響きも、あくまで日本語としてそう聞こえただけで、アメリカ人やフランス人には、まったく別の音に置き換えられていた可能性があるのだ。だからいくらネットの世界に『パナケイア』という単語を打ち込んで探しても、見つからないのである。

　わかったところで、どうすればいいというものでもない。

　少なくとも、理人と時が重なる時代に、あの世界に行って戻ってきた日本人は、存在しないのかもしれない。そう最近の理人は結論づけていた。諦めていたと言っていい。

　まさか、こんな思いがけない形で巡り会えるとは思わなかったのだ──。







　師走しわすの球技大会は、午後三時を過ぎて、閉会式まですべて終了した。

　天気はあいにくと下り坂で、空は低く雲が垂れ込め、強い風に押し流されていく。仮にここで雨が降りだしたとしたら、気温も低いので雪に変わるかもしれない。

　理人はそんな寒風吹きすさぶ中、すべての身み支じ度たくを終えた格好で、校舎と校門の間のベンチに座っていた。そこでじっと待ち人が現れるのを待っていた。

「──うわっ、気味悪い天気」

「ちょっとー、勘かん弁べんしてよ。自転車なんだよあたし」

　昇降口を出た女子が、不穏な天気を目まの当たりにして、口々に不満の声を上げている。

「お店はもうおさえてあるんだよね？」

「うん大丈夫。ルルネビルのカラオケ屋。二のＣでさっき予約した」

「えらいっ。笹雪は初めて行くよね──？」

　濱野笹雪は、そんな二年Ｃ組女子の集団の、一番最後尾に現れた。

　武蔵野総合高校の制服を着て、同じように髪をポニーテールに結い、携帯の液晶画面を見ながら歩いてくる。

　試合の時は外していた眼鏡をかけているので、余計に夜に見た印象が強くなった。

「もーっ、笹雪！　優勝の立たて役やく者しやがテンション低すぎ！　早くこっち来て！」

「……あ、ごめん。私は」

「はいはい先頭行って。一番前！　みんなで行こうねみんなで」

　世話焼きな女子が、笹雪のところへ駆け戻る。

　理人は、彼女たちが完全に校外へ出る前に、笹雪をつかまえなければならなかった。ベンチから立ち上がり、早足に近づく。

「──ん？　なにキミ」

「濱野さん」

　そして笹雪の手を引きに駆け戻った女子ではなく、笹雪当人に声をかける。

「ちょっといいかな。話したいんだ」

「……いきなりなに……」

「パナケイアの件で」

「は？」

　眼鏡の硬かたいレンズ越しに、切れ長の瞳が理人を見返す。

　問もん答どうに気づいた女子生徒が、他にも何人か振り返った。「なに笹雪、どうかしたの？」と問いかけてくる。早くしなければ。

「とにかくわかるよね。ここじゃなんだから、場所移そう」

「あの私、これから打ち上げなんだけど」

「濱野さん」

　もどかしい。これ以上の問答をしている余裕はなかった。

「ねえ笹雪、どうするの？　打ち上げ行くの行かないの？　カレと一緒？」

「私は──」

　このままだと振り切られそうだったので、強引だが彼女の手を直接取った。そのまま校門とは逆方向へと駆けだした。

「えええ!?」

　女子生徒たちが、なぜか歓声じみた悲鳴を上げたが、理人は振り返らなかった。







「ちょっと！」

　特別棟と一般校舎を繫つなぐ渡り廊下を越え、例のプールのフェンスが見えてきたあたりで、手が離れた。

　正確には、笹雪が力ずくで振り払ったのだ。

「なんなの。意味わからないんだけど」

　上がった息を整えながら、彼女は理人をにらみつけてくる。

「ごめん。どうしても話したかったんだよ。君もあっちの世界のこと、知ってるんだよね」

「だからなに言ってるの。本気で危ない奴ってこと？」

「ごまかさなくていいよ濱野さん」

　このやりとりすら、早く飛ばしたくてならなかった。理人はさらに踏み込んだ。

「──今回の期末テストに、ハイダルのこと書いたよね」

　笹雪が一瞬言葉を飲みこんだのを、見逃さなかった。

「……それは……」

　ここで逃がすわけにはいかない。八方ふさがりの中でつかんだ、たった一人の生き証人なのだ。絶対に言葉を引き出してみせる。

「それは、ほら、あれよ。真夜中になんか意味不明なこと叫んでた奴がいたから、ぼんやり頭に残ってただけ。解答欄はなんでもいいから埋めるものでしょ」

「そうかな。僕はハイダルとは言ったけど、名字までは叫んでないよ」

　半笑いでかわそうとする笹雪に、間かん髪はつ入れず理人は言った。これについては、自信を持って言えることだった。

「……うっざ」

　鬱うつ陶とうしくてけっこう。

「濱野笹雪。君は、パナケイアを知ってるよね。繰り回しの女神パナティーアに魔神アルゴス。ハイダルの名前をフルで知ってるってことは、ここ六年以内にあの世界に行ったことがあるってことだ」

「だからそれは──」

　言い訳を続けようとしたようだが、途中で観かん念ねんしたようにため息をついた。

「そうよ。だから何？」

「知りたいんだ！　こっち側から向こうにコンタクトを取るにはどうしたらいい？」

　彼女は「本気？」とたずねてくる。もちろんだった。

「あんなバランスの悪いめちゃくちゃな世界。命がいくつあっても足りないわよ」

「それでもだよ。どうしてもあっちに行かなきゃいけないんだ。何があっても」

「何があっても、ね……」

　笹雪が呟つぶやく。北風がいっそう強くなって、彼女の語尾がかき消える。

　どこかしら冷ややかなまなざしは、理人の心情が理解できないのかもしれない。

　恐らくは彼女も、響子と一緒なのだ。召喚先にいい思い出がない。ひどい目に遭った。それはそれでかまわない。むしろリアルな心情と言えた。彼女が本当にパナケイアに行って戻ってきた、証あかしとも言える。

　ただ、それを理人に当てはめられても違うのだ。

「……僕は、あそこに残してきたものが沢山あるんだ。今のまま終わるわけにはいかない。ただ待つだけは嫌だから、こっちから行く方法があるなら知りたいんだよ」

「そうね……だったら私の名前を当ててみてくれる」

「え？」

　眼鏡のブリッジを押し上げながら、濱野笹雪は問いかけてくる。

「名前よ。こっちじゃなくて、向こうでの私の名前。思い出せたら考えてあげてもいいかも。勇者リヒト」

　やれるものならやってみて？

　バレーコートの中では機械のようだった少女は、切れ長の瞳を細めて笑う。怪しく人を惑わす狐きつねに似ていた。

「濱野」

「あー、いっけない。打ち上げよ打ち上げ。じゃあね」

　わざとらしいほど早口に言って、理人の前から走って遠ざかった。







　──そう言われても、である。

（……私の名前を当ててみてって……また無茶な……）

　理人は夕飯の鍋なべを箸はしでつつきながら、昼間の笹雪の言動を思い返していた。

　一応、『思い出せたら』というぐらいなのだから、理人は彼女に会ったことがあるということだろうか。地球ではなく、パナケイア内で。

（……いたか？　どこで……？）

　せっかく見つけた貴き重ちような仲間で、理人の知らないことも知っているようなのに、考えても思い出せない。魔術師。神官。女官に一般市民？

　せめてどこの国で会ったかぐらい、ヒントをくれないだろうか。

「…………くそ。誰だよ……」

「理人？」

　はっとした。

　頭が煮えるほど考えこんでいたら、目の前に、いぶかしげな両親の顔が二つ。

　頭の中だけで考えていたつもりだったが、口にも出ていたようだ。

「な、なんでもない。おいしいねこのつみれ」

「ね、そうでしょう？　やっぱり今日みたいに冷えた日はお鍋よ。白菜も高かったけど奮ふん発ぱつしたんだから」

「──なあ母さん。これ近くないか」

　一方でなんの脈みやく絡らくもなく、父・量馬がテレビの方を向いて言った。

　相川家の習慣として、食事中は大抵ニュース番組が流れている。現在テレビの画面では、理人もよく知る駅ビルの裏で、熊に似た生き物が目撃されたという報道がされていた。

「え、なに、熊……？」

「やだわ、理人の学校の近くじゃないの。怖いわね大丈夫かしら」

「似た生き物って言ってるだろう。狸たぬきかイノシシじゃないか」

「お父さんたら。大きさがぜんぜん違うでしょう。一応東京よここ」

「母さんこそ東京をなめない方がいい。研究所の雑ぞう木き林ばやしに、ハクビシンがいたって聞いたことないか」

「知らないわよ」

「河川敷でアライグマなら見たことあるけど」

「え。理人それはおまえ、捨てられて野生化したんじゃないか」

「さあ。よくわからないけど。川でうちのチームのボール洗ってたんだよ。拾えなくて困ったの覚えてる」

　食卓の話題は、量馬が勤める研究所の職場環境と、理人がリトルリーグ時代に目撃したアライグマに移りかけた。

「──お、見ろ。写真も出たぞ」

　テレビでは女性アナウンサーが、目撃者が携帯で撮った『熊に似た生き物』の紹介をはじめた。

「…………いや。コレどうだろ……」

「熊……か……？」

「微妙な感じね……」

　一家そろって唸る。

　確かに熊のような、黒い毛並の生き物が、ビルの裏にあるゴミ収集所に顔をつっこんで漁あさってはいる。ただ、熊にしてはやや背中の輪りん郭かくがおかしく、毛足も細く長い。ぼけて画像も粗い写真からは、それ以上わからない。

「ああほらほら理人。手が止まってるわよ。早く食べて。締めのおじやができないじゃない」

「──あ、うん」

　我に返って、食事に集中する。母の成実は、すでに興味を失ってしまったようだ。

　アナウンサーは、一部の通行人がこの生き物を目撃し、パニックで気分が悪くなったことも伝えた。警察と保健所は、そのまま行方ゆくえがわからなくなった謎なぞの生き物の情報を求めているらしい。いまだ有力なものは入っていないという。

　父の量馬は、まだ熊のようなもの＝ハクビシン説について語っている。

（でも……どっちかっていうと、あれに似てるのは──魔）

　そこまで思って、考えることをやめた。

　実際に脳のう裏りに思い浮かんだのは、理人にとって都合のいいものだった。熊でもハクビシンでもない。とても都合がいい妄もう想そう。

　そうだったらいいのにと思いつつ、期待するなと打ち消すたぐいのもの。

　そんな作業に慣れる程度には、こちらでの生活も時間がたっていた。
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　翌日から理人は、意識して濱野笹雪に声をかけた。

「濱野。おはよう」

　登校して見つけた彼女は、下げ駄た箱ばこを出て三階への階段を上がっているところだった。周りに似たような制服の群ができていても、彼女だけすっと背が高くて目立つのでありがたい。

「……なに？」

「昨日はあれからカラオケ行ったんだろう。大丈夫だった？」

「だからなにが」

　そっけない対応でも、理人はひるまない。人をよけて隣を歩く。

「ルルネビルの近くに熊が出たって聞いたけど。濱野は見た？」

「──さあ。知らない」

「けっこう騒ぎになったみたいだけど」

「野次馬の感想が聞きたいなら、他あたったら？　大喜びで喋ってくれる人はいるわよ」

「僕は濱野と喋りたいんだよ」

　にっこりと笑う。

　笹雪はいっそう不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「ヒントならノーヒントよ。こっちからは何も言わない」

「わかった。じゃあ僕の方から喋ろう」

「は？」

「僕がはじめにパナケイアに行ったのは、小五の時。夏休みのプール教室に行く途中で、自転車ごと川の水に飲みこまれた」

「あのね相川」

「一番最初に倒した敵は、鹿しか型の魔ま獣じゆう。すばしっこくて大変だったけど、イシュアンに急所を教えてもらってなんとかやった。その日は眠れなかった。いろんな意味で」

　どんどんと階段を上がって踊り場を進み、さらにもう一つ上の階へ。

「ちょっと」

「あっちで食べておいしかったのは、果くだ物ものかな。味つけはちょっと面白いよね。どこの国行っても独特で。素材だけ食べるのが好きだ」

「ねえ。私言ったよね」

「独特って言ったら、時間の計算と文字だけはいまだによくわからないんだよね。せめてウィルタミアの文字だけでも読めたらって思うんだけど、さっぱりだ」

「相川ってば！」

「そうだ。砂漠では船に乗ったよ。濱野は乗った？　でもあっちには外洋船がないんだってね。びっくりしたよ」

「こっちからヒントは喋る気ない。何か引き出そうとしても無駄だからって。聞いてないの？」

「聞いてるよちゃんと。だから僕が勝手に喋りたいから喋ってるだけだ。僕のことを」

「────は」

　たまりかねたような笹雪が、完全に絶句した。

「これならルール違い反はんにはならないよね」

「……そりゃ、ならないけど」

「だろ？　良かった」

「どうでもいいこと聞かされる私の立場は？」

「ほら、森の中の小鳥のさえずりとか、そういう感じで思ってくれれば」

「……やかましい小鳥ね」

「鳥っていえば焼き鳥っていいよね。備びん長ちよう炭たんがどうとか言ってるけどたき火が一番だって旅して実感したね」

　なぜか笹雪が頭を抱えている。

「…………相川、理人は」

「ん？」

「そこそこ成績も良くて、地味で目立たないけど人当たりのいい優良物件だって」

「なにそれ」

「女子の間のあんたの評判よ！　信じられない、ぜんぜん違うじゃない」

「そりゃ勝手に思い込まれても」

「ええそうね。夜中に絶叫してめそめそ泣くぐらいだからね」

　笹雪にとっては、手ひどいあてこすりのつもりだったのだろうが、理人には通じなかった。

「うん。まさにその通り。それぐらい追い込まれてたからさ、単純に仲間ができてうれしい」

　ただもうにこにこと屈くつ託たくなく笑ってしまえるぐらい、そういうことなのだ。

「会えてよかったよ濱野に。ずっと一人だったから。独り言を聞かれてもいいって最高だ。ありがとう」

「なにそれ。ずるすぎ……」

　笹雪は、そっぽを向いて呟いた。

「というわけでさ、もっといっぱい独り言を言いたい気分なんだけど、今日は空いてる？」

「知らない。調子にのらないでよ」

「駅前のイルミネーションとか綺き麗れいらしいよ」

「そこであんたのさえずりを聞き続けるってわけ？」

「もちろん。返事してくれるならもっとうれしいけど」

　笹雪ががまんにがまんを重ね、けれどたまらず吹きだしてしまうのを、理人は聞き逃さなかった。

　今度の笑顔は、かなり素直で可愛かった。

「……やだもう。しょーもないやつ。しょーもない勇者すぎ」












「イエスしょうもない勇者」

「最悪」

　ようよう言った笹雪の言葉に、理人は即答する。笹雪は眼鏡まで外して涙をぬぐっている。

「かなりしょうもないよ。いつだってバタバタしてるし、目の前のことで手いっぱいだ」

「あんまり卑ひ下げしすぎもみっともないわよ。仮にも五英雄でしょ。魔神を封じたんじゃない」

「そりゃそうだけどさ。胸はってやり通せたのかって言ったら……はじめの魔神戦だって、最後に手を下しただけだよ。もともとラーナがアルゴスを封じる役だったんだ。僕は二番手のサポート役だったのに、トラブルでお鉢はちが回ってきた」

「嫌だったの？」

「できれば勘弁してほしかったよ。でもラーナは怪け我がで動けなかったしさ。他にやれる人もいなかったから仕方なく」

「仕方なく、ね」

「実際僕の手に負えるものじゃなかったよ。特に聖剣。あれキツイよ。あんなに扱いにくい剣、はじめてだ──」

　順調に喋り続けていた理人だが、ふと気がつけば、視界に笹雪の姿がなくなっていた。

「え、濱野？」

　彼女は階段を登るのをやめ、理人の三段後ろで立ち止まっていた。唇くちびるを強く引き結び、こちらをにらみつけている。強く強く。

　──なぜだ。

（怒ってる？）

　さっきまで機嫌が直りかけていたはずなのに。

「……もう一度言うけど、ヒントはあげないから。絶、対、に。あなたが自分のことをわかっていれば、すぐにわかるはず。そういう問題だから」

「ちょっと待ってよ。いきなりそんな──」

「さあよく考えて。できないならパナケイアに戻りたいなんて、なおさらできっこない」

　それだけ言い捨てると、笹雪はダッシュで理人の脇をすり抜けて走っていく。止める暇も余地もない。

　理人はかわりに、止めようとした自分の手のひらを見つめるしかなかった。

（あなたが自分のことをわかっていればって……いくら考えてもわからないんだけど……）

　いったい何がまずかったのか。いきなり人が変わってしまったような気がする。

「よ、相川！」

「うわっ」

　いきなり後ろから、友人の千堂由基が体当たりをしてきた。

「……痛いんだけど」

「はは。泣くな泣くな。ふられたぐらいで泣くんじゃねえ！」

「いや、べつに泣いてなんか」

「それ以上言うな。オレには見える！　クリスマス前に勝負を決めようとして爆死したおまえの姿が！　爆散した手足がそこらじゅうに散らばっている」

　どんな透とう視しだ。そしてなんでそんなにうれしそうなのだ。

「よしわかった。オレに任せろ。おまえを慰なぐさめるために一肌脱いでやろう」

「ちょ、千堂」

「いいから来い！」

　馬鹿な友人に引っ張られ、教室へと連れ込まれる。

　そこでも理人は、笹雪にふられた可か哀わい想そうな奴として扱われた。

「……なんと。そんなことがあったとは」

「おまえいつの間に」

「てっきり路葉の方かと思ってたのに」

「路葉？　誰？」

「あのねみんな。僕はそもそもね」

「はいはい、こいつの言い訳は聞かなくていいから！　みんなばればれだから」

　千堂が、机に座って熱弁をふるう。

　今日で最後のテストが返却され、あとはもう冬休みだった。大きな山を越えた気楽さが、教室のそこかしこに漂っていた。

「というわけで、ベリイ可哀想な相川理人のため、イブはカラオケ行ったあと、オレの家で鍋をする。ＯＫ？」

「ＯＫ！」

　友人たちが唱しよう和わする。もちろんそこには、理人もメンバーに入れられているのだ。

（……ま、いいけどね）

　どうせ予定らしい予定もない。売れ残りのケーキを安く手に入れるため、家でクリスマスをするのはだいたい二十五日だ。

　話題は引き続いて、昨日のニュースに出てきた『熊事件』になった。

　なんでも千堂は、騒ぎになった時間帯に駅にいたらしく、かなり興こう奮ふんぎみに語ってくれた。

「あれね、オレも見たんだって！　ちらっとだけど。熊っつーかクリーチャー？　化け物？」

「画像回ってきたの見たけど、でかい犬の間違いじゃねーの？」

「つまんねーなあ！　夢がないだろ夢が」

「つまるとかつまらないとかそういう問題じゃないだろ」

　その後もパトカーが何十台も来たなど、かなり信しん憑ぴよう性せいの怪しい話をしていたが、話半分で聞いておくことにする。

（濱野もな──）

　一方で理人は、笹雪の言ったことが、ずっと頭の端を回っていた。

　テレビを見た時に思ったこと──あの熊は魔獣に似ていたと、笹雪になら話せたかもしれない。でも、この先はどうだろう。

　どうして彼女は、あそこであれだけ怒ったのだろう。







　ジングルベルにメリークリスマス。

　ただいつもと同じ街並みでも、日が落ちて軒のき先さきを電でん飾しよくが彩いろどり、クリスマスソングが流れるだけで、非日常の空間ができあがりだ。

　駅前のコンコースにある植込みが、クリスマス仕様に変わっていた。大学生ぐらいのカップルが、腕組みしながら「キレイだ」と囁ささやきあっている。

「──おーい相川ー」

「あ、なに？」

「あんま暗い顔すんなよな。完全にリア充をねたむ非リアの顔になってるぞ」

「なっ、べつに僕は」

　千堂が、やりすぎなぐらい哀あわれみに満ちた顔で肩を叩いてくる。他のメンバーもどっと笑った。

「そういう意味で見てたわけじゃないよ」

「気持ちはわかるけど今日はカラオケだ。歌えというならデュエットだって歌ってやるぞ。男だけど」

　聞いてないよ。

（今日はもう完全にいじられ役だな）

　理人たちは、イルミネーションに輝く雑ざつ踏とうの間を歩き続ける。これから千堂の計画通り、カラオケに行く途中だった。

　べつに目につく恋人たちが、うらやましかったわけではない。もちろんできることなら、イシュアンと一緒に歩けたらと思うが、あまり現実的ではなかった。

　今は彼女をこちらに呼ぶより、向こうに行きたい。それが何より先に来る。

（誰なんだよ君は。濱野笹雪）

　突とつ破ぱ口こうになりそうな彼女は、どんなに記憶を掘り返しても見つからないのだ。

　あれだけ理人をよく知っているような口ぶりなのに、こちらに心当たりがないのがもどかしくてたまらない。

「でも、けっこう人多いよな。もっと減ってるかと思ったんだけど。熊事件で」

「むしろ野次馬増えてる？　あれ、テレビ局の車じゃね？」

　──あなたが自分のことをわかっていれば、すぐにわかるはず。

　わからないよ。

　焦りと苛立ちと。こんなことをしている暇はないという思いが、封じていたぶんだけ強くぶり返してくる。

　なぞなぞがしたいわけではないのだ。切せつ迫ぱくした思いをもてあそばれているような気さえして、理人は唇を嚙みしめる。

　ただ戻りたいのだ。戻らなければならないのだ。あの女神のいる世界に。

　理人がきつく拳こぶしを握りしめた瞬間──あたりが闇やみに包まれた。

（──え？）

　一瞬、何が起きたのかわからなかった。周りのイルミネーションや店の明かりが、すべて切れているのだ。他の人間も、戸と惑まどい立ち止まっている。

（停電？）

　遅れて周りも騒ぎだす。

「なに？」

「停電？」

「マジで？」

　都会の電飾という電飾が、すべて落ちた状態は、理人もはじめて見た。震しん災さいでもここは停電にならなかったのだ。

　駅のホームの向こうに、オレンジがかった大きめの月が出ている。それだけが唯ゆい一いつの光源と言っていいもので。




「いやああああああ！」




　闇の中、どこからともなく、絹きぬを裂く悲鳴が響く。

　通行人の女性だった。彼女は理人と同じ月を指さし──いや、違う。その下で照らされている、駅ホームの屋や根ねを指さしているのだ。

　ぞくりと肌が粟あわ立だった。

　高架式のホームの屋根に、無数の『怪物』が取りついている。

　わずかな月光に浮かびあがっている。

「なっ、なんだよあれえ！」

　悲鳴はパニックを誘発した。

　黒い剛ごう毛もうに覆われた体に、蝙蝠こうもりの羽。長い蛇へびの尾。まるで伝説の『鵺ぬえ』だ。それが一匹ではなく、百匹単位で鋼鉄製の屋根に群がっているのだ。

　羽虫が飛び立つように、怪物は線路を越えて、理人たちのいるロータリーへと移動をはじめた。

　一帯は、すさまじい悲鳴と怒ど号ごうに包まれた。

　ただでさえ明かりのない闇夜に、得体の知れない怪物の飛ひ来らいを恐れ、大量の人間が逃げだすのだ。押され転んだ人間の上を、さらに別の人間が踏み越える事態がそこここで起きた。

「相川！　こっち来い！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図の中、友人の千堂が必死に手招きをした。

　ともすれば人に押し流されそうになる中、理人はまだその場を動かなかった。

「相川！　聞いてんのか！　おい！」

　ただただ、魅み入いられたように、天空を駆ける異形の怪物たちを見上げる。

（怪物？　──違うよ）

　全身が総毛だっていた。恐怖とも歓喜ともつかない興奮が、理人の中で爆発していた。

　あれは──魔獣だ！

　ようやく来たのだ！　この時が！




『ドコ・ダ。ドコ・ダ。勇者、ハ、ドコ・ダ』




　理人は、取りつかれたように駆けだした。自分自身を縛っていた枷かせから解放されたように、獣のごとく全力で。逃げだそうとする人の流れに逆らい、魔獣に近づこうと歩道橋の階段を駆け上がる。

　一方通行の異い界かいの門。向こうがこじあけたというなら、好こう機きというより他ない。

　心しん臓ぞうが強く脈打ち、体中の血が燃え上がりそうだった。




『勇者！　ドコニイルカ名無シノーネームノ勇者！』




　ここだ！

　魔獣たちが口々に叫びながら、地上へと降下をはじめた。逃げ惑うあまたの人間に襲いかかる。悲鳴はさらに大きくなる。

　理人は、歩道橋の上を走りながら、足下に転がっていた傘かさ──恐らく誰かが捨て置いたものだろう──を拾いあげる。

「いやあっ、やめて！」

　目の前で、魔獣が逃げ遅れたＯＬに牙きばをむこうとしていた。理人はその魔獣に狙いを定めて加速する。

「鋭えい・閃せん・速そく・極ごく──研ぎ澄ませ！」

　極限まで剣へと近づけた傘が、すれ違いざま、魔獣の剛ごう腕わんを切り裂いた。まさに鋼と同じ切れ味である。悲鳴と毒液を振りまき、魔獣の体が消滅する。

（よし通じた！）

　残りの魔獣が、これで理人の存在に気がついた。ロータリーの上空にいた集団が、いっせいに橋の方角を向く。虹こう彩さいのない瞳が赤く輝く。

『居タ──見ツケ・タ。勇者』

　理人は肩で息をしながら、彼らをにらみ返す。

「そうだ。僕が相川理人だ」

　来るなら来い。自分はここにいる。

　おまえたちがやってくるのを、ずっと今日まで待ち続けていた。

『アルゴス、様ノ。ゴ命令。オ前ハ・ココデ死ヌ』

　できるものならやってみろ！

　理人はさらに歩道橋を駆ける。上空から群がる魔獣たちを斬きり伏せ、階段を飛び降り、さらに斬る。誰にもその勢いは止められない。

　派手に斬り飛ばされた魔獣の体が、停車していたタクシーにぶつかって消滅した。ルーフが大きく潰つぶれた車体だけが、その場に残される。

「うおりゃああ！」

　目の前の敵を葬ほうむる意識が、理人の体を支配していた。これを倒したら次を倒す。倒れたらその次。あの頃のように。あの世界のように。

「次！」




　──そうよ。その調子。




「！」

　いまの声。

　ふいに走った悪お寒かんのようなものに、理人は一瞬手を止めた。

　魔獣の牙が、理人の額をかすめる。真ま一いち文もん字じに傷ができたが、理人はかまわずその魔獣を斬り捨てた。それでもまだ、違い和わ感かんから抜けられなかった。

（なんだ）

（なんだこの感覚）




「相川理人！」




　呼び声に振り返れば、真っ暗な駅前ロータリーの向こうから、自転車のライトが近づいてくるところだった。

　乗っているのは──濱野笹雪だ。なんでこんなところに。

「濱野、危ない！」

「それはこっちのセリフよ！　何やってるの！」

「何って」

　戦っているのだ。襲いかかる敵を、バックステップでかわしながら叫ぶ。

「魔獣が来たんだよ。狙いは僕だ！」

　そうだ。異なる界を渡り、大勢の軍勢を連れて、脅きよう威いの源みなもとである勇者の息の音を止めにやってきたのだ。魔神アルゴスは、聖剣を持つ自分を恐れている。

（────）

　再びの違和感だった。

　脅威の源。誰が？

　恐れている。誰を？

　理人は、襲いかかる敵を切り裂きながら考える。

　ただ地球に戻されただけで、帰き還かんの術すべも持たずに立ち往おう生じようするのが自分である。あちらの武器は、みなあちらに置いてきてしまった。

　だったら──なぜ放っておかない？

　わざわざ軍勢を引き連れ、界を繫ぐ必要などない。ただ枯れ果てるまで捨て置けばいい。

　むしろあちらで水の神殿を破壊した方が、よほど脅威を取り除のけるのに──。

『死ネ、勇者リヒト！』

　こいつらは何をしに来た？

　いつから僕の体は、敵に斬られても斬られても再生するようになった？

　理人は、血にまみれた自分の格好を見やった。上着のモッズコートは切り裂かれているが、その下の傷口はふさがっている。老ろう師しがくれた星せい竜りゆうの肝きもの力は、あちらの世界でしか発はつ揮きされなかったはずだ。

　ここは地球のようでいて、パナケイアと繫がっている。この先にはパナケイアがある。

「……僕は、あの世界に戻らなきゃいけない」

　試しに口に出して呟くと、ざわりと空気が震えた。

　周りのビルの明かりが、不自然に明めい滅めつし、魔獣たちが雄お叫たけびを上げた。

　理人の望みに応えるかのようだった。

（そうだ）

　僕はずっと待っていた。こんな形で事態が動き、パナケイアに帰れることを夢む想そうしていた。そんなことはないと妄想を打ち消しながら、それでも願わずにいられなかった。




　──そう。その調子。ずっとそこで踊っていなさい──。




　強い風の唸りにまぎれて、囁くような女の人の声を聞いた気がした。

　これは──。

「濱野……もしかして僕は、ものすごい勘違いをしてたんじゃないかな」

　たとえばあの日。相川理人は地球に帰ってきた。バティーヤの魔術によって、強制的に地球に帰き還かんさせられていた。そう思い込んでいたのは、あの時の響子とバティーヤのセリフのせいだ。




『あのね、相川君。バティーヤは今から、相川君をお家に帰すんですって』

『──帰還せよ。帰還せよ。帰還せよ。疾とく帰還せよ、界を渡りあるべき地へ』







　界渡りの魔術はとても複雑で、帰還の日時を占うことはとても難しく、実際の儀式も複雑な手順を踏むと、ハイダルは言っていた。それにもかかわらず信じ込んでいた。

　単純にバティーヤが、ハイダルを上回る魔術師だからだと思っていた。でも、実際は逆だったら？

　響子やバティーヤの言うことが間違っていて、ハイダルの言うことが正しかったら？

（あの時バティーヤがかけた魔法は──界渡りの術じゃなかった──？）

　思い浮かんだ仮説に、再び肌が粟立った。

　たとえば地球に戻されたと思わせるような、幻げん術じゆつの可能性はどうだろう。

『死ネ、勇者リヒト！』

　今こうして界を越えて襲いかかる魔獣は、パナケイアに戻りたいという脳内の願がん望ぼうが具現化したもの。斬られても再生する体も同じ。

「僕の体は……まだきっとあの世界にいるままだ……」

　そもそもの前ぜん提ていが違ったのだ。ここは地球じゃない。理人の心が作った幻まぼろしの世界。

「馬鹿！　いつまでそんなことやってるのよ！」

　ならば、理人の前に現れた彼女の名前は？　こうしてもどかしげに理人を見守っている彼女の名前は？

　心臓の鼓動の音が、ひどく耳を打つ。

　そう──。




「聖剣よ！」




　数を増す魔獣を相手にしながら、理人は叫んだ。

　自転車の前に立ち尽くす濱野笹雪は、じっとこちらを見ている。

　たとえば人間が見る夢は、昼間に見た素材を使って作られるという。ならば彼女もまた、はじめて見るように見えて、理人の中に昔からあったのだろう。それでいて、理人の知らない言葉を告げることができる、独立した存在でもある。

　こうなると、心当たりは一つだけだった。

「君の本当の名前を思い出したよ。濱野笹雪。君の銘めいは──破は魔まの聖剣だ！」

　ずっと冷めた表情をしていた少女が、その言葉に──笑った。階段で理人の言葉に吹きだした時のような。あるいは、親に名前を呼んでもらった子供のような。

「──ようやく気づいたの。鈍すぎるわよ」

「ごめん、ほんとに」

「遅すぎ」

　気づいてしまえば、簡単すぎる結果だった。

　六年前にはじめて手にした時から、今日この日まで、聖剣は使うたびに理人の神経へ潜りこみ、全身を走そう査さして一体化してきた。あまりの強引さに、拒絶反応も出た。それでも理人から切り離せないほど、強く強く結びついてきた。

「私は、いつだって君の中にいた。呼びかけて一緒に戦ってきた。君は私を嫌がってたみたいだけど」

「だってすごい気持ち悪か……っ」

　すさまじい勢いでにらみつけられ、あわてて口をつぐむ。

「ごめん。なんでもない」

「がまんしなさい。この私を嫌うなんて、許さない」

　誇ほこり高い剣けんの女王様の声だった。

（──承知いたしました、女王陛下）

　理人は剣がわりに使っていた傘を放り捨て、彼女に向かって手をのばす。すると濱野笹雪の体が光に包まれ、衣服が溶けていった。さらには少女としての輪郭も溶け落ち、見覚えのある長剣の姿へと変化した。

　魔神すらも切り裂き封じる、破魔の聖剣へ。

『さあ、私を使いなさい。勇者リヒト』

　中空に現れた美しい剣の柄つかを、あらためて手に取った。

　かつて濱野笹雪だった声が、聖剣の声として直接脳裏に響いてくる。理人はそれを心地よく思いながら、うなずいた。

『これもまだ夢の中の出来事よ。現実は何も変わっていない』

「わかってる」

『じゃあ、状況を正しく認識し直すの』

「承知！」

　ここは、本当の地球ではない。目の前にいる魔獣たちは、理人の願望が生み出したもの。

　乱らん視しに陥ったように、世界の輪郭がずれた。

（見えた！）

　斬るならここだ。

「うおおお！」

　念じて聖剣を振り下ろすと、そこからあふれ出た光の波は動どうが、魔獣の群を飲みこんでいった。光が消えたあとは、もう何も残らない。元の駅前の光景に戻っていた。

　そしてもう一つ。




　──そうよリヒト。そのままそこにいなさい。




　これだ。

　幾いく度どとなく聞こえてきた女の声。

　理人は上空を見上げる。この月から響く魔女の声にも、バイアスがかかっている可能性がある。

「消えろ！」

　月ごと斬るつもりで剣を振り抜いた。斬ざん撃げきは天へと達し、池の水みな面もが揺らぐように月が揺らいだ。

（よし！）

　だが理人は、次の瞬間驚いた。てっきり声も魔獣のように消え去るかと思ったが、




　──リヒト。リヒト起きろ。起きろって。




「！」

　この声は！

「イシュアン!?」

　彼女の声なのだ。愕がく然ぜんとするしかなかった。




　──頼む。早く起きてくれリヒト。




「いるよ！　ここにいるよイシュアン！　僕だ！」

　いてもたってもいられない、懐かしい声だった。

『これがバティーヤの幻覚の魔術よ』

「そんな」

　なんてことだ。ずっと声をかけてもらっていたのか。それをあの声が打ち消し続けていた。

「濱野。イシュアンが呼んでるよ」

『わかってるわよ。早く行かないと』

　もちろん。一分一秒でも早くだ。

　イシュアンの呼び声は、はるか天の向こうから降ってくる。理人は聖剣に向かって、飛べと念じた。剣の濱野笹雪は応えてくれた。理人の周りで風が唸り、そのまま天へと飛び立った。

　さっきまでいたはずの街が、見る間に遠ざかっていく。

　消えていた電灯も、元通り復活したようだ。ジングルベルの音も聞こえてきそうだが、もうここまで高くなれば無理なのだろう。

　下を見るのをやめて、上を向く。さらに重力を無視して飛ひ翔しようを続ける。

　強く、高く、もっと速く。

　月の一点だけを見続け、加速に加速を重ねていくと、突然透明な壁のようなものに激突した。

「つっ！」

　激しい衝撃。だが、理人が弾はじき飛ばされるのではなく、そのガラスのような壁が割れ砕けた。目の前にあった月も、星も雲も、すべて一緒に砕け散った。

　キラキラ、キラキラ、細かな破は片へんを散らしながら、偽いつわりの空が落ちていく。

　でももう、理人の飛行は妨げられない。

　──そして向こうには、新たな世界。

　相川理人は、目覚めるのだ。





　　　　　＊＊＊






（──ん？　なんだ？）

　昨日までと、今日この瞬間。そこに大きな違いがあったわけではない。

　ただイシュアン・トロールは、なんとなく虫の知らせのようなものを感じ、行動に移したのだ。

　旧王都の避ひ難なん民みんの代表に、届け物をする途中だった。イシュアンは荷物を小こ脇わきに抱え直すと、人が行きかう中央広場の雑ざつ踏とうの中で、来た道を戻る。

　長くのばした金色の髪が、生き物のように跳ねる。

（なんだ？　なんだなんだ？）

　ただただ、胸騒ぎがした。

　目の前を横切っていく馬の脚あしの下をくぐり、衝突しそうになった子供を反転して避よけ、さらに前へと進む。

「よっと」

　そうしてたどりついたのは、街で一番の大通りだ。

　ふだんなら大勢の人が行きかうはずの路上を、沢山の天てん幕まくや小屋が埋めている。

　ここは最近できたばかりの、『避難キャンプ』なのだ。

　イシュアンは、そのキャンプ地の中でも、屋根がついた小屋の一つに近づいた。

　ちなみにお隣は、小屋ではなく馬のない幌ほろ馬車だ。いわゆるバンガローや天幕がわりに置いてあるのだ。

　他にも似たような急ごしらえの家が沢山あり、特別な感じはしない。煉れん瓦がも木材も石材も、何もかもが足りないのだ。『あの時』以来。

　イシュアンは、問題の日からずっと、長い間待ち続けている。

「入るぞ──」

　思えばこの小屋を借りるにしても、いろいろ問題はあったのだ。いつまでも目覚めぬ人間のために、上等の家を使う必要はないと言われたこともある。だが、これだけは譲ゆずれない。

（目覚めないなんて誰が決めたんだ）

　きしむドアを開ければ、中には寝台が一つだけ置いてある。

　イシュアンは、ここまでの期待に胸を震わせながら、そっと寝台に呼びかけた。

「リヒト」

　例によって、返事はなかった。ああ、またか。イシュアンは、落らく胆たんしながら小屋の中に入る。

「どうだリヒト。ちょっとは起きる気になったか？」

　リヒト・アイカワ。彼はこの世界を救った、名無しノーネームの勇者だ。

　あの撤てつ退たい戦せんの夜から今日この瞬間まで、一度も目覚めることなく、こんこんと眠り続けている。

　こうして見ているかぎりは、呼吸も正常で、顔色もそう悪くはなく、いつ起きてもおかしくないように見える。だからこそ、いろいろと諦めきれないのかもしれない。

　彼が起きている時に使っていた装備一式も、そろって枕元に置いてある。すぐに身に着けることができるようにだった。

「おい、起きろよ。ちびったれ。いつまで寝てる気だよ」

　だが呼んでも呼んでも、決して覚かく醒せいにいたらないのは、ここまでの月日で嫌というほどわかっていた。

　試しに頰をつついてみても、前髪を引っ張ってみても、何をしても起きない。

（……同じだ）

　あまりじっとしていると、これまでの絶え間ない不安や悲しみがあふれだしそうになるので、「じゃあな」とだけ言いおいて、寝台から離れた。

　彼に見られぬよう、手の甲で涙をぬぐって、部屋を出ようと戸に触れた。

　その──時だった。




（────）




　イシュアンの後ろで、物が動く気配がした。

　小さなうめき声さえ、聞いた気がした。

　反射的に振り返る。

「リヒト？」

　──昨日までと今日この瞬間。そこに大きな違いがあったわけではない。

　ただイシュアン・トロールは、なんとなく虫の知らせのようなものを感じ、行動に移したのだ。

（ああ）

　女神パナティーア。この世界を創った繰り回しの神。くそったれの女神様。

　やっぱり人間、諦め悪く行動するべきなのだ！

　イシュアンの目の前で、確かに目覚めはじめた少年の名を、ためらわずに叫んだ。

　奇跡のような、歓喜とともに。

「──リヒト！」





　　　　　＊＊＊






　──リヒト。リヒト。おいリヒト!!

　呼んでいる。呼ばれている？

　誰？

「リヒト！　聞こえてるよな!?」

　ふっと体が反転するような浮ふ遊ゆう感かんとともに目が覚めると、目の前にイシュアン・トロールの顔があった。

（────）

　見間違えようがない。

　自分はたぶん、寝台らしいものに横たわっているようだ。そして向こうは、理人におおいかぶさらんばかりに、こちらの顔をのぞき込んでいる。

　至近距離で、目と目が合った。澄すんで生気が輝く、大好きなあの青い瞳だった。

「リヒト。リヒ──」

　まず理人は手をのばして、その白い顔に触れてみた。必然的に、金色の細い髪にも。しっかりと感触がある。あたたかい。弾力もある。

「すごい。本物だ」

「……そ、そんなのこっちのセリフだっ！」

　イシュアンが、くしゃくしゃの半べそで叫んだ。身を起こそうとする理人の首に飛びついて、こちらはまたも倒れこむことになった。

　それでも。押しつけられる肌の温かさもやわらかさも、変わらず感じ取ることができた。

　ああ。良かった。大丈夫だ。イシュアン・トロールだ。

「……僕さ、帰ってきたのかな」

「よく……わからないけど。おまえな、ずっと寝てたんだぞ。ずっとずっとずーっと」

「そっか。やっぱり寝てたんだ」

「ほんとだよ──くそ。おいみんな！　リヒトが目、さめたぞ！」

　イシュアンがそう言って、目じりの涙を乱暴にぬぐい、部屋の外へと飛び出していく。

　理人が寝ていた寝台は、あの六畳間の清潔なベッドではなく、藁わらの上に毛皮の敷物をのせた、木製の寝台だった。

　毛布も硬くて粗そ末まつなもの。もちろん、マンションの鉄筋コンクリートでできた重じゆう厚こうな寝室ではなく、木と漆しつ喰くいと藁を組んだ程度の、簡素な小屋のようである。

　わらぶきの屋根の隙すき間まから、プラネタリウムのように陽光が差し込んでくる。

（外……旅の途中？　馬小屋とか？）

　聴覚。視覚。嗅きゆう覚かくに触覚。他にももっともっと。いろいろなところで感じ取りたい。僕はどこにいる。何が起きている？

　だが何より、しばらくしたら。

「──リヒト。目覚めましたか！」

「リヒト！」

　寝ていた小屋の中に、懐なつかしい顔ぶれがあふれたのだ。

　ウルスラ・アルカンとハイダル・ワムーである。

「みんな」

「良かったです！　リヒト！」

　ウルスラが、涙ながらに近寄ってきて理人に抱きついた。その向こうのハイダルも、感無量とばかりに唇を震わせている。

　そのままふと寝台の脇の台を見たら、あの懐かしい青い外がい套とうがたたんで置いてあった。他には、例の破魔の聖剣もだ。




　──ね？　戻ってこれたでしょ？




　眼鏡とポニーテールの少女の、勝ち誇った声が聞こえた気がして、思わず苦笑した。

「リヒト？」

「いや、なんでもないよ」

　曖昧にごまかす。でも、実感した。

　ようやく帰ってきたのだ。戻ってこれたのだ。

　全身からあふれ出た思いに、理人は深く安あん堵どし、長い息をついたのだった。
















　──とにかく。

　感動の再会は再会として、まずは何が起きたか知りたかった。

　理り人ひとは戻ってきたイシュアンやハイダルを前に、あらためて状況を聞くことにした。

　寝しん台だいの中から、一つ一つ確認していく。

「あの時……僕はどうなったんだ？」

　まずそれが、一番の疑問。

　ここで言うあの時とは、響きよう子こと鋏はさみの使し徒とが、王都に攻めてきた夜のことだ。あと一歩のところまで響子を追い詰め、そして、ティーダこと魔神アルゴスのかけらに背後を強きよう襲しゆうされた。この認識も、どこまであっているか怪しいものだ。

　イシュアンが、真顔でうなずいた。

「私が見たかぎりだと、まずおまえは、オズマーに刺されて倒れてた」

「うん、それはあってる。わかってる」

「で、そこにバティーヤの魔術をくらって、完全に昏こん倒とうだ」

「昏倒……意識を失った。地面が泥になって沈んだとか、そういうのはない？」

「いや、なかった」

　──なるほど。イシュアンの短い言葉に、あらためて納得する。

　そこでもう、バティーヤの幻げん術じゆつにはまってしまったということだ。

「そっから私は、動けなくて死にそうなおまえを抱えて、現場を離れた。鋏の使徒からの撤てつ退たいは、ハイダルたちにも手伝ってもらった」

「ハイダルも？」

「そうだ。私たちはあの日のことを、『撤退戦』って呼んでる。なあハイダル」

「ええ。私も微力ながら参加させていただきました。退しりぞくための戦と呼ぶにふさわしいものでしたよ。あらゆる意味で」

　ハイダルも、イシュアンの横でうなずいている。王宮の塔とうに囚とらわれていたハイダルだが、途中で脱出しイシュアンと合流していたらしい。

「まったく、あの日からすべてが変わってしまった──」

「ちょっと待って二人とも。僕が倒れてから、どれぐらいたってるの？」

「昨日でちょうど七十日になりました」

「七十」

　それでは──理人が夢の中で体感した時間と、さほど変わらない。同じだけの時間が、こちらでも過ぎたということだ。

「すべてが変わったって、いったい何──」

　ハイダルたちにたずねようとした、その時だった。




「──おい、ハイダル・ワムー！　勇者リヒトが目覚めたというのは誠まことか！」




　いきなり出入り口の木戸が大開きになり、鎧よろい姿の兵士が顔を出した。

　突然のことに驚く理人だが、その鎧のデザインが、ウィルタミア神しん聖せい騎き士し団だんのそれなのだ。なおさら驚いた。

「国王陛下がお呼びだ。出られるか」

　騎士がなぜここに？

　理人が何かを言うより前に、イシュアンが立ち上がった。

「コオラア！　おまえな、こんな病み上がりの人間を動かせるわけがないだろ！　顔が見たいならそっちから来い！　大して歩かないんだから！」

「しかしそれでは」

「何度も言ってるだろ。もうご自じ慢まんの玉ぎよく座ざはないんだ。歩いた方が健康にもいいぞ。そう言ってやれ」

「だが」

「シツコイ！」

　騎士は腑ふに落ちない顔だったが、イシュアンの一歩もひかない剣けん幕まくに、

「……まあ、あとでな」

　しぶしぶ戸を閉めた。金きん属ぞく鎧よろいのこすれる音が、がしゃがしゃと遠ざかっていく。

「ったく。いつまでも横おう着ちやくしやがってあの王様」

「……玉座はないって？」

　こちらがたずねると、イシュアンは振り返った。

「ん──そうだな。もし歩けるなら、見てみるか？　それが一番手っ取り早い」

　妙に意味深な顔つきだった。

　そこまで言われたら、こちらも見に行ってみるしかない。

「よっこい、しょ」

「大丈夫ですかリヒト」

「……よっと。ほら大丈夫だよウルスラ。平気平気」

　心配するウルスラに笑い返し、身を起こす。とたんに眩暈めまいのようなものがしたが、なんとか起きて立ち上がることができた。

（仕方ないよな。ずっと寝てたんだし）

　ハイダルいわく、二ふた月つき以上寝たきりだったのだ。いくら体内の自動回復機能が生きていても、すぐには全快とはいかないのかもしれない。

　着せられていた服は、簡素な寝ね間ま着き一枚である。脇わきにたたんで置いてあった青い外がい套とうを羽は織おって、小屋の外へ出てみた。

　表は、理人の予想を完全に超えていた。

（ここは──）

　緑深い山々に囲まれた、石造りの町。遠くに雪を頂く連れん峰ぽう。

　ウィルタミア王都じゃない。それだけははっきりしていた。

　あそこほど大きくはない。たぶん──王都から転移門でたどりつく、一番最初の町。そう、トムカムだ。

　だが、理人が知っているトムカムとも違う。建物の数はあまりかわらないのに、圧倒的に人が多いのだ。雑ざつ多たな生活音が地を揺るがし、道路などに天てん幕まくを張って暮らす人が、異様なまでに増えている。

「ねえおかーさん！　お水くんできたよ！」

「ありがとうね。すぐにお昼にしようね」

「はいきゅーでお芋いももらったんだよね？　たのしみ！」

　女性や小さな子供まで、路上で生活をしているようだ。

「どういう……こと……？」

「──ここはウィルタミア新王都だ」

「新王都？　え」

　理人の疑問に対し、いつのまにかイシュアンが現れて答えた。彼女は理人の横に立った。

「ここ、トムカムじゃないの？」

「トムカムさ。トムカムだけど、そう言い張ってる連中もいるんだ。ウィルタミアの王様と騎士と、もとの王都から逃げてきた難民がキャンプしてるからな」

　たった二月の間に、変わってしまったのだという。

「今のウィルタミア王都に、国王派の人間はいない。鋏の使徒に、完全に制圧されてる。例の王宮の玉座に座ってるのは、エセルバッハ一世じゃなくてキョーコとレイ・オズマーだ」

「──な」

「新世界の創り手を名乗って、従わない国や人間に降伏を求めてる」
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　──そこはかつて、王様がいた、王国の中心部。

　路葉響子の目に映るのは、分厚い氷に覆われた、煉れん瓦がづくりの街並みだ。

　調和のとれた、古いながらも美しい街だったのに、ところどころが打ち壊されたまま、すべてが雪と氷の塊かたまりの中に封じ込められてしまっている。このまま時さえ凍りつけと言わんばかりだった。

　街の外壁は、外部からの侵しん入にゆうをこれ以上許さぬよう、二倍三倍の高さの氷の茨いばらに覆い尽くされている。きっと肌に触れる外気は、真冬のように冷たい──はずだ。

（たぶんね）

　響子は王宮内にある一番高い尖せん塔とうの屋根に腰掛け、眼下に広がる冷たい街並みを眺めている。

　推すい測そくするしかないのは、当の響子が、寒さをまったく感じていないからだ。

　噓うそではない。衣服と言えば、緑色の薄手のドレス一枚。手足が外気にさらされていても平気である。この街を聖せい石せきの力で砕き、氷の中に封じ込めたのは、他でもない響子自身なのに。

　いつからだろう。やれることはどんどん増えてきたけれど、感じられることは、反比例してどんどん減ってきた気がする。まるであれだ。ぽろぽろ、ぽろぽろ、日にさらされて劣化した、プラスチックの洗せん濯たくばさみのように。磨ま耗もうして形を失っていく。

　人間ジャナクナッテイク。




「キョーコ。出動よ」




　足下から呼び声がした。

　塔のバルコニーに、バティーヤ・ラルルクとレイ・オズマーが顔を出していた。

　バティーヤは、まだ人間らしく、毛皮の縁ふち取どりのついた、暖かいケープを羽織っている。オズマーもまた、冬仕様のマントで暖だんをとっているようだ。

（やっぱり寒いんだ）

　レイ・オズマー。彼は北の大地、ルガリア独立国の元もと宰さい相しようだ。

　最近まで机上の空論と揶や揄ゆされていた、適てき正せい幸こう福ふく問もん題だいと、郷きよう里りに伝わる説話を結びつけ、実現の糸口を作った老政治家。みながその知己と辣らつ腕わんを称たたえ、今となっては唯一無二の指導者だ。

　響子も鋏の使徒の一員として、彼の言葉を信じて動いている。

（そう）

　そのつもりだ。

「西から奪だつ還かん軍ぐんが攻めてきたわ」

「わかってるよ、バティーヤ。今度は騎士団の隊だね」

　周りにあれこれ言われなくても、今の響子の五感は、すべてをとらえている。

　こうしている頭の後ろに、いくつものモニターが展開して動いているようなものだ。街の西南西の方角にある丘から、ウィルタミア神聖騎士団の旗はたをなびかせ迫る騎馬の集団がいた。先頭を走る男の鉄てつ兜かぶとの模様も、軍馬の荒い吐と息いきもちゃんとわかる。

「ちゃんと退治するから」

　そう言って立ち上がると、バティーヤが言った。

「そんな薄着で大丈夫？」

　これがまた、今さら普通の心配の仕方で笑ってしまう。

「……べつに、平気だよこれぐらい」

「そう。ならいいんだけど」

「ほっほっほ！　さすがは鋏の勇者ですな。頑がん健けんにして強きよう靭じん。私なぞ、いくらでも着込まねば居られぬというのに」

　オズマーが、マントの身をすくめながら賞しよう賛さんの声を上げる。

　響子はその老人の言葉に曖あい昧まいにうなずいて、塔の屋根から飛び降りた。風をまとってそのまま飛翔し、敵の来る方角へと方向を変える。

「さあ、行くのです、キョーコ・ミチバ。我々鋏の使徒の力を、何度でも見せつけるのです。正しい幸福を望む力が折れることはないのだと」

　──是ぜ非ひもない。

　オズマーの号令から遠ざかるように、響子は一気に加速する。

　今の自分は、重力にさえ縛られない。上下左右、自由に飛び回ることができるし、暑さ寒さもあまり感じない。

（でも、ね、オズマーさん。それってあたしだけなの？）

　あなたは？

　あなたがいま着ている、その分厚くて重そうなマント。寒いっていうけど、本当に必要？

　──こんな風に思ってしまうのには、訳がある。響子はずっとずっと、引っかかっていることがあった。

　あの時。バティーヤが、理人に向かって見せかけの召しよう喚かん術じゆつをかけようとした時。理人の後ろから強きよう襲しゆうしたのが、当のオズマーだった。

　彼は一政治家であり、郷きよう土どの歴史を調べる研究家であり、優秀な魔術師でもあるのだという。以前にウィルタミアの国境近くで出会った子供に変身し、理人の油断を誘う作戦で、何日も前から別行動を取っていた。

　響子が理人にやられかけた時も、その得意の変身術で響子を助けてくれたようなものだ。理人は本当に驚いたようで、血を吐きながら何か言っていた。

（たしかそう）

　とても聞き取りにくい言葉だったけれど、オズマーに向かって確かに一言。




　──アルゴス！




　そんな風に言っていたような気がするのだ。

　アルゴスとは、この世界における悪に等しい魔神だ。たびたびこの世界に降こう臨りんし、人々を苦しめてきたと聞いている。

　別におかしい話ではないとも思う。

　たとえば出し抜かれた人間を指して、『鬼！』『悪魔！』と罵ののしることは、地球でもよくある話だ。こちらの言葉で言うなら、『このアルゴス！』だろうか。

　ただ、言ったのは現地の人間ではなく理人であり、そんな現地式の言い回しを好んでするような人でもないのだ。罵りたいなら普通に『この悪魔』ですむ気がする。

　何より、今となって思うことだが、彼は本当に怒っていたのだろうか。

　あれだけの傷だ。皮肉を言う余裕などなく、ただ目の前に現れたモノの名称を呼ぶだけのような、それだけで精一杯の精神状態ではなかったろうか。

　理人はそんな風に魔神の名を呼び捨てにできる、数少ない人間だ。なにしろ実際に魔神と相対し、封印してしまった五英雄の一人なのだから。

　オズマー＝魔神アルゴス。

　まったく正気のさたではない。ばかばかしいにもほどがある珍ちん説せつ。だが、響子が意図せず導き出してしまった、究極の推すい論ろんでもある。

　とても口にすることができず、いまだ誰にも答えあわせをしていない、極秘中の極秘事項だ。

（バティーヤは知ってるの？　ううん、そうとは思えない）

　彼女は真しん摯しな女性だ。このやり方で、本当に世界を変えられると信じている。みんなが幸せになれると心を捧ささげている。オズマーが魔神だなんて気味の悪い事実を知って、黙っているとは思えない。

　だったら、響子もまた信じ続けるべきなのかもしれない。

　今のところ、すべては推論だ。証拠もなにもない。余計な迷いや疑念など捨ててしまって、バティーヤと同じように、世界を切り整える鋏に徹てつするのだ。その方がいい。

「そうだよ」

　──どうせもう後戻りもできないところにまで、やって来ているのだから。

　響子は絡み合う氷の茨を猛スピードで飛び越え、都の外へと出る。

　そこは雪と氷の支配もなく、なだらかな青い草が茂しげる平原だ。街の内側とは、まるで別世界だった。

　その、うららかな地平線の向こうから、鋼鉄の騎馬軍団が現れる。そろいの鎧に身を包んだ兵士たちが、土つち埃ぼこりを上げて攻め込んでくる。

「我ら、ウィルタミア神聖騎士団！」

「決してひるみはせぬ！」

　口々に叫ぶ様を、響子は王都を背にして睥へい睨げいする。人が来るというより、海の波が押し寄せているのを見ている気分だった。

「いたぞ、鋏の女だ！」

「馬の足をゆるめるな！」

　ここウィルタミアという国は、響子たち鋏の使徒が実行支配している状態だが、それを認めない一部の反乱の徒──いわゆる旧来の国王派であり、奪還軍と呼ばれている──は、響子のことを『鋏の女』、あるいは『石持ちの娘』と呼ぶ。

　決して『鋏の勇者』とは口にしない。

（いいけど、別に）

　何度来ようと、同じ目にあわせるだけだ。

　響子は、右手にはめた三つの指輪を見つめる。

　女神パナティーアの異い譚たんの聖石。別名、賢者の石。

　最近はとみに肌に吸いつき、体と一体化しつつあるそれを、そっと唇くちびるに寄せる。

「突破しろ！」

　ああ、そんなことしても無む駄だなのに。




「爆はぜろ」




　響子が小声で囁ささやいたその瞬間、世界の因いん果がが狂う。騎馬軍団の中心部に爆発が起きた。大きな馬と人と武器が、紙切れのように吹き飛ばされるのが見えた。

「──まだまだ！　進める者は進めえ！」

　それでも、諦めない者はいた。混乱の中で騎馬は波のように押し寄せ、後方で爆発の被害を免まぬかれた投とう擲てき隊たいが、大型の投とう石せき機きを使って焼けた岩をこちらに向かって投げつけてくる。黒いローブの魔術師たちが、炎の矢をいっせいに撃ち出す。

　響子は、直接打って出ることにした。

　すっと息を吸い込むと、平原にいる騎士団のただ中へと、猛スピードで滑かつ降こうしていく。

「来た！」

「石持ちの娘が来たぞ！」

　響子は無言で隊に切りこんだ。全身に風の刃やいばをまとわせ、集団の一番密度の濃いところを一直線に突破する。

「があぁっ！」

「ぐあ！」

　兵士たちはなすすべもなく弾き飛ばされ、自じ慢まんの投石機も破壊された。

　そうやって、四、五回ほど戦場を飛び回ると、平原に立っているのは響子だけになるのだ。

（……はい、終わり）

　響子は、塵ちり一つついていないドレスの裾すそをあえて払い、周りを見渡した。

　大勢の馬や人間が倒れ伏し、人のうめき声が、呪じゆ詛そや念仏のように響いてくる現場で、響子だけが異質な存在として際だっていた。
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「すべてが変わったのです。あの撤退戦の夜から」

　ハイダルは理人に語った。

　あの日──理人はバティーヤの奸かん計けいにはまり、聖剣ごと戦闘不能になった。そこから国王側の戦力は総崩れとなり、鋏の使徒は王宮と市街地を完全に占せん拠きよ。国王エセルバッハ一世は都の外へと追いやられ、他の国王派の貴族や騎士とともに、行き場を失っている状態だという。

　理人は小屋に戻って、着替えをしながら彼の説明を聞いた。

「そうなんだ……」

「陛下は諸外国の助けも借り、ウィルタミア奪還軍としていま一度王都と王権を奪い返すことを目指していますが、一度も成功しておりません」

「あっちには路葉もいるんだろう？」

「ええ。キョーコ・ミチバ──正直に言いますと、彼女が一番の脅きよう威いです。先日もこちらの中隊を、一人で全滅させていました」

　……想像通り、彼女は強い。女神の石の力は健在のようだ。

　ごくりとつばを飲みこみ、ブーツの靴くつ紐ひもを固く締め、一つ一つ確認する。

「イシュアンとウルスラとハイダルはここにいるとして、ハセムさんとかは？」

「ハセム氏は、今日はここよりもっと王都に近い、奪還軍の前線基地にいます。トトも連絡係であちらに」

「わかった。僕も行きたい」

「ええ。ではあとで移動しましょう」

　それともう一つ。

「レイ・オズマーは、ただの宰相じゃない」

「わかっています。ティーダ・エルンに化けて、あなたを騙だまし討った。こちらも頭の痛い事案ではあります。あそこまで完かん璧ぺきな擬ぎ態たいをどうやって身に着けたのか──」

「それは簡単だよ。あれの正体は魔神アルゴスだ」

　頭の上で、息をのむ音がした。理人は靴紐を縛りながら顔を上げる。

「確かですか」

　そうたずねるハイダルの声が、かすれていた。理人はうなずいた。

「僕にやり返したくて仕方なかったみたいだ。生身の人間だったレイ・オズマーが今どうなってるかはわからないけど、ここにいる鋏の使徒のオズマーは、アルゴスが化けてる姿に間違いないよ」

「ああ……なんてことでしょう……！」

　理人は、その場に立ち上がった。

　ベルトを締め、靴を履き直し、青い外套から腰の聖剣にいたるまで、すべてあの頃と同じ装備に戻った。

「だから倒したかったら、普通の戦い方じゃダメだ。聖剣を使わないと」

　そしてその役目は、他でもない自分がやると決めていた。

「行くよ、ハイダル。遅くなってごめん。ここからいくらでも追い上げるつもりだ」

　強い決意に満ちた理人を見て、ハイダルは細い目をさらに細くしてうなずいた。

　暗くら闇やみにようやく差し込んだ光を見るような。まぶしさに似た何かをこらえるように。







「リヒト！」

　小屋の外で待っていたウルスラが、小走りに駆けよってくる。

　いつもと同じ、つややかな長い銀ぎん髪ぱつが背中で揺れ、それを白いベールで隠している。だが──どうも何かが違う気がする。

「……どうかしましたか？　まだ体調が？」

「いや……うん。なんかいつもと違うなって思って……あ、そうか。服か！」

　理人は合点がいって、手を叩いた。

　ウルスラは、前まで着ていた白いワンピースではなく、たっぷりとした女性神官用の祭服を着ていた。白いローブに金きん糸しの縫ぬい取り。色鮮やかな肩布。

　頭のベールがそのままで、父親の形見の首飾りもそのままだったので、ほとんど違和感がなかったのだ。

「……おかしいですか？　人手が足りなくて、手伝いに入っているんです」

「そんなことないよ！　すごいね神官なんて」

「はじめは、怪我人の応急処置だけだったんですよ。でも、やるならちゃんと勉強した方がいいって……こちらの司し祭さい様がしっかりしてると言いますか強引で」

　思わずしげしげと、祭服姿の彼女の雄ゆう姿しを見てしまう。ウルスラはやはり恥ずかしいらしく、無表情なりに横を向く。するといつもの蛇へびと蜘く蛛もが入った籠かごが見えて、ああやっぱりウルスラだとも思う。

「あの、わたしはこれから炊き出しのお手伝いに行かないといけません」

「わかったよ。気をつけていってきて」

「すいません、ご一緒できなくて」

　何度も何度も謝りながら、神官の後ろ姿が去っていく。ウルスラだ。そして神官様だった。

「あれなー、かなり才能あるみたいだぞ」

　横でやりとりを見ていたイシュアンが、ウルスラが消えた先を見つめて言った。

「そうなの？」

「そうそう。肩書きは見習いだけど、もう一人で祈き禱とうの治ち療りようとかもはじめてるらしいから」

「え。すごいよねそれ」

「すごすぎだろ。神官どもが手放さないわけだわ」

　今となっては、人手不足の新王都に欠かせない、医療班の戦力となっているという。

「へー……」

「何がきっかけになるかなんて、わからないよな。ウルスラにしてみりゃ、一人でも死なせないために必死にやった結果なんだ。いいんだか悪いんだか」

　はしゃいだ笑いは、それで引っ込んだ。

　それはたぶん、理人が知ることのなかったドラマだ。

　王都撤退戦から、今日にいたるまでの日々。うかつには何も言えず、イシュアンと一緒に消えた方角を眺ながめるしかなかった。

　それからイシュアンとハイダルの三人で、王のところへ挨あい拶さつに行った。

　国王エセルバッハ一世が詰める居きよ城じようは、『新王都』と呼ばれるトムカムの外れにあった。

　正確に言えば、居城などと呼べる立派なものではなかった。キャンプ地に並んでいた天幕や掘ほつ立たて小屋でこそないものの、平時は祭や会議の時に使っていた古い集会所を改装したものらしく、理人がはじめに訪ねた時、王は他の家か臣しんに交じって馬小屋の修理をしていた。

「おお、リヒトか！」

「国王陛下！」

　だが、以前に会った時よりも日に焼けた老王は、血色も良く王宮にいる時より若返って見えた。会うなり腕まくりをした手で、肩を叩かれた。

「目覚めたか。よし！」

　そこから顔合わせに使ったのは、王宮にあった謁えつ見けんの間の、何十分の一という広さの会議室だ。

　理人はそこで彼と差し向かいに話し、レイ・オズマーが魔神のかけらである可能性も伝えた。

「……なんと。まだ生き残っておったのか……！」

「はい。どれだけの力が残っているかわかりませんが、魔神は魔神」

「たやすいことではあるまい。気を引き締めねば」

「そのことで、王にお願いがあります」

　理人はあらためて椅子を降り膝ひざをついて、王に請こうた。

「どうぞ僕に、レイ・オズマーと鋏の使徒の討伐をお命じください。肝かん心じんな時にいなくなって、頼りない勇者かもしれません。ですがこれだけは成し遂げたいんです」

　自分から勇者として、何かをやりたいと願ったのは、これがはじめてかもしれない。

　途中で置いてきてしまったものに、決着をつけるのだという思いだった。ここからでもみんなの力になるのだ。

「いいや、顔を上げるのだ勇者リヒト。上げておくれ。私からもあらためて願いたい」

「陛下……」

「私という人間は、ここにいる臣下と民を守りきれなかった。ふがいなく愚おろかな統治者だ。それでも王おう冠かんを掲げている以上、諦めるわけにいかぬ。どうか力を貸してはくれぬか」

　この王と、ここまで真摯に言葉をかわしたのも、はじめてかもしれない。

「……喜んで」

「ウィルタミアに再び平和を取り戻すために」

「──必ずや」

　狭い部屋でのやりとりを、国王派の貴族たちが、無言で見守っていた。

　すべては小さく少なくなってしまったが、王がいて請せい願がんをする者がいて、ここは確かに謁見の間なのだ。







「──王様、なんか変わったね」

　仮の居城を出ると、イシュアンとハイダルに言った。

「だろ？」

「前より元気になったんじゃない？」

「そうですね……良くも悪くも、身軽になられたということでしょうか」

「あの騒動で、それでもついてくる奴がいるってわかったしな」

　二人の言葉に、なるほどね、と思う。

　あの時、少なくない数の貴族が、王に反はん旗きを翻ひるがえして鋏の使徒側についたという。

　それでも、離り反はん者しやは全員ではなかった。王宮を追われ街を追われたエセルバッハ一世について、郊外の転移門まで逃れ、トムカムに新しい王都を作り、そうして旧都となった都の奪還に奔ほん走そうしている騎士や貴族も、大勢いた。

　これは老いたエセルバッハ一世を、大いに奮ふるい立たせるものだったかもしれない。

　イシュアンが、にやりと笑った。

「びっくりするなよリヒト。あの白しろ塗ぬりのオバハン貴族も、国王派で残ってるぞ」

「え」

「本当。領地にあふれた難民受け入れて、あっちでキリキリ働いてるってさ」

　意外なこともあるものである。あの気位の塊のような人が。

「…………うまく言えないけど……」

「ああ、わかる。私もちゃんとはわかってなかったんだよな。貴族連中の国への意地とか、矜きよう持じみたいなやつ。保身もプライドも満まん載さいしてるくせに、そっちもあるんだわこれが」

　たぶんそれは、理人たちとは違う思考回路で育ってきて、違うけれど悪ではないものなのだろう。

「……うん。ほんとだね」

「正直、今の連中の方が好きになれそうなんだよな。不ふ謹きん慎しんかもしれないけど」

「気にする必要はありません、イシュアン。私もですから」

「あーあ。みんな不謹慎だよ」

　ハイダルとイシュアンは、目を見合わせて笑った。理人も一緒に笑った。

　状況は、どう考えても悪化しているはずなのに。不思議だ。心から笑うことができる。

「それじゃ、行くか。はじめの一歩は基地からだ」

「了解」

「先に伝令だけは飛ばしておいたぞ。みんなたまげてるだろうな。ひひひ」

　そうして理人たちは、その日のうちにトムカム内にある転移門で、北へ飛んだ。

　行き先は、ウィルタミア旧王都──その手前にある、奪還軍の前線基地だった。
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　その時ハセム・デラは、基地内で不満をくすぶらせていた。

　──不毛だ。

　──ああ不毛。

　昼食後の貴重な一服を嚙かみしめながら、考える。

　そこはウィルタミア王都奪還軍の基地の中で、数少ない樹木のある場所だ。木こ陰かげに入れば気持ちのいい風が吹き、基地の粗末でまずい食事も、多少はましなものにしてくれる。しかも訓練場のすぐ隣なので、訓練中の新兵が、慣れない剣を打ち合わせている様も、贅ぜい沢たくに観覧することができるときた。

（──待て。何が贅沢なんだか）

　もはや思考が末期だ。自分自身が不毛だ。

　何をする気にもなれず、ただひたすら口から煙を吐き出し、木陰で怠たい惰だに身を任せていたら、訓練中の指導官が「やめ！」と叫んだ。

　新兵たちが、いっせいに打ち合いをやめる。それだけでは終わらず、指導官はハセムの方を向いた。

「いい加減にしろ、そこの男。ふやけるなら見えないところでやれ。志し気きにかかわる」

　そう言われましてもね、と思う。

　苛か烈れつで勇ましい言葉だが、言っているのは女性である。

　彼女はくるぶし丈の長いスカートをはき、作業用のエプロンをつけ、左手には木製の杖。ここよりは食堂に引っ込んで、芋の皮むきをしている方がふさわしい出でたちだ。

　それでもこの女性は、伝説の女。かの伝説の五英雄、切きり拓ひらく者こと《女剣士》ラーナ・エルン様だった。

　足の障しよう害がいで十分に動けないらしいが、撤退戦から今日この日まで、数少ない戦力を鍛え維い持じしてくれている。

　素晴らしい。実に立派だ。鼻血が出るほど見上げた根こん性じようだが、ハセムは素直に聞く気になれない。

「だってホラ、今は休めって言われてるんですから。いいでしょ貴重な休憩時間ぐらい。好きにさせてもらってもいいじゃないですカ」

「訓練場で喫きつ煙えんは禁止だ」

「場外のはずですヨ。そこの岩までが境界線だったはず。ねえ？」

　空いた足で、つま先の向こうにある岩を指し示してみる。もうちょっとで届きそうで届かない。

　ラーナは、杖をついてハセムの前にやってきた。

「彼らもホラ。あんまりキリキリしなくていいんじゃないですかネ。ほんとは休みたい、逃げだしたいって思ってるでしょうヨ。また昨日みたいになったら洒落しやれにならないデスよ」

「それが事実だとして、あたしが手をゆるめる理由がどこにある？」












「ないと思うから苦しくなるんデス。誰しもアナタみたいに強いわけじゃあないってことですよ、女戦士サマ。今のままじゃ犬いぬ死じに必ひつ至し、せめて最後ぐらいぱーっとした方が悔いが残らなくていいんじゃないですカネ」

　すると彼女が、にっこりと微笑んだ。別人かと思うほどの、聖せい母ぼの微び笑しよう。同意の印かと思い、ハセムもつられて笑うと、

（────っ！）

　ラーナはスカートの下の義ぎ足そくで、ハセムの添え木があてられたままの右足を踏みつけた。

　あまりの痛みに、息ができない。

「あっ、あんたな！」

「おまえは弱いな。うちの施設のチビ以下だ」

　ようよう反論をするハセムに、ラーナは無む情じように言い放つ。

　骨折してまだ繫がってもいない患かん部ぶを踏みつけておいて、よくそんなセリフが吐けるものである。

「弱さを人に押しつけるな。おまえが厭えん世せい的てきになるのは勝手だが、周りにそれをまき散らされるのは迷惑だ」

「精神論で片づけられる状況なんですカイ？」

　それならめでたい。ハセムが思っているより、戦況はましだということだ。

　連日ウィルタミア旧王都奪還を掲かかげて、敵側に攻め入ってはいるが、どれもこれも返り討ちにあっているのが現実だ。人は疲ひ弊へいし、戦力は低下していくばかりの現状で、悲観するなという方が無理なのだ。

「弱気になるのは、足が痛いからだろう。神官の癒いやし手が来れば繫がる骨ぐらいなんだ」

「ああハイハイ。アナタに言われちゃね」

　どうしたって弱い立場にならざるをえない。

　その癒し手も、人手不足で後回しにされる状況だが、ハセムはひらひらと手を振り、降こう参さんの意を示した。

「おとなしくそこで見学してろ。煙はふかさない。怪我人は怪我人らしく神しん妙みようにな」

　ラーナはそんな捨てゼリフを残して、兵士たちのところへ戻っていった。

（──まったく、とんだ鬼教官だ。英雄サマもよくついてったもんだ）

　あの理人の剣の師匠でもあるらしいが、それぐらい優等生でないと、やっていけなかったのかもしれない。あの出来の良すぎる少年のメンタルの一面を、垣かい間ま見た気がした。

　ハセムは言われた通り、松葉杖をいじっておとなしくしていた。

　新兵たちは、またラーナの号令のもと、慣れない剣をふるいはじめる。

「声が小さい！」

　でも断言できる。このままでは奪還軍は負ける。

　戦場で負傷しても、治癒の担にない手が足りないせいで、満足に治療の順番も回ってこないのだ。それでも女剣士は厳しさを失わず、奪還軍の志し願がん兵へいは、少ないながらもゼロにならない。憎き鋏の使徒に奪われた故こ郷きようを取り戻すため、戦闘経験がない農民や商人まで剣を取って参加してくるのだ。美談のように聞こえるが、非戦闘員を招き入れないと、戦力を維持できないところまで、追い詰められているとも言える。

（私は、逃げたいんでしょうかネ）

　右を向いても左を向いても、絶望的な状況。どうだろう。よくわからない。

　たとえばこの先にある、氷に閉ざされた城の中に、ハセムの因いん縁ねんの姉がこもっている。

（バティーヤ）

　あの女がいる以上、どれだけ不利で絶望的でも、現場を離れることはなかった。圧倒的な力で叩きのめされても、逃げずに立ち向かって進む道を選んできた。

　だが、この行為になんの意味があるだろう。そんな風に思う自分もいた。

　せめてもう少し、先を信じられる材料が欲しい。

（ちょっとしたもんでイイんですがネ）

　それすらも乏とぼしい現実の中で、ハセムは願わずにいられなかった。それがあればもう二度と、こんな風にくだを巻いたりはしない。約束する。

　だからどうか。

「──ハセム・デラ！」

　その時である。ハセムもよく知る高い声が、基地内にこだました。

　この声はあれだ。いつものお利口さんなお嬢じようさん。同どう郷きようの少女、トト・ハルネラだ。

　こわばっていた体が、少しゆるむのを感じた。

　しばらくすると、例のイエンマルド人特有のベールで頭を隠したトトが、ちょこちょこと走ってくるのが見えた。

「ああっ、こんなとこにいたんですか！　ハセム・デラ！」

「やあやあトト嬢。そちらこそ、いつまでこちらに？」

　トトは戦闘員でこそないが、新王都ことトムカムやワイト寺院組との連絡役として、よくこちらに顔を出していた。もういっそイエンマルドの実家に引っ込んでいた方が、安全さで言うならマシではないかと思うが、生せい来らいの信用のなさで聞き入れてもらったためしがない。自業自得か。

「聞きましたよ。怪我したんですってね」

「そうですヨほら。神官様の順番待ちですヨ」

「ふんです。一緒に怠たい惰だも治してもらえるといいですね」

　いつもながら、小生意気な強ごう情じようっぷりである。

　つまらないのでいじってみることにした。

「はあ。冷たいですねトト・ハルネラ嬢は。精一杯働いた結果だってのニ」

「……それはまあ、認めますが」

「ああ何度となく前線に投入されて、それでも生き残るしか能がない戦士なんぞ捨て置けって話でショウカ。大将首をもぎとって、刺し違えて朽くち果てろと。それが男の生きざまであると。意外に泥臭い好みでらっしゃいますネあなた」

「だれもそんなこと言ってませんよっ」

「なんたる無む情じよう。なんたる無む慈じ悲ひ！　でもこれが現実の厳しさデスか。どうせ死ぬなら砂漠の方がいいデス。どうか死んだ時は同郷のよしみで遺い髪はつと巻き布は運んでもらえますか。荷物の荷札には『負け犬在中』と一いつ筆ぴつ添えて」

「いい加減にしてください。言い過ぎたって謝ればいいんですかっ」

「いいえベツニ？」

　ようやく言葉を引き出せたと、意地悪くハセムは笑った。

　どうしようもない現状だが、彼女と遊んでいると気がまぎれる。

「なんかこう、いいことないですかネ。こー、ぱっとするようナ」

「ぱっとするようなですか……？　よくわかりませんけど」

　トトは斜めがけの鞄かばんの中から、一通の手紙を取り出した。

「今わたしができるのは、これだけです」

「ハイ？　私にですか？」

「と言いますか、この基地全体にです。五英雄の『名も無き者』、勇者リヒト様がお目覚めになったそうで」

　てっきり郷里から金策の手紙でも来たのかと思っていたハセムは、受け取る姿勢のまま固まってしまった。

「……確かですカ」

「はい。これからイシュアン様たちと、こちらにいらっしゃるそうです」

　バティーヤの魔術に倒れ、今日まで眠りについていた『英雄サマ』。

　彼の存在を欠いてから、どれだけハセムたちが苦戦してきたか。そして目覚めるのを望んできたか。

「どうですハセム・デラ。ちょっとはぱっとしませんか」

「…………十分デス」

　十分すぎる。

　こちらの顔色をうかがい、やや神妙な顔つきのトトに、ハセムは裂けるような笑みを浮かべた。
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　旧王都側の転移門を出て、街道沿いに馬車を走らせ林を抜ける。

　このあたりはまだ、奪還軍の影響下らしい。やがて、壕ほりと柵に囲まれた、基地らしい施設が見えてくる。

「あれが基地？」

「そうですリヒト」

　御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握るハイダルが、理人の質問にうなずく。

　ちょうど食事の準備をしているのか、基地の中から細い煙が何本か上がっている。

「で、あっちが旧王都だ」

　イシュアンも、幌ほろ馬車の屋根の上から教えてくれた。

　こちらは高台にあるらしく、一段下がった地平線の遠くに、王都の尖せん塔とうがかすかに見えた。あそこを落とすことを目標にし、それがかなうことなく今日まで来ているのだ。

「街の氷までは見えないね」

「行けばわかるさ。見るだけなら戦う必要もないからな」

　理人のいる位置からは、足をぶらつかせる彼女の靴の裏だけが見える。

　だが、そうも言っていられないのも確かだった。できることなら、一刻も早く遅れを取り戻したい。

「私たちも、基地は三日ぶりですね。どうなったか聞いておかないと」

　ハイダルが操る馬車が、基地の正門をくぐり、中へと入る。




「勇者リヒトよ！」




　いきなり大声で名前を呼ばれた。

「──この声」

「え、誰？」

「わかんないのかよ。これ、イエンマルド語だぞ」

　そうイシュアンに言われても、地球から来た理人には、みな同じ言葉に聞こえてしまうのだ。

「勇者リヒトよ！　どこだ！　そこか！」

　しかも大声の主は、よりにもよって馬車の進行をふさぐ形で現れた。

　ハイダルが、あわてて手綱を引く。

　理人は驚いて叫んだ。

「──バ、バイヤーン皇おう子じ！」

「しかり。いかにもバイヤーンだ。久しいな、勇者リヒト」

　美び姫きもかくやという端たん整せいな顔に皮肉げな笑みを乗せ、『赤あか獅じ子しカヤジ』の第一皇子は、往おう来らいの真ん中で胸をはった。

「皇子。馬の前は危険ですのであまり無茶は……」

「長い魔女の眠りより覚めたと聞くが？　もう動けるのか」

　ハイダルの苦言を、バイヤーンはきっぱりと無視した。

　彼は豪ごう奢しやな羽つきの兜かぶとをかぶり、イエンマルド風の板金つき鎖くさり帷子かたびらが、ウィルタミアの陽光を受けて、まばゆいばかりに輝いている。背後に控える部下も含めて、完全武装の戦いくさ装しよう束ぞくだ。

「はい。おかげさまで……と言いますか、なんで皇子が？」

「はっ、くだらぬことを聞くな阿あ呆ほうが。このバイヤーンは父たるイエンマルド首長より、勅ちよく使し兵へいの指揮を委ゆだねられている。鋏の使徒打倒は、もはやウィルタミア国内だけの問題にとどまらぬ。王の要よう請せいにより加勢に来た次第よ」

　率直な語りに、驚いた。

　諸外国の助けを借りていると聞いていたが、まさかバイヤーンと勅使の軍まで直じき々じきに来ているとは思わなかった。

「皇子の言っていることは本当ですよ、リヒト。他にもルガリアの独立軍も一部参加しています」

「すごい。一致団結じゃないか」

「まあそれでもやっとこ持ちこたえてるってとこだけどな」

　幌の上からイシュアンがつけ足した。

「ふん。こんな湿気臭い土地。早いところ片づけて、ハミタッドの調ちよう停ていに向かわねばならん。さあ来るがいい勇者リヒト。これから出陣前の打ち合わせだ」

　バイヤーンは、帷子の金属音を響かせながら、基地の奥へと歩きだした。

　そうして強引に案内された基地幹部の作戦部屋には、また懐かしい顔があった。

「ハセムさん！」

「──やあやあ、英雄サマ。おはようございマス」

　部屋の広さは、教室の半分ほどだろうか。壁には騎士団の団だん旗きやイエンマルドの国こつ旗きなどがさがり、大きなテーブルを男たちが囲んでいる。その末席に、ハセム・デラはいた。

　簡素な椅子にだらしなく腰掛けた姿勢のまま、ひらひらと手を振っている。

　昼なのにおはようとは、理人の目覚めを皮肉っているのだろう。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、ハセムさん。ご迷惑かけてすみません。元気そうですね」

「元気？　トーンデモナイ。満まん身しん創そう痍いって言ってくださいヨ」

　ハセムがそう言って、椅子を引く。すると、添え木と包帯で固定されたままの右足が出てきた。理人はさらに焦って、「すみません！」と謝った。

「もーね、右の骨ほね折ったと思ったら左の骨、次から次にキリないですヨ」

「だ、大丈夫ですか」

「──リヒト。あんまりそいつに同情するな。つけあがるぞ」

　横からぼそりと口を挟んだのは、ハセムの隣に腰掛けていたラーナ・エルンだった。

「ラーナ！　来てたんだ」

「こいつはただの神官待ちだ。順番が来れば治る。放っておいても治る。ハイダルは増援でましなのを連れてきたか？」

「いや、僕らだけだけど」

　なにせ急いできたのだ。

「ごめん。連れてきた方が良かったんだ？」

「どうでもいい。余分な手がある状態じゃない。だが、ないならないでなんとかする。こいつが多少鬱うつ陶とうしいだけだ」

　なんと答えて良いものやら。

　ラーナの気き性しようとして、ハセムと水と油の相性なのは予想がついた。だがにこりともせず、多くも語らず、物ぶつ騒そうな確認から入る。これはどう見ても《女剣士》モードのラーナだ。《聖母》の方ではなく。

「とにかくそこで見ていろ。椅子が欲しいならもってこい」

「わかった」

　面倒なので、そのまま立っていることにした。

　やがて、軍幹部による会議がはじまった。

　部屋には武ぶ術じゆつ指し南なん役のラーナの他に、ウィルタミア神聖騎士団の騎士団長、イエンマルド軍代表のバイヤーン、ルガリア独立軍代表の将軍などがそろっていた。

　全体の代表は、エセルバッハ一世から首都奪還を直接指示されている、騎士団長のようだ。

「──では、勇者殿もそろったところで、あらためて確認しよう」

　王宮の円えん卓たくメンバーが機能していた頃には、彼から嫌みの一つや二つも聞いたような気がする。だが、ここでの騎士団長は、そんな余裕もつもりもないようだった。

「今回の作戦は、ウィルタミア旧都ではなく、その前段階たる『水の神殿』の奪還を目的とする」

　テーブルの上には、すでに旧都となったウィルタミア王都の市街図と、その周辺を描いた地図が広がっている。

「あの神殿もおさえられてるんですか？」

　理人は後ろで質問した。

　いわゆる『水の神殿』は、王都の近くにある古こ代だい遺い跡せきだ。理人がこの世界に来るのに使った、重要な施設でもある。もし彼らに潰つぶされでもしていたら、二度と儀式ができなくなるかもしれない。

「ご安心ください、勇者殿。偵てい察さつ隊を派遣したかぎり、重要な施設は破壊されていないようです」

「本当ですか？」

「ええ。なにせあちらも『石持ち』──キョーコ・ミチバを擁ようしておりますから」

　騎士団長の言葉に、なるほどと思う。

　地球へ帰る手段を確保しておきたいのは、理人と同じ。いや──響子の方がより強いのだろう。敵の手には渡したくないのだ。理人たちには。

「そのキョーコ・ミチバは、ふだんは旧王都の王宮内にいます。『水の神殿』を守っているのは、一般の鋏の使徒のみ。なのでできるだけ短期で勝負を決めれば、勝機は必ずある」

「今回は英雄サマもいますしネ」

　末席のハセムが、控えめに発言する。

「どうします、みなサン。せっかくの新戦力ですけど。ありがたく参加していただくんでしょうか」

「それは──できることならば、だが」

「僕、なんでもやりますよ」

　理人は、自分から申告した。それはもう、下働きから偵察まで、使えるものなら使ってほしい。

「なるほど。でしたらこちらの強襲部隊に参加して」

「ちまちま徒党組むより、一人でつっこませた方が動きやすいんじゃないですかネ」

「新しく部隊を新設して」

　男たちが、顔をつきあわせて議論をはじめた時だった。

「──あまり重要なことはやらせない方がいい」

　ラーナが低く異論を唱えた。

「エルン殿」

「リヒト。おまえ、起きてからどれだけ剣を振った？　以前と寸分変わらないか？」

「え」

　いきなりたずねられ、理人も口ごもりかけた。

「……それは、たぶん大丈夫だ」

「たぶんじゃダメだ。あたしは不確定なことを作戦の軸じくに組み込むのは好きじゃない」

「でも」

「私もラーナに賛成だな」

　なんと理人の脇に立つ、イシュアンまで手を上げた。

「ちょっとイシュアン」

「ちゃんと全快するまで、あと月回りで一周ぐらいは調整が必要だと思う。本人は絶対に認めたくないだろうけど」

　不満を言おうにも、

「盗賊の目、なめんな」

　──半眼で釘くぎを刺されてしまった。

　こういう時の彼女は、誰よりシビアだ。相手の力量を冷静に見分ける。

「リヒトに無理はさせない。それでも十分追い風になるはずだ」

　けっきょく二人の女性陣の意見が、最終的な会議の結論になったのだ。

　今すぐにでも役立ちたい気持ちで一杯だったが、そう言われてしまっては仕方ない。

「不満か？　リヒト」

　作戦部屋を出たあと、ラーナがあらためて呼びとめてきた。

「……正直に言えば、ちょっとはね」

　小声で認める。

　別に旧都をそのまま奪還しに行くわけではない。なのに後ろでサポートに徹しろというのは、過か保ほ護ごに過ぎないだろうか。

「もうちょっと役にたつつもりでいたんだけど」

「聖剣に戸惑って尻しり込ごみしていた奴のセリフとは思えないな」

「……まあね」

　彼女の目からしてみれば、未み熟じゆくな弟子が粋いきがっているように見えるかもしれない。だが、こちらもいろいろあったのだ。

「勘違いするな。やる気があるのが悪いわけじゃない。おまえは力量に対して卑ひ屈くつなぐらい弱よわ腰ごしだったからな。それぐらい言えた方がいいとも言う」

「……褒ほめてるんだよね？」

「今回の作戦は、騎士団と勅使軍が中心だ。出番はそのうち必ず来る。あまり焦るな」

「わかってるよ」

「ひさしぶりの戦場だ。腕慣らしのつもりで控えめに行ってこい」

　そう言って彼女は、理人の背を叩き、フィールドへと送り出したのだ。







（……控えめに、ね。監かん督とく。わかりましたよ）

　出がけに聞いたラーナの言葉が、まだ耳の中を回っている。

　バイヤーンたちに交じって基地を出たのが、昼過ぎだった。理人たちはそこから旧王都を迂う回かいする形で、『水の神殿』を目指した。近くにたどりついたのは、二つの太陽も沈んだ夜だった。

　フクロウらしい鳥の声だけが響く森林に、剣を抜いた奪還軍たちがひそむ。

　理人はウィルタミア騎士団長が指揮する、直属の隊に交じった。ちなみにポジションは、列の最後尾。ここ以外にも、バイヤーンが編成した勅使軍の隊などが、複数突入の機会をうかがっているという。

　なかなか次の指示が出ないまま、時間だけが過ぎていく。いつか。まだか。

「──刻ときが来た。行くぞ」

　かと思えば、理人にはまったくわからないタイミングで、突入の合図が出たようだ。

（ほんとにこの世界の時間の測り方はわかんないな！）

　他の騎士たちも、いっせいに林の中を走りだす。理人も遅れを取らないよう、必死に藪やぶを踏みつけ走った。

　彼らが好んで使う、厚く真っ直ぐな長剣が、走る中でときおり鋭く光る。枝で休んでいた鳥が、いっせいに飛び立っていく。

　視界をふさぐ藪を抜けると、やや開けた場所に出る。土の地面に混じって、石いし畳だたみの跡が見て取れた。朽くちて倒れた石柱が、苔こけや蔦つるに覆われて視界をふさぐ。

　神殿の象徴たる精霊の泉はまだ遠いが、ここもすでに遺跡の一部だ。

　松明たいまつを掲げる見張りが二人、石柱の向こうでこちらに気づいた。装備は緑に染め抜いた革鎧。鋏の使徒だ。

「敵襲だ！」

　見張りが叫ぶ。

　騎士団が大声を出して、見張りめがけて襲いかかる。

　理人はそんな彼らの脇をすり抜け、いの一番に斬りかかっていた。

「がっ！」

　見張りが倒れる。返す刀で、二人目の見張りも斬り捨てる。

「次、行きましょう！」

　剣を振り上げる途中で、啞あ然ぜんと固まっている騎士団のメンバーを、正面から手招きし激げき励れいする。

「あ、ああ……」

「さあ早く！」

　先頭をきって走りだす。

「……後こう方ほう支し援えんに徹するんじゃなかったのか？」

　後ろからそんな声もしてくるが、気にしないことにした。

（──ごめん、ラーナ）

　なにせひさしぶりの戦場だから、本調子じゃないのだ。手加減とかうまくできなさそうなのだ。
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　人間、なにごとも慣れるものだと思う。

　バイヤーン・カヤジは、最近とみにそう考えるようになった。

「──時間だ！」

　左手を短く上げ、隊に突入の合図をかける。指揮下の男たちが、いっせいに藪の間を走りだす。

　こちらで奇き襲しゆうをかけようとしているのは、『水の神殿』という現地の言葉にふさわしく、凪ないだ泉を中心にした遺跡だ。空の月が黒々とした水みな面もに映り、間から突き立つ女神像が、これからはじまる争いを監かん視ししているかのようだ。

「進め進め！　ウィルタミアの騎士どもに遅れを取るなど砂民の名折れ！」

　当初ははめられたとしか思えなかった、ハミタッド高地の後始末も、周りにやれと追い立てられるうちに、多少のことはするようになった。その功こう績せきにかこつけて、今度はウィルタミアくんだりまで派遣されるようになったが、これも例によって慣ならされてきている気がする。

　イエンマルドとはまったく違う湿度や気温も、無ぶ粋すいきわまりない戦場の血ち腥なまぐささも、気づけばこなしてしまっているのだ。

　アルメッソは大人になりましてと涙を流して喜ぶが──最近あの男は小こ姑じゆうとを通り越して姑になりつつあると思う──冗談ではない。くそったれだ。

　獣のように吠ほえて闇夜を疾しつ走そうする臣下の尻を、適度に叩くような真似などしたくない。それなのにだ。

「大将首を獲とった者は、このバイヤーンが褒ほう美びをとらす！　離宮の宝も女官も思いのままだ！」

　勅使兵たちは、うおおと気勢を上げ、ますます凶悪な獣と化した。

　激しい雄お叫たけびとともに、我先にと急斜面を駆け下り、遺跡にひそむ敵兵を探して斬りかかっていく。なんだろう、この以心伝心ぶりは。

（──ひょっとしてバイヤーンは、指揮にむいているのか？）

　なんという悲劇。己の優秀さが怖い──。

　聞く人が聞けば、ふざけるなと真面目に悩みそうな独り言を、心の中で呟いていると。

「────があっ！」

　剣と剣が打ち合う戦場に、新たな戦士が乱入した。

（誰だ？）

　どこの兵だ？

　その戦士は、鎧なしの長剣一本で、単身敵の懐ふところへ飛び込み、瞬く間に斬り倒して次に飛びかかる。

　一拍も止まらぬその姿は、戦なのに美しい舞まいを見ているようでもあり、死してなお血に飢えたヴェズナーヤの亡ぼう霊れいのようだった。

（いや、死んではおらぬか）

　騎士団のノロマな連中にしては、こちらに合流してくるのが早いと思ったが、相手が誰だかわかって苦笑がもれた。

　まったく──あの噓つきのペテン師め。相変わらず言うこととやることがチグハグだ。

「な、なんだあれは！」

「速すぎるだろ。病み上がりじゃないのか！」

　せっかくバイヤーンが臣下をやる気にさせたというのに、みな自分の剣をおろして、見守る態勢に入ってしまっているではないか。

「この馬鹿どもが！」

　バイヤーンは後ろからどやしつける。

「そなたら、忘れたのか。あれはアミダラの『鉄てつ籠かご』を、一人で制圧した男だぞ」

　そう。バイヤーンは決して忘れない。交戦不可避の状況をひっくり返し、バイヤーンまでまきこみ変えてしまった不届きもの。これしきの戦は屁へでもないだろう。

　実際、水の神殿は彼一人の独どく壇だん場じよう。こちらが獲るべき大将の首まで、相あい川かわ理人によっておさえられてしまったのだ。
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（──よし。あと一人！）

　はじめのうちは四し肢しの感覚に違和感があったものの、振り切るように剣をふるいに行ったら、多少はましになったような気がする。

　理人のそこから先は、非常にどん欲だった。長い眠りで忘れかけていた戦場のカンを取り戻すため、敵陣の奥へ奥へと斬りこんでいく。他には何も考えていなかったと言っていい。

　もっと。もっと速く。もっと動けるはず。もっと。もっと自分は──。




「──いい加減にしろ、勇者リヒト！」




　加速していく欲求にストップをかけたのは、バイヤーンの怒ど声せいだった。

「……あ、バイヤーン皇子」

「今頃気づいたような顔をするな。何をしていると思っている」

「何って……」

　理人はあらためて、自分の手元を見つめた。

　破魔の聖剣を手にし、蹴けり倒して行動不能にした鋏の使徒に、切っ先をつきつけようとしているところだった。

「……戦ってる？　感じです」

「そんなものは見ればわかる。阿呆か！　貴様は支援に徹するのではなかったのか？」

　神経質な苛いら立だちを全開にし、こめかみをひきつらせているバイヤーン以外にも、理人のリーダーである騎士団長も、苦笑ぎみに理人を見ていた。彼も自分の剣をおろしてしまっている。他の騎士や勅使兵も、完全に棒ぼう立だち。

（あれ？）

　不思議で仕方なかった。どうしてしまったのだろう、作戦の途中なのに。

「わかってないようなので、このバイヤーンが親切に教えてやる。いいかこの南瓜かぼちや頭あたま、貴様が今倒そうとしている鋏の使徒で、敵は最後だ」

「え、そうなんですか」

「ああそうであるとも。よって神殿の制圧は完了だ」

「なんだ。良かったですね」

「良かったではない！」

　雷が落ちた。

「たてた作戦をことごとく無視して、貴様一人で大将首まで獲とりよって。なんのためにバイヤーンたちがいると思っている。少しは遠えん慮りよをしろ！」

「す、すみません」

「殊しゆ勝しような顔をすれば許されると思うな。この我わが儘まま者め！」

　──あのバイヤーンに、遠慮や我が儘について責められる日が来るとは思わなかった。なんてことだ。

（たしかに……遠慮はしなかった）

　たちの悪いジョークのようにも思えるが、言っていることはもっともなのでなんとも言えない。

　本当にひさしぶりで、思う通りに動いてしまっただけなのだ。欲を言えばあと二、三人戦えれば、カンも戻るし詳くわしいところがわかるかもしれないとは、さすがに言えない。

「だいたい貴様は」

「──まあまあ、そこまでにしておきましょう、バイヤーン皇子」

　説教を続けるバイヤーンに、騎士団長も割って入ってくる。

「誰も負傷せずに目的を達せたのです」

「うるさい！　うまくいったのなど当たり前だ！　こやつが一人で手て柄がらをさらっていったのだから」

　確かバイヤーンは、ウィルタミア語が話せなかったはずだし、騎士団長もイエンマルド語が堪たん能のうとは言えないはずだが、なぜか話がかみ合っている。

　がみがみと言い合いが続く一方で、地面に倒れ伏す鋏の使徒が、意識を取り戻したらしい。低くうめき声をもらした。

（ん？　なんか言ったか？）

　理人は、味方の喧けん嘩かを置いて耳をすます。

「…………ここ……す……鋏……者」

　暗闇では、男がどこの国の出身かもわからない。でも理人には問題ない。どの国のどの言語も同じように聞こえる。




　──ここです。鋏の勇者。




　意味に気づいて、戦せん慄りつが走った。

　理人はとっさに背後をふり仰ぐ。急に風が、横殴りに強く吹きはじめた。さっきまで出ていた月も雲に隠れ──いや、違う。

　あれは雲じゃない。

「誰か！　魔術師の人いますか！」

　いきなり大声で叫んだ理人に、視線が集まった。

「貴様、そんな遊んでる場合では」

「魔術師です！　魔法が使える人！」

「──私が何か」

　後ろから、騎士団の隊の、宮廷魔術師らしい男が進み出た。長い髭ひげの、痩やせた小男だ。理人は天を指さした。

「陽光の術、使えますよね。あの月を隠しているものを照らしてくれませんか」

「月を隠してる？　雲では」

「いいから早く！」

　理人に急せかされ、魔術師が半信半疑のまま呪じゆ文もんを唱えた。




『此こは第三の太陽。熱なき光よ溢あふれん！』




　術者が杖を天へ向けると、先端に生まれた光球が一直線に進んでいった。そして上空で一定の高度に達したところで、




『拡散！』




　いっせいに光が炸さく裂れつする。まばゆいストロボと化した光球が、理人の言う『物体』を、闇夜に浮かびあがらせた。

「な」

「なんだあれは──」

　みないっせいに息をのんだ。

　雲のように見えたそれは、固形物だった。

　光にあてられてもなお黒々とした──土、岩がん盤ばん、あるいは木の根。それらが渾こん然ぜん一いつ体たいに絡まり合い、真っ黒い天井として魔術の明かりに照らし出されていた。

　しかも、大きさが尋常ではない。はじめは雲だと思ったのも無理からぬ話で、地球の感覚で言うならヘクタール単位の面積で、それは理人たちの頭上に広がっていた。

　ぱらぱらと、自分たちの頰ほおに落ちてくる黒い粒は、雨ではなく土だ。まだどこか湿った、掘り出したばかりの土。そうとしか言いようがないもの。

「土が……地面が浮いてるのか……？」




『そこまでです。反乱の徒よ』




「！」

　続けて上空から響いてきた声は、理人も知るものだった。

「すいません、ちょっと行ってきます！」

「おい、勇者よ！」

　今のは響子の声だ。理人は聖剣の宝ほう珠じゆに、飛翔を念じた。すぐさま反応が返り、理人はその場を飛び立った。

　嫌な予感がした。猛もう烈れつな胸騒ぎがした。

（路葉──！）

　全速力で土の塊の下をくぐり抜け、そこからさらに高度を上げる。

　そこで理人は、地上からとはまったく別の光景に出会った。

「……こ、れ……王……宮？」

　それは理人もよく知っている、ウィルタミア王都の建造物。今となっては旧王都と呼ばれている、あの街の中央にそびえていた王の居城が、外壁ごと切り取られる形で宙に浮いていた。

　魔術の明かりではなく、天然の満月の光に照らし出されている。

　夢のように美しい、空の箱はこ庭にわ──。




『時は満ちました。これより月回り一周後に、世界の掘くつ削さくと縮小、そして再定義を行います』




　目をこらせば、端にそびえる尖塔の屋根に、緑のドレスを着た少女が立っているのが見えた。以前のように、紙を見ながら喋しやべっている。

「路葉！」

　理人は叫んで、響子のいる塔へと加速する。だが、それを途中で阻はばむ者がいた。

　──やめなさい、相川。勇者リヒト。

　理人の体内の、内なる声。破は魔まの聖剣からだった。

「なんで！」

　──今ここで行かせて、むざむざ討ち死にさせるわけにはいかない。あなたにはするべきことがある。これからも山ほど。

（でも！）

　目の前に響子がいるのだ。あともう少しなのだ。

　到底納得できる意見ではなかった。だが飛翔の能力は、理人ではなく聖剣本体に依存する。剣は自分の意志で、それ以上の飛行を止めた。響子への接近を許さなかった。

「濱はま、野の……っ！」

　柄つかの宝珠が、激しく明めい滅めつする。全身で理人の命令に否いなと言っている。




『これは一番はじめの儀式。鋏の一入れ』




　響子がそう言った次の瞬間、理人たちのいる『水の神殿』から数里離れた大地が、激しい光を放った。

　音もなく天へと突き上がった光の柱は、理人たちの視界をわずかに焼いたあと、消滅する。

　そう──あらゆるモノをまきこんで。




『残す土地に住める者は多くない。あなたたちが足あ搔がいて消えるか、使徒とともに在あるか、よく考えることを祈る』




　浮遊する王宮が、細かな根や土を地上へ落としながら、急速に遠ざかっていく。

　どうやっても聖剣は、理人をここにつなぎ止めるつもりのようだった。

「………………濱野……もう大丈夫だよ。勝手に追っていったりしないから」

　視界から王宮が完全に消えたあと、理人は言った。聖剣はようやく理人を自由にしてくれた。

　あらためて地上に残された、響子の力の爪つめ痕あとを見やり──つばを飲みこむ。

「……あれ……あそこ……王都があったところ……だよね」

　衝撃に思わず目をこすりたくなる。ついさっき、光の柱が炸裂した箇所である。

　月光に照らされた大地には、巨大な穴が穿うがたれていた。真っ黒い、あまりに大きすぎる孔あな。

　かつて街並みがあり人の営みがあったウィルタミア最大の都市が、まるごと消えて穴になっていた。

　その空洞はどこまでも果てがなく──。

（蟲むしの孔あな）

　まるでアーマット岳で見た底なしの穴だ。直径はそれより何倍も大きい。

　──見たでしょう。路葉さんは以前よりずっと強くなってる。聖石の力を、際限なく取り込み続けているのよ。

　聖剣の囁ささやきの証明が、眼下に広がっているようなものだった。理人はいつまでもその穴の中心から、目をそらせなかった。いつまでもいつまでも。
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　地上から持ち上げた王宮が、徐々に速度と高度を上げながら移動をしていく。

　響子はそれを維持し、塔の屋根の上で、必死に声を押し殺していた。

「…………っ、う」

　熱い。体中が熱い。溶けてしまう。汗がどんどんしたたり落ちていく。

　両手で屋根にしがみつき、冷たいはずの建材に体を押しつけ、上がり続ける体温に耐えた。目を閉じ、歯を食いしばり──。

（……終わった、かな）

　ようやく熱のピークがやわらぎ、目を開けた。吐き出す息が、白いもやと化す。

　今度こそ体中が燃えつきてしまうかと思った。

　響子は、屋根にしがみつく自分の右手を見つめた。

　聖石の指輪が三つはまっているが、その金色の環わの接面部分が溶けて、皮ひ膚ふと一体化してきている。黒い石も、指の中で癒ゆ着ちやくして埋まっているかもしれない。

　そんな大変なことになっているのに、響子は無事だ。笑えるほどに。

　ただし、響子が何か大きな力を使うたび、石を中心にして激しい熱が発生するようになっていた。今回の作業はまた格別だった。

「……城飛ばして街一つ消して……大丈夫なの、これ……」

「キョーコ？　どうかしたの？」

　下のバルコニーにいるバティーヤが、声をかけてくる。響子はあわててまくりあげた袖そでを戻し、汗をふいて笑った。

「あはは！　へいきへいき。あんまり眺めがいいからちょっとね」

　実際、綺き麗れいなのは確かだった。折しも空は満月で、雲海の上を移動するのはロマンチックの一言だ。

「我ながらカンドーだよ。空飛ぶお城なんてほら、ラピュタみたいだよね」

「──らぴゅた？　それは何？」

「あたしのいた国でやってたアニメ。アニメもわかんないか。絵つきのお話みたいなものだよ。空にお城が浮かぶの。天空の城ラピュタ」

「それは面白そうね。治めているのはどんな王？」

「そうだね……誰だったかな」

　なんとなく言葉を濁にごす。

　響子がテレビで見た天空の城に、統治するものなどいなかったことを、口にする気にはなれなかった。あの、誰もいなくなった空っぽのお城だけが、広い空を漂っていくエンディング。どこか切なくなったことを覚えている。

　かわりに響子は、別のことを言った。できるだけ明るい声で。

「ねえ。バティーヤ。あたしうまくやれた？」

「上出来すぎるわ。これで世界の再編成の準備が整ったのよ」

「やったね」

　準備段階でこの消しよう耗もうか。

　ぼやきは言わずに飲みこみ、はしゃいだ調子で屋根から飛び降りた。そのままバティーヤのいるバルコニーの中へと入る。

「キョーコ。どこへ行くの？」

「オズマーさんに報告してくる。成功だって」

　スキップしそうな軽い歩調で、塔の階段を降りていく。

「た・い・へ・ん・よ・く・で・き・ま・し・たっと」

　ただし少しでも気を抜くと、足の裏を地面につけるのを忘れてしまうので、気をつけなければならなかった。

　案の定、回廊で顔を合わせた女官が、ぎょっとした顔で凍りついたので、笑ってごまかす。

「あは。ごめんね驚かせて。ちゃんと歩くね」

「とっ、とんでもございません。わたくしは何も」

「ううん、いいのいいの」

　今の王宮内は、自分の意志で鋏の使徒に加入した者だけではなく、エセルバッハ一世に見切りをつけて協力者となったウィルタミア貴族や、その従者や女官なども大勢いた。彼らを怯おびえさせるのも良くないので、できるだけ普通にしていなければならない。

「あ、そうだ」

　響子は、思いついて振り返る。

「オズマーさん、今どこにいるかわかる？」

「……オ、オズマー閣かつ下かでございますか。いつもの魔術師の塔だとうかがっております」

「魔術師の塔ね。わかった」

　再び足音軽く、歩きだす。浮かないように、飛ばないように、ちゃんと二本の足で歩いて。

　大だい理り石せき敷きの回廊で、足音がまったくしていないことまでは、さすがに気づけなかった。







　魔術師の塔とは、ウィルタミア王宮内にある塔の一つだ。宮廷魔術師のための詰め所だったと聞いている。今はもちろん、国王のための魔術師は誰も詰めていない。

　先の戦闘でも壊れなかった、漂ひよう白はくされたように白い塔。空の上でも綺麗に輝いている。

　最上階にある部屋は、筆ひつ頭とう魔術師ハイダル・ワムーの執しつ務む室しつだ。

（……相変わらず、すごい本の数）

　問題の部屋のドアを開けるなり、見えてくる蔵書の数に圧倒されてしまう。

　響子にはまったく読めない本ばかりだが、その本を好んで読みあさる老人がいた。

　かつて『賢さかき者』が使っていた椅子に腰掛け、『賢き者』の机に本を積み上げ、実に楽しそうなルガリア元宰相、レイ・オズマー。

　今は本のおかげで、頭の一部しか見えないが。

「オズマーさん」

「……その声は、鋏の勇者殿かね」

「うん。とりあえず、あなたに頼まれたことは全部やった」

「それは良かった。さすがは女神の石の加か護ごですな」

　打てば響くような返事だが、どこか上の空だ。

「……その本、面白いの？」

「実に。ハイダル・ワムーの読書狂いは有名だけあって、蔵書も一筋縄ではいかないものばかり。どれもこれも今後の研究に役立ちそうですな」

「ふうん……」

　一見して、研究熱心な求きゆう道どう者しやのように見える。野心ある政治家にして、真摯な研究者。そして魔術師。

「あのね──相川君が起きてきたよ」

「ほお。バティーヤの術を破ったと」

「うん。遠くに視みえた」

　彼はもっと近くにやってくることもできたろうに、中空で止まったままこちらに近づかなかった。

「ほほほ。無む謀ぼうな特攻をしないのは、賢い選択と言えましょうか」

「そんなこと言って、ほんとは誰よりも会いたいんじゃないの？」

「おやなぜに」

「あなたの敵だから。魔神アルゴス」

　ずっとずっと、今日この日まで、胸にしまいこんで言えなかった言葉を口にした。口に──してしまった。

　本当はラピュタよりも、ふさわしい言葉があることを知っていたのだ。空に浮かぶ魔神の城を、この世界の人は『夢む幻げん城じよう』と呼ぶという。

（そして相川君に壊された。あなたは封印された）

　ただの疑念だけなら良かった。だがここまで条件がそろえば、もう黙ってはいられない。どこかで確かめなければならないと思っていた。

　かなりの覚悟をもって口にしたのに、向こうからはなんの反応もなかった。

　その事実が、余計に響子を焦あせらせる。

「あたしがしているのは、この世界を救うんじゃなくて、逆なんじゃないの？　滅ぼす側じゃないの？　あなたのかわりに『夢幻城』を作って、世せ界かい征せい服ふくの真似事をさせられるなんてそんな」

「…………悲しいこと言わないでほしいな。キョーコ」

「──っ！」

　向こうの声がいつのまにか、しゃがれた老人から、若い娘の声に変わっていた。二人の間をへだてていた本の山が、はっとするほど白い手によって、脇に押しやられる。誰だこれは！

「滅ぼすなんて、勝手に決めないでほしいよ」

「あ、あたしの！」

　それは、あたしの顔。

　机の向こうで頰杖をつき、上目遣いにこちらを見上げる『魔神アルゴス』は、響子の姿形を完璧に写し取っていた。

「何をあわててるんだい」

「やめてよ！　人の顔コピーするなんて気持ち悪い！　元に戻りなさいよ！」

「そう言われてもねえ──もともと私に原型と呼べる形があるものやら」

「ないっていうの!?」

「ないよ。意識したこともなかったよ。だって気がつけば私という存在は、世界の不備により生み出され、邪気と魔獣でもって存在意義を保ってきたんだからね。ある時は醜しゆう悪あくな怪物として討伐され、またある時は封印の下もとに眠りにつく。今の私は、大半の力を封じられた、本体の切れ端のようなものだよ。何かに化けていないと霧む散さんしてしまいそうだ」

「でも、だからって」

　わからない。こんなもの、こちらを煙けむに巻くためだけのような言い分だ。それでも自分の体と、鏡もないのに向き合うのは、生理的に気持ち悪くて仕方ない。

「お気に召さないなら、こんなのは？」

　アルゴスの輪りん郭かくと服装が揺らぎ、また新しい肉体が現れた。響子はまたも頰をひきつらせた。

　現れたのは、金髪に赤いケープを身に着けた、美しい娘だった。

　盗賊のイシュアン・トロール。

「……やめて」

「はは。やっぱりダメか。面白いね」

　きっと悪い子ではなかったと思う。強くて真っ直ぐで凜り々りしくて。でも、彼女が理人に抱かれている光景は、きっとこの先も忘れられない。どうしても無理だ。

「この格好は前にも化けたから、得意なんだけどな」

「なんでもいいから。ほんとにやめて」

「わかったわかった。魔神は勇者にかなわないものらしいからね。従うよ」

　ようやく魔神は、元のレイ・オズマーの姿に戻った。響子は本気でほっとした。

「まあいいから聞いてよ。はじめの話に戻るとするけどね。あまり先入観で話されると悲しいんだよ。魔神アルゴスはどうしても人を滅ぼさないといけないのかな？」

「──え」

　正面から問いかけられて、なおさら困惑した。

　そんな当たり前のこと聞かれても困る。

「だ、だって。そういう存在なんでしょう？　魔神っていうのは」

「うん。そうらしいとは思うけど、明確に指示を出されて生まれてきたことはないよ。君だってそうじゃないのか？　赤ん坊の背中に神の指示書はついてきた？」

「ない……けど」

「だろう？　ただ漠ばく然ぜんとした本能に従って生きた結果、私は魔獣を生み、魔獣は私の手足としてパナケイア全土を駆け、人は恐怖に陥おちいり、私は人の手によって封印された。二度同じ轍てつを踏んだ時は、さすがに慎しん重ちようにやろうと思ったよ。まずは人間に化けて、人間を観察することにした。それでもまあ、けっきょくは失敗したんだけどさ」

　眉をひそめて頭をかいている。響子はそれを見て抱いた印象に、言いようのない居心地の悪さを覚えた。

　人を恐怖に陥れた魔神のはずなのに、ばつが悪そうに失敗を語る姿はまるで──。

「これはつまり、女神の容量不足に起き因いんする、運命の袋小路なんじゃって思えてきてね。私が原始的な欲求に従い人を滅ぼそうとするかぎり、私は必ず封じられる。決してその道を選んではいけない」

「それじゃあ……どうするの？」

　響子は乾いた声で問いかける。

「あなたは今、何に従ってるの？」

「何も」

「なんにも？」

「そう。だからもう少し、人に寄り添って決めてみることにしたんだ。無暗に滅ぼすことを前ぜん提ていにしないでさ」

　まるで、生まれつきの本能しかなかった赤子が、失敗に失敗を重ね、知恵をつけ、成長していく過程を見ているような。

　魔神は人の姿のまま、胸に手をあてた。

「このレイ・オズマーはね、私が勇者に敗れて目をつけるずっと前から、女神の聖石について考えていたよ。執務が終わったあとのわずかな時間、郷土の資料を紐ひも解とく時こそ至福のようだった。引退後に聖石発掘の旅に出るつもりだったそうだ」

「だからあなたは写し取った。彼の人生ごと」

「うん、そうとも言うね。あるいはバティーヤ・ラルルク。適正幸福問題を考えてきた一派。彼らの純粋な思考も素晴らしい。この部屋にある蔵書もいいよ。君は一冊でも読んだかい？　いま私が読んでいるのは、魔神と人間の戦いの記録だ。私は自分のことを記録して残すなんてしたことがなかった」

　目を輝かせて語らないでほしい。

「こうして読んでみるとね、自分がどうしてどうやって負けたのかがよくわかる。いやいや、勉強になるよ──」

「変よ。魔神なのに……人間が好きみたいなこと言うのね」

　レイ・オズマーの姿をした魔神は、響子の言葉を聞いて、かすかに笑んで立ち上がった。響子は、思わず一歩さがった。

　歩き方も喋り方も目の輝きも、誰にも似ていない。それとも、響子の知らない誰かを模もしているのだろうか。

「そうだね。面白い人間に、沢山出会ったからかな」

　喋るオズマーの外見が、再びイシュアン・トロールに変わり、そこからティーダ・エルンに変わり、さらにはラーナ・エルンへ。

　黒髪の魔術師は、ハイダル・ワムーか。見知らぬ老人の僧そう侶りよにも、彼の肉体はめまぐるしく変化する。そして最後は、

「私は女神が与えたもうた運命に抗あらがいたい。人間を幸せにしてみたいんだよ、キョーコ」

「────」

　響子の大好きだった少年の姿に変わって、響子のことを抱きしめた。

　なんだか苦しく泣きたい気持ちになったのは、その行こう為いの愚かさに違いない。

　こんなことで響子の気が引けるとでも思ったであろう考えもそうだし、魔神のくせに人間の幸せを考えている無む邪じや気きさもそうだ。精せい巧こうなまでによく似た腕の中で、「……ばかみたい」と言うのが精一杯だった。

（あたしも悲しかったよ）

（相川君に選ばれたかったよ）

　でも駄目だった。彼は違う少女のことをその手に抱いた。勇者と勇者は結ばれない。そんな運命のレールそのままの現実があった。

　くつがえらない絶対的な決め事を、それでも変えたいという宿しゆく願がんが、はじめて肌身に感じられた時だった。

　魔神アルゴス。あなたはとても愚かだね。でもその愚かさは嫌いじゃないよ。とってもよくわかるから。

　みんなみんな、手に入らないものを願って抵抗レジスタンスを続けるのだ。時に涙をこぼし、現実に向かってつばを吐きつけながら。
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「──こりゃ、完全に『蟲の孔』だな」

　それが、盗賊イシュアン・トロールの見立てのようだった。

　バイヤーンたちと合流して、前線基地に戻ったあと、日の出を待って再び穴の現場を訪れた。理人としても、自分が何を見たのか、きちんと確かめたかった。

　だが、パナケイアの二つの太陽の下で待っていたのは、確かめるどころのものではなかった。訪れた者を、等しく絶句させる光景である。

　巨大すぎる穴の縁ふちに立ち、イシュアンと二人で果てのない底をのぞき込んでいたが、向こうも理人と同じ感想を抱いたらしい。

「やっぱり。そっくりだよね」

「試しにこの林りん檎ご落としてみるか？　六年ぐらいあとに上から降ってくるかもしれないぞ」

「……いや、たぶんそれまで保たないと思う……」

　あれはイシュアンが右腕につけている、『思い出の護まもり』があればこその奇跡である。

　イシュアンも、本気で言ったわけではないらしく、食べかけの林檎をまた一口ほおばった。

（圧あつ巻かんだよ、路葉）

　ウィルタミア最大の都市が、一瞬にして根こそぎ消滅したのである。自分たちのいた王宮は、綺麗に待避させてからという演出までしてのけた。

　一緒に現場の検けん証しようにやってきた、騎士たちの顔色が蒼そう白はくになっている。目立った弱音こそ吐かないが、戦意を保つのも難しい状況なのかもしれない。

「……この穴、いつか閉じるのかもな」

「え」

「キョーコたちはこの世界の慈じ悲ひが足りるまで、世界自体を縮小したいんだろう。これはなんだって言ったら」

　イシュアンは、無造作に穴の深しん淵えんを指さす。

「世界に空けた穴ぼこだ。目的を達成したいのなら、次は穴のところを縫い縮めて、大きさを減らすよな。もっともっといっぱい穴を空けてからだろうけど」

　簡単に言っているように聞こえるが、それを現実のことに当てはめると、背筋が凍るような話だった。

「……あんまり笑えないね」

「ああ。笑えるようなこと話してないからな」

　イシュアンは、林檎を食べ終えた両手を払って、立ち上がる。

「おーい、ハイダル！　キョーコたちがどこに行ったかわかったか？」

　穴から少し離れたところに、理人たちが乗ってきた馬や馬車があった。ハイダルがそこで、騎士団長と話をしていた。向こうもこちらに気がつく。

「ああ、二人とも。少しいいですか」

「なんだよ」

　理人たちは、そろってハイダルたちのところへ駆けよった。

「いま目撃者の情報を集めていますが、浮遊王宮は北に早馬ほどの速度で移動しているそうです」

「けっこう速いな」

「ええ。このまま飛び続けていれば、行き着く先は国境かアーマット岳か……」

「それじゃ完全に『夢幻城』じゃないか」

　皮肉げな笑いを浮かべるイシュアンに、ハイダルもまた否定はしなかった。

　夢幻城。それは魔神アルゴスが、復活の時に出現する虚こ空くうの城である。

「まあ、さすがにそこまで再現してしまっては、現在の支持者も納得しないかもしれませんが」

「どうだかな」

「ともかく、このままにはしておけないよ」

　理人は言った。

　みなわかっているはずだった。響子たち鋏の使徒は、こちらの暦こよみで一週の後、本格的な『縮小作業』をはじめると言っている。目の前にあるこの光景以上のことが、世界中で行われるのだ。絶対にくい止めなければならない。

（できるのか？　どうやって？）

　そんな風に思う心を叱しつ咤たする。前門の魔神アルゴス。後門の路葉響子。さらには現実に空いた大穴を前にすればするほど、途方もない気持ちになるけれど、放ってはおけない。

「──ハイダル殿。イシュアン殿。ここはかねてよりの作戦を行う時じ機きではないか」

　騎士団長の言葉に、はっとした。

　理人がハイダルの方をうかがうと、彼は眉間に皺しわを寄せ思案している。イシュアンも同じ。

　なんだろう、この反応は。

「作戦って？」

「……おまえには関係ない」

「トロール殿」

「あの件はダメだって言ったはずだろ。終わった話だ」

「だがもう他に手段が」

「忘れろ騎士団長」

「イシュアン、どういうこと？　僕にも教えてよ」

　理人が食い下がると、イシュアンはしぶしぶといった調子で口を開いた。

「……おまえがいない時に、考えてた策があるんだ。本当に最終手段だけど、キョーコたちに対抗できるかもしれない」

「ほんと？　すごいじゃないか」

「でも私は反対だ。できることならやりたくない」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ。やれることがあるならなんでもやらないと」

「だってそれをやったらおまえは！」

「僕？」

　思いがけない反論に、不意をつかれる。

　イシュアンは、口がすべったとばかりに唇を嚙んでいる。

　自分がいったい、どうなるのか。

「イシュアン。どうかその件は、私から話させてくれませんか」

　気まずい沈ちん黙もくの中で、ハイダルが言葉を継いだ。

　彼はイシュアンよりも穏やかな語り口だったが、目の覚悟は並大抵のものではなかった。

「ひとまず、ここから場所を移しましょう。王にも状況を報告しなければなりません」







　再び基地に戻ってみると、新王都のトムカムから、ウルスラがやってきていた。

　トトと一緒に、診療室でハセムの治療にあたっている。

「痛いのですか？　どれくらい？　これぐらいですか？」

「あだ！」

「この程度ですね。よくわかりました」

　彼女は治療台に上がるハセムの足をまじまじと見つめ、スイカの出来を確かめるように患部を叩き、悲鳴を合図に祈き禱とうへ移る。




『女神の腕よ。この者へあまねく慈悲を。癒しの風を』




（い、いいのかな。そんなんで）

　だが、理人の心配をよそに、やわらかな祈りの声が、女神の奇跡を呼び寄せる。ウルスラの両手が光り、ハセムの足にあてられる。

「……あのですね、もうちょっと優しくできないもんですカネ」

「仕方ありません。見習いですから」

「いや、そっちじゃなくて拳こぶしですよ。拳で叩くのは技能以前の問題でショウ」

「ウルスラさん。このあとまだ三人待ってるそうです。ちゃっちゃといきましょうちゃっちゃと」

「はいちゃっちゃといきます」

「もう曲がってくっつかなきゃなんでもいいですヨ」

　──まだまだ治療には時間がかかりそうだったので、邪魔はしないでドアを閉めた。

（すごいなウルスラは。本当に活躍してるんだな）

　やり方はともあれ、砂漠の地下神殿で、自分には何もないと言っていた頃が噓のようである。やりたいこととやれることを見つけ、みなの力になっている。

　自分は──どうだろうか。

　理人は、ハイダルに指定された作戦室を訪れた。

　中にはまだ誰もいなかったが、こちらがドアを閉めようとしたところで、ハイダルがやってきた。

「やあ、お待たせしてすみません」

「大丈夫だよ。僕も今きたところ」

　あらためて、中のテーブルに差し向かいでついた。

　ハイダルの後ろ──ちょうど部屋の壁に貼られたウィルタミアの国旗や、騎士団の旗が目に入る。真新しいものではない。混乱の中で持ち出したものなのだろう。

「それで、作戦って？」

　理人が聞くと、柔にゆう和わな表情を作っていたハイダルは、より顔を引き締めた。

「キョーコ・ミチバは──あなたのご友人は、変わりありませんでしたか」

　いきなり話が飛んだ気がした。

「……変わりないっていうより、もっと強くなってたよ。賢者の石の力を取り込み続けてる。聖剣に今は行くなって止められたぐらいだ」

「そうですか。その状態で制御を続ける彼女の能力も、なみなみならぬものがあるのでしょう。オズマーが魔神であると判明する前、鋏の使徒打倒には彼女を止めることこそ急きゆう務むと考えていました」

「そうだよ。それは今も変わらないと思う」

　鉄壁の切り札。そして世界を切り整えるための鍵かぎ。

「ええ。ですから、そのために立てた作戦です。キョーコさんを強制的に『地球』へ送り返します」

「────」

「今度は、幻術ではありません。物理的な移動を伴ったものです」

　耳を疑った理人に、ハイダルは重ねて言った。

「……できるんだよね？」

　かすれた声で、慎重に確認する。

　もうバティーヤの時の二の舞はごめんだった。ハイダルは、深くうなずいた。

「トトやローグとともに、占せん術じゆつで界渡りの吉日を占ってきました。あと六日と半日後に、千日に一度の吉日が訪れます」

「でも、儀式は複雑なんだろう。まさか路葉を水の神殿まで連れていくつもりじゃないよね」

　彼女は今、浮遊王宮で移動中なのだ。それでなくとも捕ほ縛ばくは困難をきわめるだろう。

「儀式に最低限必要な要素を、洗いだしています。私が分析するかぎり、神殿の水とそこに棲すむ精霊たちさえいれば、条件はそろう」

「それじゃあ」

「あなた方が水の神殿を奪い返してくださったおかげで、水の採取と精霊の封じ込めができます。これをもってキョーコ・ミチバに接近し、界渡りの術を私がかけます。ウィルタミア王国筆頭魔術師、ハイダル・ワムーの名にかけて」

　賢者の石は、異世界の人間しか持つことができない。そして、異世界から地球に戻ってきた時点で、時間は巻き戻されすべての装備を失う。

　鋏の使徒は、要かなめの鋏をなくすのだ。

「……確かに、いけるならすごいことだよ……」

「ただしリヒト。一つだけ問題があります。この作戦は、水の神殿を事前に打ち壊すことが不可欠です」

　高こう揚ようしかけた理人に、ハイダルは冷静に告げた。

「キョーコ・ミチバを『ちきゅう』に転移させても、また新たに召還し直されると、振り出しに戻ります。そうならないために、界渡りの術をかけられるのは、彼女で最後という状態にもち込まないといけません。物理的に」

　言われたことを理解するのに、しばらくかかった。

　どうしてハイダルが、そんなに悲痛な顔をしているのか。いったい何が問題なのか。

（ああ）

　そうか。つまりそういうことか。

「僕も二度と地球に戻れないってことだね。神殿がなくなるから」

　ハイダルはうなずいた。

「これしか道はないとなっても、イシュアンは反対しました。あなたのことを無視できないと。吉日の日にあなたを『ちきゅう』に戻してから神殿を壊し、キョーコ・ミチバとの決戦に臨のぞむという次善策もありますが、時間的に厳しいようで──」

「いや、いいよ。そんなの考えるだけ時間の無駄だ。僕はみんなと戦う」

　答えは、自分でも驚くほどすっきり出た。迷わなかった。

「今はアルゴスの件もある。ハイダルたちだけじゃ厳しいよ」

「リヒト。よく考えてください。本当に後悔しませんか。二度とご両親にもお会いできなくなるのですよ」

「考えるだけなら、もうさんざんやったんだ」

　そう。あの夢の中で。何百何千何万回と。

　どんな条件を並べても、この地に帰る以外の道はなかった。

「好きな子がここにいるんだ。彼女と一緒に生きるんだ」

「──な」

　口を開けるハイダルに、理人は笑った。

「わ、私は、真面目に話して……いや、そうじゃないですね。きわめて真面目な話なんですね」

「そうだよ。真面目だよ」

「なんてことでしょう……」

　テーブルに肘ひじをついて頭を抱えているハイダルが、おかしくて仕方ない。

　彼は真剣に考えこみ、ようよう口を開いた。

「……昔、私は言いましたよね。あなたには選択肢があると。ご両親のいる故郷に帰るか、あるいは」

「この地で新たに家族を作るか」

　言葉を継ぐ。

　──あの時彼は、それを戯ざれ言ごとだと一いつ蹴しゆうした。

「選択肢がなくなりました」

「違うよ。僕は選んだんだ。ハイダルの先せん見けんの明めいってやつだよ」

　どれだけ感謝しても足りない。

　うつむいた彼が顔を上げると、目が真っ赤だった。

「さすが賢き者だ」

　そう言うと、「泣かさないでください」と笑った。

　そうして、相川理人の最終的な道行きが決まったのだと思う。







　──夜になった。

　さんざん探し回ったイシュアン・トロールは、基地内に用意されていた天幕ではなく、乗ってきた馬車の幌の上にいた。

（なんだ。そこか……）

　理人は拍子抜けしてしまう。

　そうやって幌の上に寝そべっていると、王様の寝台で寝ているようで気分がいいのだと、前に聞いたことがある。

　確かに天然の空を褥しとねに、星を寝物語の枕とし、さぞかし気分がいいことだろう。

　長い金髪の毛先が、幌の屋根から猫の尻尾しつぽのように垂れ下がっている。本当に、人間を探すよりは猫を探すような気持ちでいた方がいい相あい棒ぼうだ。

　さあ起きてくれ、イシュアン・トロール。猫のような盗賊の君。言いたいことが沢山あるのだ。

「──いでっ！」

　黙って髪の尻尾を引っ張ると、彼女が飛び起きた。

「な、何する──」

　こちらが笑って手を上げると、はっと息をのむ。

「やあ、イシュアン」

「…………リヒトか」

　そんなに苦虫を嚙み潰したような顔をしないでほしい。

「ハイダルから話、聞いたんだろ」

「うん。聞いた。けっきょく今の今までかかっちゃったよ」

「私は反対したんだ。あんなのいくら生き延びる道だからって、おまえだけ犠ぎ牲せいにするみたいなやり方は卑ひ怯きようだって──」

「賛成したから、打ち合わせしてたんだ」

「そう賛成って──ええええ!?」

　イシュアンが、幌の縁にしがみついて身をのりだした。

「おまっ、き、気は確かか。そうかいつもの出来すぎ君的自じ己こ犠ぎ牲せいってやつか」

「違うよぜんぜん」

「よく考えろ。空気読んでもいいことないぞ。二度と『ちきゅう』に帰れなくなるんだぞ」

「ハイダルと同じこと言うんだなあ」

　この二人、性質は真逆だが、律りち儀ぎなところはそっくりなのかもしれない。

「同じもなにも、当たり前のバカを言われたら誰でもつっこむもんだろ──」

「うん、そうかもしれない。でも僕も同じことを返すしかないよ。僕はここにずっといたいからそれでもいいんだって」

　頭が痛いとばかりにこめかみをおさえているイシュアンが、遅れて顔を上げる。そんな仕草まで似ていて、笑ってしまえると同時に愛いとしさがこみあげてくる。

　それは彼女が、長年の相棒であると同時に、女の子だからに他ならない。

「もう一度言うよ、イシュアン・トロール。君が好きだよ。ここでずっと暮らしていきたい」

「おまえ──」

　そこから先の呟きは、喋ろうとしてもうまく言葉にならないようだった。彼女は口を開けようとしてはつまり、言葉を選んではまたつまり、けっきょく、くしゃくしゃの顔のまま馬車を飛び降り、理人の胸に飛びついてくる。

「良かった。やっと言えた」

「このバカ」

「バカ以外に言うことない？」

　耳元に聞いてみると、イシュアンは相当無言を貫いたあげく、「…………だいすきだ」と返してくれた。理人は笑った。ただもううれしくてうれしくて、そのまま持ち上げてぐるぐると回りたいぐらいだった。

「ちょっ、リヒト。くすぐった！」

「うれしいからさ」

「私は、私だぞ。魔神じゃない」

「うん。そうだよ。生き延びようよ。がんばってさ」

　かわりに振り回されていたイシュアンは、あらためて理人の首元に抱きつき、無言でうなずいた。何度も、何度も。

「…………おまえを死なせたりなんかしない。ぜったいだ」

「ありがと。僕もだ」

　言葉をかわし、抱きしめる腕に力をこめる。そうすることで、寄る辺べない足下に光が灯ともる気がした。

　光の道しるべをたどっていけば、そこが自分の帰るべき場所になるのだ。




　愛しい故郷のために。戦う理由が、もう一つ増えた。
















　作戦の開始まで、あまり時間がなかった。

　イシュアンたちは、それぞれの持ち場に分かれて、反撃に出る準備を進めた。







「──なあおい、ハイダル！　水ってどれぐらい必要なんだ？」

　現在イシュアンは、ブリキのバケツを片手に、『水の神しん殿でん』の泉に分け入っていく最中である。ブーツを脱いで、素足の臑すねまで濡ぬれて。感覚がなくなりそうなほど澄すんで冷えた水である。

「ハイダル！　ハイダル！　ハイダル！」

「お待ちください。そうですね……そのバケツの容量でしたら……四分の一もあれば十分でしょう」

「はい四分の一ね四分の一」

　吞のん気きな口調に腹が立つ。手元の手帳を見ながら答えるハイダルに、イシュアンはやけくそになりながら返した。そうでもしないと凍こごえそうなのだ。

「あっ、イシュアン！　そのへんの砂は入れないようにしてくださいよ。精霊は濁にごり水を嫌います」

「……もっと早く言え！」

　すくったとたんにつけ加えられ、また一からやりなおしだ。

　そうして採取してきた水を持って、岸辺のハイダルたちのところに戻ってくる。

「お疲れさまです」

「おまえ、自分でやってみろって言うんだよ。霜しも焼やけになるぞ」

「大げさですよイシュアン。リヒトだって通ってきた場所ですよ」

「……おまえな」

　にっこり笑って返される。この糸目男、理り人ひとの名を出せば勝手に黙り込むと思っていないだろうか。

「ああ、本当に美しい水ですね。協力を願いますよ精霊たち」

　当のハイダルの興味は、イシュアンが採とってきたものだけである。

　彼は言って、指先に水をつけると、そのまま天へと持ち上げる。水みず飴あめを練り上げるように水みな面もが持ち上がり、透明な若い人間の姿に変わった。

（これが、水の精霊か）

　水から水へ、界すら乗り越えて出現することができる、唯一の存在だという。

　彼女たちはそこからさらに三人に分ぶん裂れつし、ころころと高い声で笑いだす。

　簡単に水のポテンシャルを引き出してしまう、ハイダルの魔術師としての錬れん度どもすさまじいものがあるが、問題はその先だ。

「じゃあハイダル。必要なものはそろったんだろう」

「ええ。必要最低限ギリギリですが」

「それはもとより承知の上だろ。トト、出番だ」

　イシュアンは、背後でしゃがみこんでいた少女に声をかける。

　いきなり水を向けられた、見習い魔術師であるところのトトは、「うえっ」と彼女らしくない悲鳴を上げた。

「ほ、ほんとにわたしがやるんですかあ？」

「他に誰がいる。景けい気き良くかましてやれ」

「……他に……ハイダル様とか……いえいえとんでもありません。独り言ですはい」

　トトは肩を落としてぼやきながら、白木の杖を持って歩きだす。

　イシュアンたちは、まきこまれないよう、バケツごと脇に移動する。バケツの中の精霊も、不定形にうごめいている。

　トトはこれから、魔術でこの神殿の泉を破壊するのだ。

　大げさなほどの深呼吸のあとに、トトによる呪じゆ文もんの詠えい唱しようがはじまる。

「……やはりリヒトを呼ぶべきだったんじゃないですか」

　トトから視線を動かさずに、ハイダルが呟つぶやいた。

「あいつはいいって言ったよ」

「後悔しそうだからですか」

「わからない。でも、そう言われて無む理り強じいするもんでもないだろ」

「確かに、私たちの感かん傷しようですね」

　そう。ほんのちょっとでも罪悪感を軽減できないかと、考えそうになるのだ。

　詠唱は続き、トトの周りに風が吹きはじめる。杖に細かな火花が飛ぶ。そして、




『破壊の業ごう火かよ！　運命の竈かまどよ！　ここに開かれよ！』




　綺き麗れいなウィルタミア語で、破壊の呪文が発動した。

　泉の中の女神像や柱が、炉ろで熱したように赤くなり、さらには泉の水が、大量の蒸気と化して消滅した。トトによる、激しい加圧と加熱の魔術である。

　もくもくと大量にたちこめる水蒸気で、息を吸うのもためらわれるほどだった。

「……こ、こんな感じでいかがでしょうか」

　だが、目的は果たされた。

　視界を覆っていた湯気が薄れると、もとから崩れていた女神像が、急激な温度変化で真っ二つに割れているのが見えた。からからに乾いた泉の底。ひび割れた粘ねん土ど状の地面が、大きく露ろ呈ていしてしまっている。

　相変わらず、加減知らずの魔法を扱わせれば天下一品だった。

「よしよくやった。上出来だトト！　これなら誰にも使えない」

「ほんとにほんとにいいんですねー」

「だからいいって言ってるだろ」

　──これで相あい川かわ理人は、二度と地球に戻れない。

　唯一残った水と精霊は、路みち葉ば響きよう子この送そう還かんに使う。

　イシュアンは、あらためて隣のハイダルを見上げた。

「どうだ。もう後戻りできないな、私たち」

「ええ。最善をつくすのみです」

　自分たちの手で、大事な人間の退たい路ろを断った。そのことは、生しよう涯がい忘れてはいけないだろう。

「責任とって幸せにしてやらないと」

「──女性がそれを言うんですか？」

「？　いけないのか？」

「いえ。そんなことはありません」

　吹くのをこらえるハイダルが、不思議で仕方ない。イシュアンにとっての、大事なモチベーションなのだ。

　好きな男に、好きだと言ってもらった。あたたかくて幸せな気持ちになった。だから、それを彼にも返したい。

　足下では、切り札の精霊たちが、お喋しやべりをやめて水に戻っていた。

（ごめんな。おまえたちの家もなくなっちゃったな）

　ここ以外の泉で暮らすのも、争いの種になる。恐らくは、界を渡った先の泉で暮らしてもらうことになるのだろうか。

（『ちきゅう』には、いい水があるのかな）

　あとで理人に聞いてみよう。すべてが終わったら、ちゃんと確かめてみるのだ。

「さて。では行きましょうか。これを持って、キョーコ・ミチバに接近しなければなりません」

「ああ。こっちの役目だ」

　理人たちには理人たちで、外すことのできない大事な役目が、ある。
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　やはりどこかで、センチメンタルになるところはあったのかもしれない。




「──ちょっと英雄サマ。英雄サマ？」




　くり返しハセムに名前を呼ばれて、理人は我に返った。

「……あ……ハセムさん」

「なんですかそりゃ。傷つきますナア。いくら相手が私だからって、対戦中に意識飛ばさないでくださいヨ」

「いや、ほんとすいません！　何考えてんだ僕は」

　ハセムの言う通りだった。

（時と場合を考えろって）

　現在理人とハセムは、基地内で訓練の真っ最中だった。他の兵士に交じって、調整ができる貴重な時間である。

　怪け我がから復ふつ帰きしたばかりのハセムも、長い眠りから覚めたばかりの理人も、今度の『総攻撃』では中核メンバーになる。敵対する鋏はさみの使し徒とが、地上の整理縮小をはじめる前に、こちらから仕掛けて野や望ぼうを阻止することが、『総攻撃』の大きな目的だ。

　正面から浮遊王宮に攻め込み、相手の攻撃を一手に引き受け、魔神アルゴスや魔女バティーヤを叩たたくのが、理人たち陽よう動どう攻撃班の役目だ。特に理人は、破は魔まの聖剣で対アルゴスの中心になって動くことを期待されている。万全の態勢に持っていかなければならなかった。

　得物の槍やりに体を預け、ハセムは半眼になる。

「そんなに神殿の方が気になるってのなら、一緒に行きゃよかったじゃないデスカ。誘われてたんでショ？」

「いやあ……僕はこっちの班の人間だし」

　理人は頭をかいた。あまり説得力がないかもしれないが。

　攻撃班がいる一方で、裏から『鋏の勇者』こと路葉響子に近づき、彼女を強制的に地球へ送還することを目的とする送還組がいる。ハイダルやイシュアンだ。

　イシュアンたちはその送還組として、今頃は『水の神殿』に行っているはずだった。本来は別班のはずのトトも引き連れ、神殿の泉の水を採取し、あとは敵の利用を防ぐために施設自体を破壊すると聞いている。

「今更後悔してるってとこですカ？　もう帰れないんデスヨ。わかってます？」

「わかってますよ……」

　わかっているからむしろ、なのだ。

「むしろ僕としては、もっと動どう揺ようしたりぐらついたりするもんかと思ってたんですけど。意外とあっさりしてるんですよね。だからかえって意外で……」

「物思いにふけってしまったと」

「はい」

　自分でもこの落ち着きぶりはなんなのだと、いろいろ理由を考えているうちに、ついつい手元がお留守になってしまった次第である。

「へーえ。つまりあれですか。盗賊サマといるって腹くくったせいですかね」

「ああ。かもしれないですね」

　理人が笑うと、ハセムは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような渋面になった。

「……もーどうなっても知りませんヨ。あの人とか」

「あの人？」

「私の口からは言えません。恐ろしくてとてもとても。せいぜい寝ね床どこの確認はした方がいいですよ。すごいもの仕込まれないようニ」

「……は、はあ……」

「コワヤコワヤ」

　いまいちよくわからないが、忠ちゆう告こくは忠告として受け取っておいた方がいいかもしれない。

「……でもま。実際、惚ほれたはれた抜きにしても、迷いがないってのはうらやましい話ですヨね」

「ハセムさんでも、何か迷ってるんですか？」

「そりゃ迷いますとも！　何いってるんですかアナタ。さまよえる砂漠の羊も真っ青ですヨ私は。ああ死にたくない怖い面倒なのはイヤだ。できることなら逃げだしたい。今からでもあっちに寝返ったら生き残れるかしらんとか」

「でも、ずっとここにいるんですよね」

「そうなんですヨ。悲しいかな、残念な馬鹿姉があっちにいる以上はね。まったく迷惑な話ダ。いなけりゃなんとでもなるもんを」

　ハセムは大げさすぎるぐらいにため息をついている。

　でも気づいているだろうか。ただ姉が敵側にいる。たったそれだけで選択肢がなくなってしまうハセムこそ、迷いのない生き方そのものではないだろうか。

　きっと彼は、認めたがらないだろうが。

（人の気持ちは、難しいな）

　他人のことなら多少は見通せるのに、自分のことだとさっぱりだ。

　だからこそ人は、自分以外の誰かを必要とするのかもしれないけれど。

「これが全部終わったら、何するつもりですか。ハセムさん」

「全部？　そーですネエ。バーゼルでぱーっと遊びますか。散財散財。いい酒といい女。蒸し風呂入ってうまいもん食って……」

　饒じよう舌ぜつに夢を語るハセムの話を、隣で聞いている時だった。




「──総員、注目！」




　いきなりラーナが、杖をついて訓練場に入ってきた。理人たちは、あわてて語るのをやめ姿勢を正した。

「いいかよく聞け。捜索隊が、浮遊王宮の場所を特定したそうだ。今はアーマット岳の北、ルガリアとの国境に着陸しているらしい」

　他の兵士たちが、互いに目配せをしてざわめく。理人も内心興奮した。

　ついに攻勢の時が来たのだ。

「……さすがにもろ『夢む幻げん城じよう』に成り代わる趣味はなかったですカ」

　ハセムがぼそりと呟く。

　ラーナの連絡事項は続いた。

「転移門を使って、順次移動を開始する。日没までに準備を終えること。いいな！」

　はいと呼応の声が重なる。

（ついに来た）

　総攻撃。決戦の時だ。

　鋏の使徒と、バティーヤと、魔神アルゴスと、路葉響子。あらゆるものに決着をつける時がやってきたのだ。

　まずは各部隊ごとに基地を出て、旧王都郊外にある転移門の拠きよ点てんへ移動する。そこからさらに班ごとに分かれて、目的地へ転移させていく。

　言うはやすしだが、宝ほう珠じゆと魔方陣は一つしかなく、時間はかかった。

「──ウルスラ！」

　神官見習いの少女は、医い療りよう班の一人として、作戦に参加することになっていた。

　理人が彼女を見つけた時、彼女は周りから一人離れて、木の根元に向かって座り込んでいた。髪を隠すベールと、白い祭服の後ろ姿。

「……あ、リヒト」

「どうしたの。気分悪いとか？」

「いえ。もしかして時間でしたか？」

「うん。君たちの番が来たから、呼びに来たんだけど──」

　立ち上がった彼女の手には、幼虫を入れた瓶びんがあった。

「……蛇へびと蜘く蛛ものごはんか」

「はい。今のうちにと思って」

　腰の籠かごを見る目は優しい。理人もつかのま、表情がゆるんだ。

「僕も手伝うよ」

「そんな、リヒトの手を煩わずらわせるわけには」

「二人でやった方が早くすむよね」

　先にしゃがみこんだので、ウルスラもそれ以上固こ辞じはしなかった。このあたりの機き微びは、理人もだいぶ心得たのだ。

　根のはる地面を掘り起こし、中で眠っている幼虫を探す。

　同じように虫探しにつきあったことがあった。あれはいつのことだったろう。

「──リヒト」

「ん？」

「いきなりすみません。わたしは、あなたのことが好きです」

　驚いて顔を上げれば、隣にしゃがみこむウルスラが、真っ直ぐこちらのことを見ていた。何度瞬きをしても、変わらない。澄んだ宝ほう玉ぎよくのようなまなざし。

「冗談ではありません。真剣にそう思っています」

「……僕を？」

「はい」

　理人は言葉につまり、土で汚れた手で、真ま面じ目めに顔を覆おおってしまった。

「あー……」












「リヒトは、わたしのことが嫌いですか？」

「そうじゃない。そうじゃない、けど」

「けど、なんですか」

「僕さ……好きな子いるんだよ。大事な子で」

「そうですか。だからなんですか？」

「は？」

　思わず理人は、手を離してまじまじと見返してしまった。ウルスラは「リヒト、土が」と自分の頰ほおをおさえ、理人は理人で「え、どっち？　右？　左？　こっち？」とあちこちをぬぐいはじめる。

　なんとか土を落とすことに成功すると、

「──だからそうじゃなくて！」

「ええ。本題に戻りましょう」

　ウルスラも眉一つ動かさずに同意する。

「僕はさ、ウルスラ」

「好きな方がいらっしゃるんでしょう。イシュアン・トロールさん」

「や──知ってたの？」

「もちろんです。遅れに遅れてようやっと両想いになったようで。おめでとうございます」

「そ、そうなんだよだからさ」

「でもイシュアンさんがあなたの正せい妻さいになるのなんて、今更の話です。これは男として果たすべき義務のようなものですから、気を楽にしてわたしを妻にしてくれませんか？」

　理人は口を開けたまま、なかなか閉じることができなかった。

「…………は、話が、みえない……」

「第一夫人から第四夫人まで、父には四人妻がおりました」

　確かにそうだったが！　その通りだったが！

（アラブの一いつ夫ぷ多た妻さい制せいじゃないんだから！）

　文化の違い、価値観の違いというものに、いま自分ははじめてぶち当たっているのかもしれない。馬鹿みたいな話だが、魔法がある、魔獣がいるという違い以上の衝撃を受けているような。

「僕のいる国じゃ……重じゆう婚こんは認められていない……」

「そのお国は捨ててパナケイアに骨をうずめるのでは？」

　またも正論をとかれた！

「ちなみにわたしも調べましたが、ここウィルタミアでは、一夫一妻が大多数ではありつつ、法律で夫や妻の数を明記するものはないようです。貴族階級や郷ごう士しの家いえ柄がらでは、慣かん習しゆうとして正妻以外の妻を持つことも認められており、判例の一つとして──」

「法の穴まで埋められた！」

　なぜだろう。泣きそうだ。

「ルガリアにまで行かれてしまうと、少し困りますね。あちらは法ほう律りつ婚こん自体が存在しませんので。まあ逆に平等で良いとも言いますが」

「いや、そういう問題じゃなくてね。そういう問題じゃ……」

「ああ、でももう時間です。さすがに行かないと」

　混乱のきわみの理人に、ウルスラはあっさりと言った。

「ウルスラ。ちょっと待って」

「死なないでくださいね、リヒト。こんな問題を残して、死ぬに死ねないでしょう？」

　淡い微笑ほほえみは、彼女にとって最大限の笑いかもしれない。

　だから理人は、それ以上追及することができなかったのだ。

　──もしかしたら、このやりとり自体が、決戦を前にした盛大なエールであり、トリックかもしれない。そんな可能性さえ匂におわせて。

　でも、やっぱり本物かもという動揺もあり。

「……わかったよ。じゃあ、次で」

「ご武ぶ運うんをお祈りしていますね」

　イエンマルド人の特徴である、薄いベールをなびかせて、ウルスラは転移門のある建物へと走っていった。

　見送る理人は、あらためて地面に転がった。頰の熱がまだ引かない。

（死ねないよ、確かに）

　ものすごいものを受け取ってしまったような気がした。
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　──全体の三割五分。

　この数字をどうとらえるかは、判断が分かれるところかもしれない。

　響子がこれから、削さく減げんする陸地の面積だ。

　適てき正せい幸こう福ふく問もん題だいのエキスパートが算出した数字らしく、バティーヤがくれた計画書には、響子がどこを削りどこを残すか、そしてどのタイミングで圧あつ縮しゆくするか、こと細かに書いてあった。

「……うちに協力してくれる人たちの土地は残すとして……やっぱりウィルタミアが一番減るんだね」

　王宮内の居室で、響子はソファに腰掛けている。

　もともとは、別の人が使っていたであろう部屋だ。それでも一番しっくりきたので使わせてもらっていた。

　具体的には広すぎず狭すぎず、壁紙の色が気に入っている。右手に熱い茶の入ったティーカップを持ち、膝ひざには色分けした地図を広げて。

　窓の外の景色は、もうずっと雪景色のままかわらない。

　王宮を着陸させ、本格的な縮小計画がはじまるまで、このままだと聞いている。

　正直に言うと、一度地面に降ろせるのはほっとした。これだけのものを飛ばしたまま、世界を縮めるほどの作業をするのはきつい。

「一番大きな国だったわけでしょう。減る土地も多いのは公平なことだわ」

　空になったティーポットをトレイに戻しながら、バティーヤが答えた。

「うん。そうなんだろうね」

　くれた地図の上では、国土の半分を再編成で失う形になっていた。

　誰より栄え、この世界に君くん臨りんしていたというのに、新しい世界では原型をとどめず地方の一部分になってしまう。なんだか皮肉な話だ。

（どこが中心とか、そういう考え方もおかしいのかもしれないけど）

　なにしろこれからバティーヤたちが創る世界は、まったく新しい世界。国境も法律も、慈じ悲ひに満ちた世界にふさわしいものになるという。

「バティーヤ、いま笑った？」

「──ごめんなさい。気を悪くしないでね。世界を救う人間が、こんなに普通の女の子なんて、女神でさえ予想がつかなかったでしょうと思って」

　響子はバティーヤの言葉を、素直に受け取ることができなかった。

　普通。普通とはなんだろう。

　指ゆび輪わの力は日に日に増大の一途をたどり、振り回され、体は化け物じみてきているのに。

　ドレスの袖そでで隠した指のつけ根が、今もじんわりと熱い。

「あたしって、まだ普通の女の子だと思う？」

「普通よ。とても普通」

「あたしたちは普通？」

　仲間に魔神さえ引き入れて、世界を変えようとしているけれど。

　これを聞いてしまうのは、響子の弱さかもしれない。

「ええ。たとえ赦ゆるされない者だとしても、幸福を願うことは普通よ。誰にも妨さまたげさせはしない」

　片目だけの魔術師は、響子に背を向けたまま、そんなことを言った。

　──もしかしたら。彼女は、とっくに気づいていたのかもしれない。自分が信じる宰さい相しようが、別の者に取って代わっていることを。

　それでもなお、希望の誘惑には逆らえず──。

「ハセムに顔向けできないわね。あの子は、真っ直ぐで噓うそを嫌っていたから」

（ああ）

　あたしと一緒だ。

「それでもね、私はこの世界の決め事を、受け入れることができないの。どうしても──」

　響子は立ち上がり、サイドテーブルの前に立ち尽くすバティーヤの背中を抱きしめた。

　これが嵐あらしの前の静けさであることは、響子もわかっていた。

「わかる。大丈夫だよバティーヤ」

「……私のことはいいわ。今は体を休めて。これから大きな仕事がはじまるわ」

　窓の向こうは、暗く重い曇どん天てん。凍いてつく風が、泣き声のように吹き続けている。
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　転移の魔法で飛んだ先は、雪も残る北の高地だった。

　目に見えて変わった気温と空気に、理人は軽く身震いした。

「──けっこう寒いですね、ハセムさん」

「ですネ。こっから山一つ越えると、もうルガリアらしいですヨ」

　同じ魔方陣で飛んできたハセムは、遠くに見える、険しい山の稜りよう線せんを指さす。

　あたりは木々も少ない、山に囲まれた平原だった。足下はごつごつとした岩肌が露ろ出しゆつしていて、ところどころ大きな岩と、その根元に灰色の雪が残る。そして東の山際を背にして、先に到着していた奪還軍が勢ぞろいしていた。

　ウィルタミア。ルガリア。イエンマルド。三ヶ国の兵士が、一ひと塊かたまりとなって並ぶ様は圧巻である。

　反対側──右手のなだらかな斜面を越えた先に、どこかで見たような白はく亜あの建物や塔が、わずかに傾きながら鎮ちん座ざしていた。

（あそこに路葉がいるんだ）

　かつて、ウィルタミア王都の中心だった王宮が、長い飛行の果てにたどりついたのだ。積せき雪せつで多少ごまかせているが、そこだけ地面が不自然に盛り上がり、岩がん盤ばんの色が違うのでわかりやすい。

　無意識に腰の聖剣に手をかけ、つばを飲みこむ。

「さて英雄サマ。ついにやってきちゃいましたヨ。敵の最前戦」

　理人がうなずこうとした、その時だった。




「──偉大なる精せい鋭えいたちよ！　いま一度感謝しよう」




　エセルバッハ一世の声がして、理人たちは、あわててよそ見をやめて前を見た。

　王は王国騎士団と同じ鎧よろいを身につけ、列の先頭、岩に登って一段高い場所から、勇ましく声を響かせている。

「耐えがたきを耐え忍び、よくぞこの場につどってくれた。貴君らの存在を知り得ることができたのは、私という未み熟じゆくな人間にとって何よりの喜びだ。イエンマルド。そしてルガリア。敬けい愛あいなる友の国よ。危機に差し伸べられた手の温かさ、決して忘れるまい。なおも剣を捨てず立ち向かった王国騎士団の忠ちゆう誠せいにも甚じん大だいなる謝意を。さらに多くの人民に、私から命つきるまでの敬愛と忠誠を誓おう」

　熱心な演説は続いた。

「これは傲ごう慢まんにより失われたものを、英知にて取り戻すための戦いだ。貴君らの力に、名もなき勇者の剣があれば、困難は達成できると信じている。そうであろう、リヒト・アイカワ！」

　──え？

（ぼ、僕？）

　観客のように話を聞いていたら、雲行きが変わった。

　エセルバッハ王の視線にあわせ、集団がいっせいにこちらを向く。

（本気で？）

　ああそうだともとばかりに、最前列の王がうなずく。なんということだ。兵士たちが拍手をはじめ、列が左右に分かれていく。まるでモーセの十じつ戒かいのように、理人の前に道ができてしまった。行き着く先は、王の待つ岩の演説台ただ一つ。

「い、いや僕は」

　ハセムが黙って、理人の背中を突き飛ばした。

「来るがいい、さあ！」

　よろめく理人を引き取ったのは、列の間から出てきたバイヤーン皇おう子じだ。彼は拍手の嵐の中、堂々と、気に入りの道具を見せびらかすように進んでいく。

「ちょっとちょっと皇子！」

「陳ちん情じようは聞かん！」

　有無を言わさず、最前列まで引き出された。あんまりだ。困った顔の理人を見て、それはそれはうれしそうに皇子は笑う。この人は真性の意地悪だ。

「……えーっと、その、苦手なんですけどこういうの」

　言ったところで、もはや聞き入れられる状況でないのはわかっていた。

　理人は仕方なく覚悟を決め、王と入れ替わりに岩の上に立つ。

　ばらばらの混成部隊が、左右にのびる形で、理人の前に広がっていた。

（すごいな）

　まずそう思った。

　すぐ近くにいるバイヤーンはもちろん、あちこちに知った顔があった。右う翼よくの医療班には、ウルスラの姿が見えた。魔術師の集団のところにはトト。有ゆう志しの兵の間で、一人険しい顔をしている女性はラーナだ。

　イシュアンとハイダルの姿は、すぐに探すことはできなかったが、どこかで見ているに違いない。

「あの、みなさん楽にして──って、そんなリラックスしちゃだめか。ほどほどなとこで聞いてください」

　どうにも緊張してしまうが、なんとか続ける。これぐらいの音量で聞いてくれるだろうか。どうも近くにいる魔術師が、部隊限定で声を届けているようだ。ならば大丈夫だろうか。

「僕はもともと、この世界の人間じゃありません。別の世界の地球ってところで、普通の小学生やってる時にこっちの世界に連れてこられました。六年前のアルゴス退治の時です」

　そして大きな犠ぎ牲せいを払って目的を果たし、一度は地球に戻った。長い時をまたそこで過ごした。

「僕にとってこの世界は、いつも何かをしにいく場所でした。頼まれて魔神を倒しにいったり、誰かを助けにいったり、止めにいったり。今日もこれから、勇者として剣を取ります。でも、正直今日で最後にしたい」

　聞く人が戸惑う前に、理人は早めにつけ加える。

「目的なんかなくても、僕はここで暮らしていきたい。好きだから。ただの住民になりたいんです。そのために戦います。絶対に勝ちたい！」

　声を振り絞ると、一拍遅れて、歓かん声せいが返ってきた。

「いいぞ！」

「よしわかった！」

　国や人種を問わず、隊のあちこちから拍手もわきあがる。これは、言った理人の方が言葉につまる事態だった。

「……ええっと、つまりその──」

「そうとも。さあ、時は来た！」

　エセルバッハ一世が、絶ぜつ妙みようのタイミングで横に来て、声を張り上げる。今この時しかないとばかりに、鎧の腕を引き上げる。

「奪還軍よ、進め！　落とすべき城は目の前だ！　ただなる日常のために！」

「日常のために！」

　全軍の声が重なる。

　いっせいに向きを変える。向かうは地上に降り立った浮遊王宮。理人もまた、腰の聖剣に手をかける。

「征ゆけ！」

　地を耕たがやし子供を生み育て、老いて地に返る、厳しいが当たり前の日々を、手に入れるために。

　地響きをたてる勢いで、理人たちは駆けだした。







　響子に迎え討たれる前に、どれだけ戦力を王宮内に送り込めるかが勝負とも言えた。

　奪還軍の先頭が三つに分かれ、平原を駆け王宮側へたどりつこうとする頃、宮殿の塀へいを、何かが乗り越えてきた。

（──来た）

　緑色のドレス。小柄な影。

「石持ちの娘だ！」

「できるだけ分散して進め！」

　敵は壁の上で両手を上げる。爆ばく音おんとともに大地が弾ける。だが、土つち煙けむりが上がる中を、理人はかまわず疾しつ走そうした。加速につぐ加速。すべての味方を追い抜く勢いで先頭へ。

　──かましなさい！　相川！

　脳裏で濱はま野の笹ささ雪ゆきの声が響く。望むところだ。

　真に一体化した破魔の聖剣とともに、吹きあがる石つぶての間を抜け、一瞬のうちに響子の目の前にまで到達した。

「うおおおおお！」

「────っ！」

　驚きに目を丸くした少女と目が合う。理人は全力で剣を振り下ろす。

　手応えは──あった。

「……ずいぶん強くなったね、相あい川かわ君」

「君は、路葉じゃない。魔神アルゴス」

　聖剣で右腕を斬きり落とされながら、少女の姿が片かた眼鏡めがねの老人に変化していく。宰相オズマー。その正体は、世界を混こん沌とんに落とす破壊の魔神だ。

　腕の断面は、肉が焦げる臭いとともに煙が上がっているが、表情だけは不自然なまでに笑顔だった。

「ひさしぶりにお相手願おうか。雪せつ辱じよくを果たしたいよ」

「──こっちもだ」

「頼もしい仲間もいることだしね」

　アルゴスの言葉に、目を見開く。

　同じ宮殿の壁の上に、緑のドレスがなびいていた。

『本物』の路葉響子が、右手に三つの指輪を光らせ、理人のことを見つめている。

　魔神と響子。二人同時──それが、理人が生き残る条件のようだった。
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「急げ急げ！　今のうちに一人でも多く壁の中へ送り込め！」

　指揮官の絶叫に、言われなくてもわかっているヨとハセムは返した。

『名無しノーネームの勇者』こと相川理人が、宰相オズマーと路葉響子をそろって引きつけることにより、ハセムたち奪還軍は、はじめて戦力を相手勢力の中に送り込むことができたと言えた。

　今までの一方的な展開から、大きな前進である。指揮官の声こわ色いろが変わるわけである。

（さすがは英雄サマですね。一人で戦局が動いた）

　化け物じみた者同士が、人外の戦いを繰り広げているようだが、見とれている暇はない。ここから先は、人間同士の戦いである。

「どれ。死なない程度にがんばらせてもらいましょうカネ」

　ハセムは言って、他の兵士に交じって宮殿の壁をよじ登る。

「──ハセム・デラ！」

　壁の一番上に来たところで、少女の呼び声がした。

　白い祭服を着たウルスラが、蜘蛛の糸を器用に操り、同じところまで上がってくる。

「間に合いました」

「なにお嬢さん、こんな前まで来たのカイ」

「行けるなら行けと司し祭さい様のおおせです。厳しい場所の方が助けを求める人が多い」

　至し言げんであった。

「あなたとは、不愉快なことも多いですが、死んでほしいとも思いません。どうかパナティーアの加護を」

　彼女はそう言って、指先をハセムの眉み間けんにつけた。かすかな、あたたかい光を感じた。

　なにか守護的なまじないなのかもしれない。

「それでは、行きます。また会いましょう、砂漠の友達」

　にこりとも笑わず、壁の内側へと飛び降りた。

　これだけのために呼びとめてきたようだ。

　砂漠の友達とはまた、ずいぶんと古い言い回しである。ハセムの親どころか、老人たちが好んで使う言葉だ。

　けれど、一いち期ご一いち会えの厳しい環境で、わずかな縁えんを大切にするイエンマルド人の矜きよう持じを現すようで、嫌いではなかった。

（お邪魔虫よかずっと上等デショ）

　祝福を受けた額ひたいに触れ、ハセムは微わ笑らった。

「そうですネ──つべこべ言ってる場合じゃない。ここはやるべき時ですか。神官サマ」

　壁の向こうは、武装した鋏の使徒であふれかえっている。ハセムは全身に仕込んだ武器を感じながら、そのただ中へと斬きりこんでいった。
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　先発隊が王宮に到着したあと、魔術師の編成部隊も外壁エリアに到達した。

「はじめ！」

　指揮官の合図にあわせ、呪文の詠唱がはじまる。大勢の魔術師が、壁に向かって衝撃の魔法を撃ち込む中、ひときわあどけない声が爆音を響かせた。




『巨人の跳ちよう躍やく、唸うなれ、轟とどろけ地を揺らせ！』




　半ばまで崩れていた城壁を、一発で吹き飛ばしたのは、子供のような面おも立だちのイエンマルド人──トト・ハルネラである。

「よしよくやった！」

「は、はい！　がんばりました！」

　彼女自身は、身の丈に合わない杖を抱えて呆ぼう然ぜんとしている。

「このまま行くぞ！　進め！」

　騎士たちがなだれを打って中へ攻め込む後ろを、おっかなびっくりついていく。

「……だ、だいじょうぶですよね。イシュアン様。ハイダル様」

　後ろをふり仰ぐ。彼女が求める人影は、まだどこにも見えない。







　一方、王宮内は、完全な混こん戦せん模様に陥っていた。

　ところかまわず戦闘がはじまる中、新米の女性神官が、戦闘員に交じって懸けん命めいに回かい廊ろうを駆けていく。そこに味方の兵士が、負傷した兵士の肩をかつぎながら、助けを求めてきた。

「神官！　良かった助けてくれ」

「はい、ここに！」

「なんとかしてやってくれ。やられたのは腹だ」

　そう言いながら、イエンマルド語で負傷兵を物陰に寝かせる。

『赤あか獅じ子し』バイヤーン皇子が連れてきた勅ちよく使し兵へいだった。そして、ここまでかついできたのは、ウィルタミアの騎士。もはや所属の違いなど関係ないようだ。

　傷は分厚い鎧を陥かん没ぼつさせるほどの傷で、負傷した騎士自身はろくに喋れないようだ。恐らく破片も体を傷つけている。すぐにでも治療に移る必要があった。

「わかりました。鎧を脱がせるのを手伝っていただけますか」

「わかった」

　二人がかりで作業をはじめる。

「……なあ。あんたイエンマルドの人間だろう」

「そうですよ」

「噂うわさに聞いた。トムカムで神に仕えはじめたって。まるで女神のように人を救ってるそうじゃないか」

「大げさな話です」

「いや、あながち大げさって話でもないだろう」

　祈き禱とうの準備をはじめた若い神官の横顔を、勅使兵はまぶしそうに見つめる。心なしか、頰まで赤い。

「も、もしもだが。この戦いが終わったら、もう一度会ってくれないか。ウィルタミアでもイエンマルドでもいいが……」

　だがその時、新しく複数の兵士が走ってくる足音がした。

　味方ならと思ったが、無情にも鎧の印は緑だった。鋏の使徒だ。

「敵兵だ！」

　相手は三人。いっせいに剣を抜く。

　勅使兵は、神官と負傷兵を守って立ちふさがる。

「大丈夫ですか」

「なんとかする」

　返す声はうわずっていた。神官は、彼の背中越しに敵を見た。

「うっ、うおおおおお！　来るなら来いやああ！」

　勅使兵が吠ほえて敵を挑発する。無む謀ぼうな戦いがはじまろうとしていた。だが、実際に斬り合いがはじまるより早く、神官が後ろから繰り出した銀色の糸が、敵三人の首にからみついた。

「な、なんだこれは」

「──蜘蛛です」

　両手の指に、およそ神職らしくない極ごく彩さい色しきの蜘蛛を挟み、女性神官は男たちを冷れい徹てつに見み据すえる。

「救命の最中です。首を落とされたくなかったら邪魔をしないで」

　ぞっとするほど冷ややかな声音に、鋏の使徒三人と、そしてなぜか、味方のはずの勅使兵までもが生つばを飲みこんだ。







　斬って。斬って。とにかく斬って。

　敵の侵入を許した鋏の使徒と、内部へ乗り込んだ奪還軍が、あちこちでぶつかりはじめていた。外壁の亀き裂れつが増え、中へ乗り込む人の数が増えるにつれ、安全な場所などどこにもなくなっていく。間断なく悲鳴と怒声が響いた。

　ハセムもまた、その混乱に乗じて王宮の奥深くへ潜りこんだ一人だった。

　時に出会った敵と斬り合いになりながら、美しい意い匠しようを誇っていた建物の中を進んでいく。

（無む残ざんなもんだね）

　麗うるわしの貴き婦ふ人じんたちがつどっていたであろうサロンも、今は土足の兵士たちに踏み荒らされたあとだった。脚の折れたピアノと、すでにこときれた兵士を見送り、また奥へと進む。

「──うわあ！」

　いきなり曲がり角の向こうから、三人ほど男が飛んできて壁に叩きつけられた。全員がウィルタミア騎士団の鎧だ。奪還軍の味方である。

　騎士たちが、うめき声を上げながら身を起こそうとする。絨じゆう毯たん敷じきの床を這はいずって、少しでも後方の危機から遠ざかろうとしているようだった。

「大丈夫かアンタら──」

「……き、貴君も、逃げられよ。一人では無理だ」

「そんなこと言われても」

　このごに及んでそれはないだろうと、彼らがやってきた方角を見やった。

　ハセムは息をのんだ。

　大理石と緋ひの絨毯が敷かれた廊下が、長く遠くまで続いている。大きな窓の向こうは、池も望のぞめる庭てい園えんだ。その廊下の真ん中に、緑のローブの女が立っている。

　女の右手には、まだ乾いていない鮮血がついたままの鉄てつ扇せんをぶら下がり、左手には、動かない騎士の手を引きずっている。

　ほっそりとした、美しいイエンマルドの女だったが、潰された右目も相まって、鬼き気き迫る凄すごみが匂い立つほどだった。

「……バティーヤ」

「やっぱり来たのね。イラ・ラルルクの息子。私の弟」

　彼女はにこりともせず、もう息のない騎士を放り捨てた。ハセムは全身が総毛だった。

　だがそれは、逃げだしたいほどの恐怖ではない。ついにという歓かん喜きに近かったと思う。

「はじめましょうか」

　ええはじめましょう。イラ・ラルルクの娘。私の姉上。

　ここは王宮と言う名の戦場。ガラス一枚へだてた表でもどこでも、戦いは起こっていた。
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　指輪をつけ超人と化した響子が、高速で宙ちゆうを舞う。彼女が両手で生み出した光球が、地上の理人に襲いかかる。

「この」

　理人はよけられるだけよけ、残りはすべて上空の響子めがけて弾き返した。

　雪の残っていた原野は、立て続けの響子の攻撃で、ほとんど溶け落ちていた。焦げたにおいと砂すな煙けむりがたちこめる中、背後に新たな気配が迫る。

（きた！）

　理人はその異形めいたシルエットを、意識する前に袈け裟さがけに両断した。地面にそれが倒れ──伏す前に消滅する。やはり魔獣だったようだ。

　操るのは、変へん幻げん自じ在ざいの魔神アルゴス。砂煙がやみ視界がきくようになると、そこには片腕をもぎとられたオズマーの姿で、アルゴスが立っているのだ。背後に下げ僕ぼくの魔獣を従えながら。

「──やあ、よく動くもんだね！　さすがは人の子の勇者！」

　理人は、息を整えながらうめいた。

「その喋り方、やめてくれないかな」

　喋る声も見た目も老人そのものなのに、喋り方だけ昔のまま──イシュアンのあの喋り方なのだ。

「さて。そう言われてもね。本来の私の喋り方なんて忘れてしまったよ。自我さえあったかどうか……」

　残った腕で顎あごをおさえ、ひどく人間らしく首をかしげる。

「いわば『あのあたり』から、私という存在は個を確立したと言っていいかもしれないね。私とはいったいなんなのか？　私はどうしたら運命をはねのけ生き残ることができるのか？　人に化け人に寄り添い出した結論は、『壊さずみんな幸せにすればいい』だ」

「……その考えが、間違ってるとは言わないよ。でも──それなら全員が本当に幸せにならなきゃダメだろ！」

「なるさ。こちら側につけばいいだけの話だ。どうしてそんなに反抗するんだい」

「それを本気で言ってるなら、おまえは決して人を理解できないよ」

　そう。他の奪還軍の仲間もみなそうだ。

　慣れ親しんだ故郷、家族のいる場所を守るため。連れん綿めんと受け継いできた伝統を、さらなる次代へ繫つなぐため。他にも沢山の譲ゆずれないものがあり、変えたくないものがあって。向こう側には行かずに踏みとどまっている。

　服ふく従じゆうせよという言葉に膝を折らないのは、彼らの用意する幸せに、自分の幸福が重ならないからだ。

（幸せなんて一つあればいいなんてものじゃない）

　その心持ちが、真に理解できないというなら、やはり魔神は魔神のままだ。

「ふうむ。本当に強情だね君ってやつは……意地を張ったところで我がは通せるのか？」

　魔神の見透かすようなまなざしを、理人は強くにらみ返すので精一杯だった。実際、目の前にいるアルゴスに気を張る一方で、上空にいる響子を嫌でも意識する。

　響子と魔神アルゴス、この二人を同時に相手にするのは、厳しいどころの話ではなかった。

（でも、やるんだ！）

　理人は己を鼓こ舞ぶし、剣とともに地面を蹴けった。

　今度はアルゴスから離れ、上空へと一気に浮上する。迎え撃つ響子の光球が、理人に襲いかかる。

「斬り飛ばせ！」

「爆はぜろ！」

　互いの声が重なる。が、理人の方がわずかに速い。響子がこちらの一いつ閃せんを避け、地上へ向かう。途中でむりやり腕を振り上げるのが見えた。いまだ上空に残っていた光球に、「曲がれ！」と軌き道どうの変更が命じられる。

（まずい）

　後ろ──間に合わない！

「爆ぜ」

　今度こそ爆発にまきこまれることを覚悟した瞬間、理人は目を見張った。

　響子の背後から、音もなく飛んできた鋼こう鉄てつ製のワイヤーが、その首にからみついたのだ。

　撃ちこんできたのは、錨銃アンカーガンの使い手、イシュアン・トロールだ。

　別働隊の送還組。いつのまにここまで接近したのか。

　イシュアンは、まだ何が起きているかわかっていない響子を、ワイヤーの巻き取りによって、一気に地上まで引きずり下ろしてしまう。

「おのれイシュアン・トロール！」

「ハイダル、つかまえたぞ！　来い！」

　アルゴスが、虚こ空くうより生み出した魔獣を、イシュアンのもとへとけしかける。漆しつ黒こくの獅し子しが、牙きばをむいてとびかかる。




『雷いかずちよ！』




　それを激しい落らく雷らいが縫ぬい止めた。

（ハイダル！）

　さらに後方の岩陰から、黒い魔術師のローブがのぞいていた。

　ウィルタミアの筆頭魔術師、ハイダル・ワムー。『賢さかき者』の杖を天へとかざし、厳しい顔つきで相手をにらみ据えている。

　その間もイシュアンは、休むことなく動き続けた。錨銃アンカーガンのワイヤーを右手で保持しながら、左手一本で腰のポーチを開けて小瓶を取り出す。歯で蓋ふたをこじあけて、ワイヤーの先にいる響子めがけて投げつけた。

　中の液体がこぼれて、ドレスの肩にかかる。無色透明の水だった。

「あなた、イシュアン──」

「今だ、ハイダル！」

「了解です！」

　イシュアンが叫ぶ。ハイダルが早口で呪文を唱えはじめた。




『水よ渡れ、うねれ乙女おとめの髪のごとく。ここに現れよ。時は来た。今こそ開門の契ちぎりを結ばん。我が名はハイダル・ワムー。この名を汝なんじに捧ささげる』




　それは端的な術を好むハイダルにしては、ひどく長い詠唱だった。




『約やく定じようは誓いなり。血の祈りなり。かの者をその腕にて抱いだき、十と重えと二は十た重えの向こうに還さんと、十の海より現れん。鐘かねを鳴らして現れん。揺らせ、揺らせ、あらゆる境界を揺らぎ越えよ。水よ！』




　終わることのない呪文を紡ぐ間も、複雑に手指が動く。ついに界渡りの儀ぎ式しきがはじまったのだ。

　今となっては、バティーヤが唱えた呪文との違いがよくわかる。重じゆう厚こうなハイダルの調べにのり、響子の濡れた肩から、水でできた乙女の精霊が具現化した。

「きゃっ、きゃああああ！」

『こんにちは、可か愛わいい可愛い蜂はち蜜みつちゃん』

　響子が悲鳴を上げた。いきなり自分の体から伸び上がった異形の姿に、パニックとなったようだ。

「なにこれ、なんなの！」

　理人も全力で、ハイダルたちのサポートに回った。

「剛ごう・圧あつ・即そく・暫ざん──打ち砕け！」

　上空から直下へ叩きつけた聖剣が、アルゴスの魔獣を完全に両断する。理人はそのまま、詠唱を続けるハイダルを守るように剣を向けた。

「おまえの相手は僕だ。魔神アルゴス」

　決してこの儀式は邪魔させない。決意をこめてそう言った。
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　血の臭いがする。

　どこからか。どこからもだ。

　大きく割れた窓の向こうからも、自分の後ろをよろめき移動していく兵士の全身からも、自分自身からも、あの鉄臭い錆さびの臭いがする。

　嘔おう吐とをもよおす生臭い味が、口いっぱいに広がり、吐き捨てたら案の定色がついていた。なんと赤だ！　赤なんて定番すぎてつまらないではないか。いっそ青とか緑にしてみろ。そこまで考えて、発想の陳ちん腐ぷさを自じ嘲ちようした。

（人と違ってりゃいいってもんじゃないダロ）

　側室の母親が、嫉妬の果てに首をはねられ、以後を犬のように飼われて暮らしてきた人間だ。他の人間と同じように、赤い血が流れているだけで十分だろう。

「……なあ、そう思わないかネ、姉上ドノ」

　ハセムは目の前で対たい峙じしているバティーヤに向かって問いかけた。

　彼女もまた、ハセムと同じ色の血が流れているようだった。

　一連の争いの中でついた傷は激しく、特に左腕はまったく動いていない。ハセムが戦いの中でへし折ったものであり、もはや変へん化げの術をもってしても、翼で飛ぶことはできなくなっていた。

　もっとも──ほぼ同程度の傷はハセムも負っている。おかげでこの血ち腥なまぐささだ。

　もう仕込んだ武器もほぼつきていた。あるのは手に持つこの短剣と──。

「……なんの話？」

「お互いまっとうな生まれならもっと良かったろうって話さ」

　喋ることさえ億おつ劫くうだったが、むりやり舌を動かした。

　いったいどこから歯車が狂ったのか考えるが、自分が生まれるところまでさかのぼってもまだ足りなかった。きっと砂漠の代官の屋や敷しきで、父親が奉ほう公こう娘むすめを見み初そめたところから間違っていたのだ。

　全部が全部、大間違い。

　バティーヤは、壮そう絶ぜつな姿のまま笑んだ。

「可か哀わい想そうな子ね、ハセム。ずっと傷ついてきたのね」

「あなたほどじゃないですヨ」

「大丈夫。私の働きで、この世界は変わる。もう思い悩まなくてすむのよ」

　この盲もう信しんが悲しかった。

　そうじゃない。そういうことがしたいんじゃない。

「けっきょくあんたらは……なんにもわかっちゃいないんですヨ」

「どういうこと？」

「つらつらご高こう説せつをたれるのはけっこうだ。でもそれももう打ち止めだ。うちの英雄サマや盗賊サマが、あんたらの切り札をくい止めてる。今までとは違う。わかるだろう？　不利なのはあんたじゃないのか？」

「だから邪魔をしないで！　どうしてそれがわからないの！」

　バティーヤは笑みを消し、金かな切きり声ごえを上げて襲いかかってきた。

「どうして、どうしてわかってくれないの！」

「わかりゃしないさ。あんたも私も。誰もかれも。あんたに私の幸せがわかるのか？　言えるのか？　本当に？　本気で？」

　かつては同じ母から習った剣技である。あの頃は、一度として勝てなかった。変へん幻げん自じ在ざいに繰り出される鉄扇の打ちこみに、ハセムは防戦一方で対応する。

「私は、ただ自由になって！」

「そう自由になってそれで？」

「あなたとお母様と！」

「三人でどうする」

「幸せに、暮らせれば──」

　バティーヤの体が、不自然に固まった。大きくのけぞったかと思うと、急激に力が抜けて床に倒れ伏していく。

「……なぜ。ハセム……」

　白く細い喉のどに刺さった、黒塗りの毒どく針ばりが、彼女の体をむしばんでいく。ハセムが吹きつけたものだ。

「……嗅かぎ犬には必要な技だった。そういうことデスよ」

　この九年という歳月で、ハセムが得たものだ。

　人の裏を探り、人にかわって臭いものに蓋をすることで、生き延びてきた。

　その延命するための技が、今、姉を殺そうとしている。純真な彼女は、ハセムのことを疑いはしなかったようだ。

　最後まで、ラルルクの名にふさわしい、清せい廉れんな剣士だと思っていた。

（私はね、姉上。罪を消したいわけじゃないんですよ）

　逃げるわけにはいかない。なかったことにはできない。そうするにはあまりにも、沢山のことに手を染めすぎた。

　死と生の狭はざ間まにいるバティーヤを、ハセムは両目を見開いて焼きつける。心の底から。

「……せめてアナタも、自覚があってほしかったんですけどね」

「……ふ」

「ん？　なんですか？　姉上。言いたいことがあるなら聞きますよ」

　ハセムはバティーヤの傍かたわらに膝をつき、言葉にならないうめき声を上げるバティーヤに耳をすます。かわりにバティーヤは、大きく喀かつ血けつした。命が失われるのもあとわずかのようだった。

「……あ……ハセ……ム……？」

　目の焦しよう点てんは合っていない。それでも何かを探している。

「どこ……どこにいるの……」

「いますよここに。バティーヤの姉上」

「そう。よかった……もうすぐ、お誕生日だものね」

　夢うつつの声に、息をのむ。

（まさか）

　このごに及んで、本当に夢の中に沈んでいるのか。あの惨さん劇げきが起きる前。九年前のあの日まで戻っているのか。

「……お父様は、なにをくださるかしらね。あなたが欲しがっていた馬をくださるといいわね」

「……くれますよ。きっと。父上ですから」

「そうよね。あなたもセネルの皇子ですものね……」

　なんの声色も使わず、ただ地声で話しているのに、バティーヤはうれしそうにうなずいた。そしてそのまま、片方だけの目を閉じた。

（姉上。あなたという人は）

　決してありえなかった未来だった。もともと後ろ盾もない、貧しい側室の子供だ。あの事件がなくても、ハセムの希望がかなえられたとは思えない。

　あまりに愚かで。あまりに夢む想そう家かで。それでもこの段階で見る夢が、誰でもない自分のことだと思うとたまらなかった。

「姉上……姉上……っ」

　現実に目をそらし、罪から逃げて夢想を盲信し。けれど、バティーヤ・ラルルクは最後まで他人のために夢想を続けたのだ。他でもない、たった一人の弟のために。

「ずるい。あなたという人はずるすぎる。私だってあなたと生きたかった。置いていかれて悲しかった……！」

　十二になったばかりのあの夜から、ずっと恨み、憎しみ、焼けるほど怒り。そして希こいねがってきた。

　ようやくわかった。言葉とともに、涙があふれた。ハセムは倒れる姉の手をつかみ、思うさま慟どう哭こくした。

　自分で自分の姉を殺しておきながら、それが失われることが悲しくて悲しくて仕方ないのだ。

　意識をなくしたバティーヤが、再び血を吐いた。つきていく。命のともしびがつきていく。姉上。ハセムは盃さかずきからこぼれ落ちた水をかきあつめるかのように、彼女の体を揺さぶろうとし──。




「そこ、どいてください！」




　いきなり後ろから声が響き、乱暴に押しのけられた。

　信じられない。ハセムは我が目を疑う。なぜここでトト・ハルネラが出てくるのか。

　彼女は腕まくりをし、倒れ伏すバティーヤの前に膝をつく。てきぱきと脈や呼吸を確かめはじめた。

「意識がないんですか？　いつ倒れたんですか？」

　いったいなんと言うべきか。

「……あの、トト・ハルネラ嬢じよう。そりゃもう、やっても無む駄だですヨ」

「そんなのわからないじゃないですかっ」

「いやもう、無理は無理」

「うるさあい！」

　こんな危ないところにまで出てきたのかと、年長者として叱しかりたい気持ちも、うまく言葉にならなかった。けっきょく口をついたのは、どうでもいい戯ざれ言ごとだ。そして叱り返された。

「このごに及んで怠たい惰だはなしですよ。敵とか味方とかですね、こうなったら関係ありませんよ。あなたこの人に生きていてほしいんでしょう？」

「────」

「だったらもう、どうにかするしかないじゃないですか。仕方ないですよ。わたしはウルスラさんみたいに本職の神官じゃありませんから、大した処置はできませんですけど。やるだけやってみますよ」

　呆然とするハセムを置いて、また救命の作業に入る。小さな体で、懸命にバティーヤの心臓を押しはじめた。

　ハセムは、別の意味で泣きたくなった。

「……トトさん。トト・ハルネラ嬢」

「なんですか。いま、ふざけた冗談とか、聞いてる余裕、ないですよっ」

「いいですよ。かわりますよ」

　額に汗する少女から、姉の一番近くのポジションを引き取った。せめてそれぐらいはするべきだと思った。かわりに喉の針を引き抜き、あらためて救命作業に入る。

（生きてくれ）

　これが矛盾だと言う口もあるに違いない。偽ぎ善ぜん者しや。今更遅いとも。なんとでも言え。すでに間に合わないかもしれなくても、それでも願う。

　いいのだと、言ってくれる人がいたから。

（生き返ってくれ）

　祈り願いながら、打ち込んだ毒を吸い出す。そして心臓を押す。

　その間も鋏の使徒と奪還軍が争う音は絶えず、王宮の地面が、激しく揺れはじめた。

　壁の外でも、ぎりぎりの死し闘とうは続いているようだった。
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　ハイダル・ワムーの長い長い呪文の詠唱により、水に閉じこめられていた精霊が、現世へと具現化した。響子の周りを取り巻いていく。

「な、何これ！」

　響子がパニックを起こして悲鳴を上げる。めちゃくちゃに手を振り回し、生み出された光球が精霊をすり抜け、間近にいたイシュアンに直撃する。

（！）

　イシュアンは、ワイヤーをつかんだまま衝撃に耐えた。

　視界が一瞬白くなったものの、体へのダメージはほとんどなかった。

「……あなた」

　右腕の『思い出の護まもり』は、まだ機能してくれているようだ。そのうちはまだ大丈夫。

（──何回もつかはわかんないけどな）

　ここから先は、完全に未知の領域だ。

　せめてハイダルの呪文の詠唱が終わるまで、自分は彼の盾になり続けないといけない。

　遠くでは理人が、アルゴスを追い詰めこちらに近寄らせない。

　響子はまとわりつく精霊を振り払おうとするが、これも形がないので難しいようだった。

「イシュアン。あたしをどうするつもりなの？」

　首にワイヤーをからみつかせたまま、途方にくれてたずねてくる。その表情は、バイヤーンの離宮で見た時と、同じような頼りなさだった。

「……家に帰ってもらう。このまま『ちきゅう』に送還するつもりだ」

「これ──やっぱりあの時の妖よう精せいなんだ」

　どうやら覚えがあるらしい。

「そうだ。バティーヤの幻術とは違う。今度の術は本物だ」

「やめてよ。まだ帰りたくない」

「悪いけど、聞けない」

「あたしのこと恩人だって言ったじゃない」

　どこか泣きそうに言いつのる。確かにそうだ。でも、だからこそ聞きたかった。

「どうしてキョーコは、リヒトを騙だましたんだ？」

　ティーダに化けたオズマーや、魔女バティーヤとともに、理人を幻術の罠わなにかけた。響子が送還の術だと噓を言ったせいで、理人はずっと自分が地球に送り返されたと思い込んでいたのだ。

「それは」

「あんなにリヒトのこと、大事に話してたじゃないか」

　響子の瞳に、本物の涙が浮かびあがった。呼応するように地が脈みやく動どうする。まずいと本能が告げた。

「彼に選ばれたあなたに言われたくない！」

「──ハイダル、防御！」

　そう警告を叫ぶのが精一杯だった。路葉響子は、両手に光球を生む。それを自分の足下へと叩きつけた。




「消えろ！」




　──それは、文字通りの消失の引き金。響子を中心にして、渦うずを描くように地面が消えていく。

（ちょっ）

　まきこまれて足場を失ったイシュアンは、なすすべもなく落下する。

「つっ！」

　落ちる途中で、衝撃が左肩に走る。

　錨銃アンカーガンのワイヤーが、響子の首にからんでいたため、宙ちゆう吊づりの状態になっていた。

　あらためて足下をのぞき込み、その深さと果てのなさに息をのむ。

　できあがった穴は、あの『蟲むしの孔あな』も真っ青の巨大さだった。穴の縁ふちにかかるかかからないかの瀬せ戸と際ぎわに、王宮の建物が残っている程度。

　そして、宙吊りのまま下をのぞくイシュアンの首筋に、ぽたぽたと水滴が落ちてくる。

（なんだ？）

　見上げれば、それは宙に浮かぶ響子の汗だった。イシュアンはぞっとした。首にワイヤーをからみつかせながら、響子がこちらを見下ろしている。ワイヤーが絞まって苦しいのかと思えば、そういうわけではないようだ。両手は変わらず空いている。

　彼女の黒髪が額ひたいにはりつき、ただただ大量の汗が浮いていた。高すぎる熱にうかされたように、黒目だけが強く輝いている。

　自分の立場のあやうさはわかっていたが、それより彼女だった。何か、大変なことが彼女の体の中で起きていないだろうか。

「なあキョーコ……おまえ大丈夫なのか？　死にそうな顔してるぞ」

　響子は汗だくの顔で笑った。

「おい」

「さよなら」

　やめろと言う暇もなく。

　女神の石を持つ少女は、自分の首に手をかけ、特別製のワイヤーを、イシュアンの唯一の命いのち綱づなを、ぶちりと引きちぎった。




「あ」




　自分が奈な落らくの底へ落ちていくのが、ひどくスローモーションで感じられた。今度はなんの引っかかりもない。空が急激に狭く遠ざかっていく。あの時と一緒だ。

　もがいても形になるものは何もなくて、どうすればいいのかわからなくて。

（たすけて）

　六年前、自分はそんな言葉を叫んだ気がする。でも今度は言うまい。これだけは。

「くそ！」

　なんとか生きるのだ。あいつのためにも、

　高速で落下する中、必死に投げた先のないワイヤー。なんでもいいから届けと念じるそれを。

「イシュアン！」

　どこかで。

　つかんでくれる手があった。

「リ──リヒト！」

　相川理人の右手だ！

　左手に聖剣を持ち、最大限体をのばしてつかまえている状態だった。

　少年は逆光の中で、かすかに笑った。

「今度は間に合った」
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「────！」

「動きましたよ今！」

　生きてくれ。生き返ってくれ。そうハセムたちが願い、何度となく毒の吸い出しと蘇そ生せい術じゆつを繰り返していくうちに、倒れるバティーヤの指先が、かすかに動いた。

　トトが声を大きくする。やがて気のせいではなく、薄目が開いた。

「……ハセ……ム……？」

「ほら、何してるんですか。呼んでますよ。ちゃんと聞いてあげないと！」

　戸惑うハセムの背中を、トトが叩いた。

　彼女にせきたてられる形で、ハセムはこわごわと、バティーヤの手を握りしめた。土や血が乾いて汚れていたが、今さらどうにもできない。

「なんですか、姉上。ここにいますヨ」

　今度はいったい、どんな夢の中にいるのか。

「……ほんとうに……ごめんな……さいね。私が……もっと、強かったら……あなたも、一緒に……逃げられた……かも、しれない」

　ハセムは、今度こそ絶句した。

　届くはずがないと思った絶叫を、聞いていたのだろうか。

「強く……なったわね。ハセム。私よりずっと。お母様が……生きてらしたら……きっと……喜んでくださる……わ……」

「……姉上。もういいです。話さないでください……っ」

「──バティーヤさん？　ちょっとバティーヤさんしっかりして！」

　両手で握ったままの手のひらが、徐々に熱を失っていくのがわかった。

「姉上……っ！」
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　聖剣を全速で飛ばし、できたばかりの大穴の奥へと落下しそうになったイシュアンを、ぎりぎりワイヤーをつかんで引き上げる。

（よし）

　間に合った。今度こそ間に合ったのだ。

「あの、リヒト」

「黙っててイシュアン」

　今度はアルゴスが放った魔獣が、間近に迫った。

　石でできた、翼ある狒ひ々ひ。振り上げた拳こぶしが、穴の中心部に浮かんでいる理人たちを襲う。

「────っ！」

　理人はまともに拳をくらった。吹き飛ばされて、それでも中空で姿勢だけは立て直す。

「リヒト！　おいリヒト！」

　ワイヤーの先にぶら下がっているイシュアンが、かわりに悲鳴を上げていた。

　理人は全速で後退。魔獣から距離を取りながら、自分がまだ気を失ってないこと、イシュアンを落としていないことも確認。内なる聖剣にもたずねる。

（濱野）

（僕は）

（生きてるよね）

　一拍置いて、聖剣が答えた。

　──生きてるわよ。私も最大限あなたのことを守った。

　そうか。それはありがたい。

　守ってくれてもこの痛みかとも思ったが。

「ハイダル！　いる!?　生きてる!?」

「はい！　私はここに！」

　理人たちの斜め後ろに、ハイダルも浮遊の魔術で浮いていた。

「良かった。怪我はないね」

「おかげさまで。途中で儀式を中断して、浮遊の呪文に切り替えましたから」

「儀式は再開できそう？」

「地面につきさえすれば」

　それは良かった。

　理人は多少安心して、ワイヤーに宙吊りのイシュアンを、ハイダルに任せることにした。

「ハイダル、悪いけどイシュアンと一緒に、地面まで戻ってくれるかな。このままじゃ手が使えない」

「わかりました。あなたは？」

「もう一つの方をなんとかするよ」

「おい、リヒト！　なに言ってるんだよ！」

　こうしている間も、不思議と響子は動かなかった。理人たちや穴全体を見通せる、かなり高いところで浮いたままだった。

　対する魔神アルゴスは、それより下の、地上に近い穴の中心部に浮かび、傍かたわらに例の魔獣をはべらせ、こちらの出方を待っているようだ。

　理人はワイヤー一本で繫がっているイシュアンを、魔術で浮かぶハイダルの腕に託してから、最後に彼女と同じ目線まで下がってみた。

　イシュアン・トロール。今度こそ助けるのが間に合った。

　だからもう、繰り返したくないのだ。

「おまえ……」

　それが僕の答えなんだ。

「リヒ」

　理人は、空いた右手をのばして彼女の腕を取ると、そのままかすめるようにキスをした。

　触れていたのは、ほんの一瞬。すぐに体を離して頭を下げる。

「これ、使わせてくれるかな。たぶん返せないから悪いけど」

　いきなりの行動に、彼女はしばらく呆然としていたが、

「──返せないって、おまえまさか！」

　叫ぶときにはもう、理人は高速で飛び出していた。

　彼女の腕から抜き取ったのは、彼女の両親の形見である『思い出の護り』である。

　リスクはあるかもしれないが、もうこれ以外にみんなを救える方法が思いつかないのだ。

「ハイダル、ぜったいイシュアンを止めといてよ！　一生のお願いだ！」

　イシュアンが何か叫んだが、幸い風の音でよく聞こえない。

　ハイダルに言った通り、彼女のことをつかまえていてくれるといいのだが。

「さて。お話し合いはすんだかい？　君一人で私たちが止められるとでも？」

　相対するのは、魔神アルゴス。彼は魔獣の首をなでながら問うてくる。

「確かにそうかもしれない」

　でも。

「僕は僕にやれるだけのことをやるだけだ！」

　ハイダルとイシュアンが、響子を地球に返してくれるだろう。ならばと理人は、もう一つの難関である、アルゴスめがけて襲いかかった。

　破魔の聖剣が唸りを上げ、巨大な狒々を両断する。返す刀で、近くにいたアルゴスの胸へと剣をつきたてた。

「な」

「うおおお！」

　そのまま穴の底めがけて、一直線に加速をかける。

　やがて上空からの光も届かなくなる。真の暗くら闇やみだ。それでも潜行の加速は止めない。

「──ふむ、確かに強いか」

　アルゴスが、剣に貫かれたまま言った。

「これは残念ながら、今回も私の負けかもしれないね。いや天あつ晴ぱれだ。だがやっぱり、運命の予測範囲内でもある。このまま私を殺して封じたところで、また綻ほころびは生まれて私は蘇よみがえるよ。時間をおいて何度でも。そういう風にできてるからね。今度現れる勇者は、何年かけて私のもとにたどりつくかな」

　ただ楽しげに、くつくつと笑っていた。

　理人は、同じ体勢で答えた。

「そうだね。封じれば新しく蘇るかもしれない。でも、封じなかったら？」

「なんだって？」

「魔神アルゴス。僕はこのまま、今のおまえと一緒にこの穴を落ち続けるつもりだよ。落ちて落ちて、どこまでも落ちて、行き着くところまで行ったら、また空から落ちて繰り返す。一生、生かしもせず封印もせず、繰り回しの女神のループにはまるんだ。そうすればおまえはもう何もできない。新しい綻びも生じない」

　さすがに彼も驚いたようだった。

「はっ、馬鹿な。そんなこと人の身でできるわけ──」

　ないと言おうとしたのかもしれない。

　だが彼は気づいたのだ。

　それができる唯一の方法。皺しわだらけの顔が、驚きよう愕がくに染まる。

「まさか貴様──『思い出の護り』か！」

　そうだよ、魔神アルゴス。もうおまえの好きにはさせない。

　そして。ごめんイシュアン・トロール。

　生き延びようとか言ったけど、生きる以外のことは何もできなくなりそうだ。

「やめろ！　正気か貴様は！」

　真相を知った魔神が、急激に暴れはじめるのを、渾こん身しんの力をこめておさえつける。落下の速度は、いまだ鈍くならずにスピードを上げる。

　穴の底は、どこにも見えない。





　　　　　＊＊＊






「わかってくださいイシュアン！　リヒトの願いなんです！」

「放せハイダル！　あいつ止めないと！」

　浮遊の術で穴の外へと運ばれる間も、イシュアンはハイダルに抱えられ身動きが取れずにいた。

　穴の縁にたどりつき、二本の足が地面に着地する。イシュアンはすぐさまハイダルから離れて飛び出そうとするが、彼もイシュアンを止めるべく眼前に立ちふさがった。

　ここに来るまでも、イシュアンの拳を何度も受け続けていた。だが、ハイダルは微み塵じんもひるまなかった。頰の痣あざもそのままに、杖を持つ手を広げる。

「……この先には行かせません」

「あいつ、このままアルゴスと心中する気だぞ」

　わかっているのか。イシュアンの『思い出の護り』を使って、六年前にイシュアンの身に起きたことの再現をするつもりなのだ。そうすることで、封印以上にアルゴスの動きを制限できるから。

「それでもです」

「ハイダル！」

「私たちの役目は、キョーコ・ミチバを『ちきゅう』に送還することです！」

　ハイダルもまた絶叫した。

　イシュアンは、耐えきれず地面に膝をついた。こんな終わり方はあんまりだった。

「彼の覚悟を無にしてはいけないでしょう」

「……だって。いっしょに、あいつ、生きてくって言った……！」

　そうだろう。言っただろう。確かめあっただろう。

　どうして自分を置いていってしまうのか。

「リヒト……っ」

　名前を呼ぶと涙がこぼれた。小さな子供のように泣きじゃくりたかった。

　だって自分はまだ、彼に何も返せていない。何一つ。愛情と等とう価かの幸福も。思い一つを抱えて行かないでほしい。幸せはそんなところにないはずだ。暗く深い穴の底には。

　絶対に。

　絶対に。




「キョーコ！」




　だがその、暗く深い穴の中から、オズマーこと魔神アルゴスが飛び出してきた。

「助けてくれキョーコ！　キョーコ！」

　彼は全身ぼろぼろで、はるか上空にいる響子に助けを求める。

「勇者はおかしい。意味がわからない。このままじゃ私は、生きることも、死ぬこともできな──」

　そう訴えるアルゴスの背後に、相川理人が音もなく迫った。

　戦いの中で血まみれの聖剣を叩きつけて、また穴の奥へと引きずりこもうとする。嫌がるアルゴス。追う理人。壮そう絶ぜつなしのぎ合い。

「キョーコ！」

　やっぱりこんな光景を、見ているだけなんてできない。イシュアンは、かまわず立ち上がった。

　覚悟を尊重しろと言うなら、自分も一緒に墜おちるしかない。

「待てリヒト！　私も行く！」

　その時だった。接近戦を繰り広げる理人とアルゴスの間に、新しく一人の少女が割って入った。

「──え」

　理人は、驚いたように目を見開いた。

　破魔の聖剣は、上空から舞い降りてきた路葉響子と、魔神アルゴスを、二人一緒に貫いていた。
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（────）

　戻そうと思った時には、もう手遅れだった。

　聖剣は響子ごとアルゴスを刺し貫く形になった。

「みっ、路葉！」

　遅れて口から血を吐く響子を前に、剣を手放しそうになり、中空ゆえにぎりぎりで踏みとどまった。

　──剣は抜かない方がいい。このまま地上に運ぶわよ。

　聖剣にもアドバイスされ、「わ、わかった」と、急いで穴の外を目指した。

（どうしてだ路葉）

　どうしてここに来て、こんな真似を──。

「リヒト！」

　地面に着地すると、同じく穴の外に避難していたイシュアンが、真っ先に駆けよってきた。こちらは響子とアルゴスごと、もつれるように地上へ転がる。

「大丈夫かリヒト──」

　大丈夫と言おうにも、息が乱れてうまく口が回らない。近づいてきたハイダルが、こちらの惨さん状じように気づいて絶句した。理人もあらためて見て言葉をなくした。

（ひどい）

　地面に倒れる端から、鮮せん血けつがあふれだしていく。これは響子の血だ。そしてアルゴスもまた虫の息である。

「どうして、路葉……」

　わからない。最強の女神の石を持つ君が、ここで魔神をかばうのか。盾になるような真似をするのか。

　君ならいくらでもこちらを止める方法があっただろう。自分の身を挺ていするようなこと以外の方法で。

　だが、そんな疑問に答えるかのように、響子の唇が動いた。

「……たすけて、あげたかったけど……ごめんね。アルゴス。あたし、もう石とか……使えない、みたい。体中、熱くて空っぽで……力、ぜんぜん、でない……」

　──あ、と呟きそうになる。

　見れば聖石の指輪がはまっていたはずの右手が、黒く変色していた。特に指のつけ根の炭化がひどい。金色の金属のかけらも見えない。

（こんな状態で力を使ってたのか、路葉は）

　あの穴を空けた段階で、本当は浮いているのもやっとの状態だったのだ。それ以上のこと──魔神をかばいたかったら、自分の身を投げ出すぐらいしかできなかったほど。

「……ハイダル。今から界渡りの儀式の続きはできる？」

「ええ。大丈夫ですリヒト。ただこの状態ですと、魔神もまきこみます──」

　渡と界かいの儀式で地球へ送ってしまえば、時間は渡界時のところまで巻き戻される。響子のこの傷をリセットするにはそれしかない。

　魔神はといえば、それ以上の瀕ひん死し。分断しようと剣を抜いてしまえば、重じゆう症しようの響子もろとも消滅する可能性があった。

「かまわない。このまま送還しよう。それしかない」

　今は響子の救命を優先するべきだ。

　それを聞いた響子が、死にかけの状態で、なぜか満足そうに笑んだ。

　ハイダルの呪文がはじまる。

「…………運命をね、かえたかったの。みんなみんな」

　蚊かの鳴くような声で、響子が呟く。

「大きすぎる世界のせいで、慈悲が足りないとか。魔神は世界を混沌に陥れるものとか。勇者と勇者は結ばれない、とか」

「路葉。あんまり喋るな」

「ううん、聞いてよ」

　再び水の精霊が、あたりを取り巻いていく。

「ねえ、相川君」

「──なんだい、路葉」

「あなたのこと、好きだった」

　水の精霊の腕かいなが、響子とアルゴスのことを完全に包み込む。やわらかな繭まゆのように。理人は彼女が最後に言った言葉にうなずいた。そして二人の姿は、この世界から完全に消えたのだ。
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　争いの終結の知らせは、ゆるやかに伝わっていった。

　鋏の使徒と、人対人の戦いを続けていたウィルタミア騎士団を皮切りに、傷ついた人の治療に専念していた医療班のところにも一報が届く。

「──オズマーとキョーコさんが……？」

「ああ。『ちきゅう』とやらに返されたらしい。両方まとめて」

　からくも生き残ったバイヤーンが、ウルスラに伝えた。

　他の神官に交じり、負傷兵の腕に布を巻いていたウルスラは、王宮の外を見上げた。ひび割れた窓の向こうは、さきほどまでの荒れ模様が噓のようによく晴れている。

「終わった……そういうことでしょうか」







　一方、同じ快晴の空を、ハセム・デラとトト・ハルネラも見上げていた。

　懸けん命めいの救命作業もかなわず、ついさきほど、バティーヤが息を引き取ったばかりだった。

「……静かですね……」

　一瞬だけ意識を取り戻し、弟の名を呼び詫わびたこと。手を握りながら逝いったこと。どれもこれも、ハセムの心を刻むものだった。

　黙って涙を流すハセムの手の上に、トトの小さな手が、ぎこちなく乗った。差し込んでくる光に、影と影が一つになった。
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　──好きだったよ。相川君。

　──ああ。やっとやっと伝えられた──。




　痛みに遠のいていた意識が戻ると、そこは夕焼け色の世界だった。

　空には太陽。綺麗に赤く染まった、【一つ】だけの太陽が見える。

（ここ……は……）

　響子は、おそるおそる起きあがった。

　自分の服が、緑のドレスから、武蔵むさし野の総そう合ごう高こう校こうの制服に変わっていた。

　あちらの世界に置いてきたまま、二度と着ることはないと思っていた、ブレザーとチェックのミニスカートである。

　傷一つなく、血にも汚れていない。

　指にはまっていたはずの指輪もない。自由に動く、五本の指。右と左。

「……あたし、戻ってきた？」

　みい、と小さな鳴き声がした。

　見れば響子の足下で、小さな子猫が鳴いているのだ。靴ローフアーのかかとあたりの匂いをかいでいる。

「えっ、なにおまえ、どこからきたの？」

　あわてて抱き上げる。

　ぼんやりとしたサビ柄の子猫で、まだ目もろくに開いていないらしい。持ち上げても弱々しく手足を動かすだけだ。

　母猫らしい姿も、あたりには見つからない。そして、見れば見るほど、ここは響子もよく知る高校の校舎裏だった。

（戻ってきたんだ）

（そうなんだ）

　そのままの姿勢で固まっていると、抱き上げていた猫がまた鳴きだした。

「ごっ、ごめん！　大丈夫？　ええっと、こういう時はどうすればいいのかな。ミルク？　猫缶？　まだミルクだよね──」

　大慌てで立ち上がり、昇しよう降こう口ぐちめがけて駆けだした。







　学校で猫を拾ってきたと言ったら、両親はなんてことをと大騒ぎだった。だが、意外にも父親の方に飼し育いく経験があったらしく、彼の指示で古毛布や猫用のミルクが与えられた。

　天地がひっくり返るほどの大騒ぎではあったが、父と母が喧けん嘩かをしないで長時間会話をしていたのは、ひさしぶりだった気がする。

　今、子猫の入った段ボール箱は、響子の机の上に置かれ、猫はすやすやと眠っている。

　響子は、問題の猫を見ながら呟いた。

「……ねえ。あなた魔神でしょ」

　魔神アルゴス。優しい理人が、響子と一緒にこちら側の世界に送ってくれた。

　そのままの姿では、力を維持することができないのだろうか。弱々しい子猫の姿でいることで精一杯だとか？

　子猫は相変わらず寝ている。寝た──ふりをしている。

「……いいけどね。だからって追い出したりとかしないから」












　あなたはあたしの、冒険の証あかし。

　異世界パナケイア。女神パナティーアが創りし繰り回しの世界。空に浮かぶ二つの太陽。

　ハミタッドの乾いた空気。

　天てん幕まくの向こうの星空。

　手て拍びよう子しと音楽。観客の歓声。

　恋に焦こがれて、敗れて、また新しい希望を探した。

（バティーヤ）

　あなたのことがとても心配。無事だといいんだけど。

　家のリビングで、父と母が自分を呼ぶ声がした。響子が拾った猫の名前をどうするか、家族で会議中なのだ。

　しばらく無視していたが、またとんでもないことを言い出した。

「ああもう、うるさいお父さんもお母さんも！　なにそのネーミングセンス。言っとくけど、ネコネコ丸もエカテリーナもどっちも反対だからね！」

　部屋を出ていこうとしたら、また子猫がみゅうと鳴いた。もがくように両手を動かし、万ばん歳ざいの姿勢のまま目を閉じている。

「アルゴスか、オズマー！　これ以外はぜったい嫌！　譲ゆずらないから！」

　響子はばたばたと、家の狭い廊下を駆けていった。







　──そしてもう一つ、驚いたことと言えば。

「相川君、ですか？」

　響子は地球に戻ってきたが、理人の姿がどこにもなくなっていたことだ。

「ああ。路葉は直前まで一緒にいたって聞いてる。何か知らないか？」

　理人のクラスの、丸顔な担任教師──確か世界史の長なが沼ぬま先生だ──に呼び出され、事じ情じよう聴ちよう取しゆまでされた。

　昨日から家に帰ってきておらず、けっこうな騒ぎになっているらしい。

「そんな、だって時間が戻るって──」

「時間？」

　そこまで言って、響子ははたと気がついた。

　異世界パナケイアから戻ってくると、時間は召喚される直前まで巻き戻される。そんな風に理人は言っていた。そして、実際に響子が戻ってきたのは、慣例通り響子が水に引きずりこまれる直前──そして、理人が異世界に引きずりこまれた『直後』の世界だ。だから彼の姿は、こちらにない。

（そうか）

　そういうことなのか。

「路葉？　何か心当たりがあるのか？」

「……いえ。特になにも」

　わかったところで、響子としては、それしか言えない。たとえ長沼が、どれだけ知りたがっていてもだ。

　恐らく彼は、相川理人にして勇者リヒトは、二度とこちらの世界に戻ってくるまい。少なくとも、今の響子が自覚している世界線には。

　響子の異世界冒ぼう険けん譚たんは、古式ゆかしい『行きて帰りし物語』であり、理人はそうでなかったということだ。

「でも、先生。たぶん大丈夫なんじゃないですか」

　おとぎ話の一員になってしまった彼に向ける言葉は、ただ一つ。

　そして彼らは、末永く幸せに暮らしました、だ──。
















　──それでも、二年が過ぎた。




　かつて魔獣に襲われ、畑ごと捨て去られていた農園のうえんを、とある一団が買い取って再生させているらしい。そんな噂うわさが広まりつつあった。

「……じゃあごめん、悪いけどちょっと行ってくるよ。お昼抜きじゃかわいそうだ」

「お気をつけて、リヒト様。本当に一人でよろしいのですか？」

「大丈夫だよ」

　理り人ひとは年かさの従業員に一言言いおくと、庭にとめておいた荷馬車に乗り込んだ。

　御ぎよ者しや台だいから手た綱ずなを引っ張れば、馬はゆっくりと走りだす。

（まったく、弁当忘れるなんて抜けてるよな）

　なんだかんだと出入りが多く、日中の母屋おもやはほぼ開け放たれたままだ。同じく開けっ放しの門を抜けると、ゆるやかな坂道が丘の下まで続いている。

　理人が荷馬車を走らせる砂じや利り道みちの他は、可か憐れんな野の花と、緑も鮮やかな牧草地が広がっている。羊や牛が、そこでのんびりと草をはんでいる。

　坂の向こうからは、一面のブドウ畑だ。理人たちの苦労の産物であり、今年に入ってようやく実をつけはじめた枝が、パナケイアの二つの太陽に照らされている。

　今年の収しゆう穫かくと利用法について考えていたら、なぜか坂の下に見慣れぬ男がいた。

（なんだ？）

　旅人らしい、やや汚れた灰色のマント。頭には異国の巻き布をつけている。

　今となっては非常に懐なつかしい考え方だが、都心で流しのタクシーでも拾おうかという姿勢で、気楽に手を上げる長身の──。

「ハセムさん！」

　理人は思わず声を上げてしまった。

　間違いない。あのハセム・デラだ。

　老体の馬を全速力で走らせるわけにもいかず、もどかしい思いで彼のところまで近づいた。ハセムは「すみませんネ」と断りを入れ、理人の隣に腰掛けてくる。

「どうしたんですか。いつからこっちに？」

「──いやほんと、助かりマス。今からあの坂登っていくのは、気力が足らなかったもので」

　ハセムは間近で、にやりと口の端を引き上げる。

「新王都に来たなら、ついでだって足のばしてみたんですヨ。ぜんぜんついでじゃなかったですけど」

「そりゃそうですよ。ここからどれだけ離れてると思ってるんですか」

　恐らく彼がイエンマルドから、新王都トムカムに行くぐらいの時間がかかっただろう。ここには、目立った転てん移い門もんも何もないのだ（この点に関しては、先々の輸送コストからして問題があると、理人の共同経営者パートナーはつねづね改善かいぜんを要求している）。

「一回ぐらい現場を見てみたかったんですヨネ。ほら、なにせあの英雄サマが、ど田舎いなかで農園はじめるとか言い出した時はどうしようかと思いましたから」

「はは。ここ、もとはイシュアンの親の農園なんですよ」

「移民の人たちも慣れたみたいじゃないですカ。ようやっと幹かん部ぶの処分が終わってこれからだって時に、あの時は恨みましたよホント」

　それを言われると、理人も辛い。

　──二年前の鋏はさみの使し徒ととの戦いは、魔神アルゴスこと宰さい相しようオズマーと、女神の石の持ち主である路みち葉ば響きよう子こを、異い界かいへの送そう還かんで失う形で瓦が解かいしたと言っていい。

　敵側は奪だつ還かん軍ぐんの降こう伏ふく勧かん告こくを受け入れ、多くは軍事的な裁きを受けたが、首しゆ魁かいは魔神であったという理人の証言で、近年希まれに見る寛かん大だいな処置に落ち着いたと言われている。いわゆる悪かったのは魔神の洗せん脳のうだという説である。

　甘すぎるという話もあったが、あまりにかかわった人間が多かったため、国土を分断するような内戦になだれこむ危険は、どうしても回避したかったのだ。

　ただし、その生き残った鋏の使徒の中に、隣にいる青年の姉の名はない。

　バティーヤは、戦いの中で死亡した。

　ハセムはそのことについて、多くを語ったことはない。今の今まで。

　ただ出直しを余よ儀ぎなくされた新生ウィルタミアと、故国イエンマルドを繫ぐ親しん使しとして、当時から忙しく立ち働いている。理人が故こ郷きようをなくした避ひ難なん民みんの一部を引き連れ、農園経営をはじめてからもずっとだ。

　あまりの忙しさに、彼の可愛い恋人が、嘆なげいてヘソを曲げるぐらい──らしい。

「……あとはまあ、自分の口からご報告しようかと思ったとこでしょうか。結婚したんですヨ」

「えっ、うええ？」

　さすがに変な声が出た。

「え、それってあの、トトとですよね？」

「他に誰がいるってんですカ」

「いや、そうなんですけどそうなんですけどそうなんですけど……早すぎませんか？」

「十五なら早いってもんでもないでしょ」

　そういうものなのか。そうなのか。

「……というかもう十五なのか……？　えええ？」

「あっちの家からも了解取りましたし、なんにも問題ないですヨ。これで国を出たり入ったりしてもうるさく言われマセン」

「いやいやいや……いやいやいや……」

　時の流れの速さと話の早さに、思わず真剣に考えこんでいると、肩にハセムが寄りかかってきた。

「そういう英雄サマは、いい加減どうにかする気はないんですかネ。綺き麗れいどころ二人も並べて」

　──ああ、やはりそっちをつっこまれるかと思った。理人はため息をつき、天をあおぐ。

「ないわけじゃないんですけど……いろいろ問題が多いと言いますか」

「べつに第一夫人と第二夫人が別のとこに住んでてもいいと思うんですがネ」

「は？」

「第一夫人は本家で農園経営なる家か業ぎようを守り立て、切り盛りする。第二夫人は都の神官として、民を導く。いま流行はやりの別居現げん地ち婚こんってやつですヨ。認めてやった方が旦だん那なの株が上がりますよ？」

「……やめてくださいよ。ウルスラと同じこと言ってますよ」

　まるでこちらがためらっているのが、一緒に住めないからだと言わんばかりなのが、最近の彼女の論法なのである。

　ハセムは、呆あきれたような半眼になった。

「…………もう二年なんでしょ？」

「……なんかもう最近はどうでもよくなってきた自分が怖いと言いますか……」

「はははは！　その意気、その意気！　染まってきてますヨこっちに」

　いいことなのか悪いことなのか、理人にはわからない。

　ただ自分は、この世界で生きていくと決めたのだ。いくつもあった選せん択たく肢しの中から、後こう悔かいなく選び取った。大事なものが、ここにあるから。

　勇者の剣も、女神の石もいらない。パナケイアという大地に手足をつけて、二つある太陽を見上げて、生きていく。

『トロール商会』のロゴが入った荷馬車が、ブドウ畑の間を進んでいく。

「──おっ、英雄サマ。あれじゃないですカ」

「そうですね。おーい、イシュアン！」

　理人は手綱を握ったまま大声を上げた。

　畑の間で、イシュアンがこちらを振り向く。他の農園の従業員に交じって、日焼けした顔がほころんだ。

「お弁当忘れてるよ、お弁当！」

　息せききってあぜ道を走ってくる彼女に、理人は心から笑う。

「どうしたんだよハセムまで！　なんかあったのか？」

「それがさ──」







「ほらリヒト。口。パンくずついてるぞ」

「あ、うん。ごめん」

　木陰に弁当を広げて、昼食を取る。隣に座るイシュアンが、当たり前のように手をのばしてきた。

「どうかしたのか？」

「なんか……ありがとうって思ってさ」







　──高校二年の秋。

　──相あい川かわ理人は、世界を救った。




　──大きなものを、手に入れた。









あとがき






　どうもこんにちは、竹たけ岡おかです。

　パナティーア異い譚たんの第五巻。おかげさまでシリーズ完結です。

　私としてもあんまり挑戦したことのない、わりと大真面目な異世界ファンタジーものでした。無事に着地できるか心配でしたが、こうして締めのあとがきが書ける幸せを味わっております。ああ良かった……。




　このお話は、新しい担当さんと組んではじめて送り出した作品になります。

　担当さんからの要望は、「ファンタジーもの。仲間を集めて冒険して、テイストとしてはせつない感じの」という感じのもので、そこに「空からヒロインが降ってくるを本気でやる」「異世界召喚アフター」などという個人的縛りをぶちこんで作ったのが、このパナティーア異譚です。

　こうして振り返ると、大変だったのが地図作り。なにしろ旅で冒険ですから、毎回毎回主人公が違うところにいる！　パーティーのメンバーも違う！　そのたびにリセットして新しい設定を考えるので、脳のう味み噌そ煮えるかと思いました。次に書くなら、その場を一歩も動かない安あん楽らく椅い子す勇者にしてやるとか思ってましたね。勇者召喚から七十年後……伝説の勇者は老人ホームで介護を受けていた……あれれ？




　正直ウルスラさんの処しよ遇ぐうに関しては、「まあサブヒロインですし、告白はするけど断られて、でもやっぱりあなたのことは遠くで見守ってます、みたいなけなげ路ろ線せんでいくのでは」と担当さんとも話し合っておりました。で、実際告白はさせてみたわけですが……気づいてみたらあんな感じに。

　いやほんと、なに言っても「だからなんですか？」で聞いてくれないんですもの……一いつ夫ぷ多た妻さいの文ぶん化か圏けんで生まれ育った子って怖い……（白目）。




　最後に。毎回すばらしい挿さし絵えを送り出してくださった屡る那な様。本当にありがとうございました。この絵があってこそのパナティーア異譚だったと思います。

　その他、このシリーズに尽力してくださったすべての方に感謝を。

　また新しいお話でお会いしましょう。竹岡葉は月づきでした！
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